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【プロローグ】




　ＧゴールデンＷウイークを控ひかえた十じゆう文もん字じ学がく園えんは、どこか緊きん張ちよう感かんが欠けていた。部活に励はげむ声や講こう堂どう脇わきで練習する合唱部の声が聞こえてくるけれど、それらもどこか気が抜ぬけているように感じる。

　あと二年もすれば中等部にあがるから、初等部では参加できない部活やクラブなんかもできるようになる。園芸部は今とやっていることが変わらないから、できれば違ちがうことをやりたい。思い切って運うん動どう系けいの部活なんかどうだろう。

　アイネは考えてみたけれど、悲しげにかぶりを振ふる。ドジを踏ふむ光景しか浮かばない。

　ＧＷといえば、クラスの子たちはお買い物に行くのだと楽しそうに話していた。バーゲンをやるから、みんなで行くそうだ。一いつ緒しよのクラスになった頃ころはアイネにも声をかけてくれたけど、今ではそんな声をかけられることもなくなった。

　寂さびしいけれど仕方がない。

　だって何度も断ことわっていたら、誰だれだって声をかけるのをやめちゃう。

　今日きようは用事があって。今日は都つ合ごうが悪くて。今日は体たい調ちようが──そんな繰くり返かえし。本当は用事もないし、体調が悪いわけでもない。けれど断らなくてはいけない理由があった。そしてそれは正直に言えない理由だった。

　クラスの女子が裏うらで「小こ鹿じかさんって壁かべあるよねー」と言っているのを、アイネは知っている。

　はぁ、とため息が漏もれる。

　いいな……みんなとお買い物、楽しそう……。

　悪いのは彼女たちじゃなくて自分なのだから、敬けい遠えんされても怒る気にはなれない。

「もう、やめたいな……」

　無む意い識しきに呟つぶやきが漏れて、アイネは慌あわてて辺りを見回す。

　誰もいない。誰にも聞かれなかった。ほっと胸をなで下ろす。

　アイネの歩みに合わせ、ジョウロの中で水がちゃぷちゃぷと躍おどっている。ちゃっぷんとぷん、ちゃっぷんたぷん。

　この子たちは楽しそうね。

　ダンスの音を聞きながら歩いていると、高等部の男子生徒が視し界かいに入り、アイネはぴたりと歩みを止めた。男子生徒は時計台の周りを、首を傾かしげながらうろうろしている。

　アイネが世話をする花か壇だんの脇には、大きな時計台がそびえ立つ。

　高さ二十五メートルほどの時計台は建けん造ぞう物ぶつとしての価値が結けつ構こうあるらしく、学校案内のパンフレットに建けん築ちく家かの写真入りで紹介されているほどだ。とはいえ、入学して一度見学する程度で飽あきる。一般の生徒は時計台に上がれないから、格別の眺ながめを楽しめるわけでもない。

　ちなみに時計台の長針と短針が正反対を向いているとき、時計台に向かってお願い事をすると叶かなう。なんていう噂うわさもあった。

　伝説の木でカップルになった後、末永く幸せになれますようにと祈き願がんしに行くのが定番の流れなのだそうな。なんか観かん光こう誘ゆう致ちみたい。

　周囲をきょろきょろ見回しながら歩く男子生徒は、ときおり立ち止まって誰だれかを捜さがしている。

　なんだろう？　と姿を追っていたのもつかの間、アイネは別のことに気づく。

「ぁ……」

　桜色の唇くちびるから、かすれた声がこぼれ落ちた。

　視し線せんの先にある花か壇だんを凝ぎよう視しするアイネは、表情を失って呆ぼう然ぜんと立ちつくす。さらに手から力が抜ぬけて、満水のジョウロが地面に落ちた。

　ジョウロは派は手でに水をまき散ちらし、アイネの細い足やぴかぴかの靴くつをぐっしょりと濡ぬらす。にもかかわらず、アイネ自身は無反応のままだ。

　畳たたみを二枚並べたほどの花壇は、アイネが初等部に入ってから世話をしているものだ。

　五年も付き合えば愛あい着ちやくも湧わくし、育てた草花は家族みたいに愛いとおしくなる。犬や猫ねこみたいに鳴いたり、すり寄って甘えたりしないけれど、何も言わず静かに成長する姿が好きだった。

　その花壇が荒らされていた。

　色いろ鮮あざやかなポピーの花々が、刀で切り裂さかれたようにざっくりと倒たおれている。

　たぶんサッカーボールか何かがごろんと転がってなぎ倒したのだろう。誰かが踏ふみいったとか、そういう感じではなかった。

　純じゆん然ぜんたる事故なのはわかるけれど、やはりショックだった。

　せっかく育ててきたのに。ではなく、やっとこの子たちも頑がん張ばって花を咲かせたのに。そういった意味で心に痛いたみを覚えていた。

　どれくらいぼうっとしてただろう。

「直さなきゃ……」と呟つぶやく。

　口から言葉が出たことで、ようやく自分がすべきことを思い出した。このままにしておく方が可哀かわい想そうだ。それに台風でなぎ倒されたときだって直した。それと同じ。

　同じ。

　ぽろっ、と透とう明めいな雫しずくが頬ほおを滑すべり落ちた。

　同じじゃない。

　事故だけど、しょうがないかもしれないけど、同じじゃない。

　この子たちは自分で自分を守れないのだから、わたしが守ってあげなきゃいけなかったんだ。人がほとんど来ないから、ボールが来ることなど考えていなかった。花壇をレンガで囲うだけじゃなくて、柵さくも用意しておけば防げたかもしれない。

　ぐしぐしと目をこすり、真まっ赤かに充血した目で花壇を見み据すえる。

　しゃがみ込んでジョウロを拾ひろい上あげ、もう一度水を汲くみに行こうとした。だけどその前に倒れた子たちを診みてあげよう。

　重い足取りで花か壇だんに近づき、倒れたポピーを指先ですくい上げる。

　ダメだ。

　くったりとしていて自立できない。

　またぞろジワリと涙の素もとが胸の奥からこみ上げてきて、鼻の奥をツンとした痛いたみが襲おそう。ずずっと鼻をすすり、上を向いた。

　空を見上げながら涙を手の甲でこすっていると、唐とう突とつに声をかけられる。

「え、えくすきゅーずみぃ～」

　そちらを見ると引きつった笑顔の男子生徒がいた。この人、さっき、この辺りでうろうろしていた人だ。

　高等部の制服を着た背の高いその人は、わざわざしゃがみ込んでアイネに視線を合わせてくる。ぎこちない英語で声をかけてきた先せん輩ぱいは、居い心ごこ地ちが悪わるそうに身体からだを揺ゆすり、額ひたいに汗あせを浮うかべながらアイネを気き遣づかわしげに窺うかがってくる。

「め、め、めいあいへるぷゆ～……じゃなくって、きゃないへるぷゆ～……だったっけ？」

　視線を上下左右にさまよわせ、「あー」「うー」と唸うなりながら首をかしげる。

　しまいには「俺おれ……じゃなくて、アイ」と自分を指さし「ヘルプ！」親指を立てて「ユー！」とアイネを指さした。

　ぽかんとするアイネに「おーけぃ？」と訊きいてくる。無む駄だにいい笑顔なのだけど、どことなくやけくそ気味な気がする。

　ああ、そうか、わたしの外見が外国人だから英語で話しかけてるんだ。

　ハーフであるアイネの外見は完全に日本人離ばなれしたものだった。太ももまで届とどこうかという長い金きん髪ぱつはふわふわの綿わた菓が子しのようで、大きなリボンがよく映はえる。海を溶とかした大きなドングリ眼まなこは愛あいらしい小動物を彷ほう彿ふつとさせた。

　しかも初等部の制服はゴシックドレスみたいだから、ビスクドールだのと、きゃあきゃあ騒さわがれたこともあった。

　慌あわててポケットをまさぐりメモ帳を探さがす。ところがどのポケットにも入っていない。

　そうだ！　体育のときに着き替がえて、そのときに……！

　どうしようと思っていると、先輩は「あー、俺の英語力じゃダメかー」と言って困ったように鼻先を掻かいた。

　せっかく声をかけてくれたのに……っ。

　アイネは一つ深しん呼こ吸きゆうし、思い切って声を出した。

「ぁ、の……日本語、しゃべれます」

「へ!?　あ、そー、そーなんだ。そっかそっか」

　がりがりと頭を掻く先輩は、顔を赤くして「うはっ、恥はずかしすぎる」と苦笑していたが「んじゃ、あらためて……どうかしたのか？」と訊きいてくる。

「………………ぁ……」

　なんでもないです。

　そのたった一言が出てこないほど恥はずかしくなって、サッと顔を伏ふせてしまった。顔が熱あつい。きっと真まっ赤かになってる。そう思えば思うほど、何も言えなくなってしまう。

「い、いや、あのな。なんつーか、その、無む駄だに目がよくてさ。見られたくない姿かと思うけど、見えちゃったんだよな。ほらっ、この辺り、あんま人いないだろ？　女の子一人ひとりで泣いてるのが気になって仕方なかったんだ」

　たははっと苦笑して「声をかける前に英語をあれこれ考えちゃったよ」と言いながら、ポケットからハンカチを取り出す。けれどハンカチはくしゃくしゃになっていて、取り出した先せん輩ぱいも「げっ！」と短い悲鳴を上げた。

「あははは、今のナシ」

　慌あわててしまい込むと、すべてのポケットをまさぐり、代わりになるものを探さがす。

　それを見ていたら、なんだかおかしくなってきてしまい、くすくすと笑い声を上げてしまった。この人を見ていると誠せい実じつさが伝わってきて、自然と頬ほおが緩ゆるんでしまう。

「ありがとう、ございます。でも……その、大したことじゃないから」

「ん？　もしかして、これか？」

　話している最中だったが、花か壇だんの様子から事情を察さつした先輩は、アイネに背を向けて折れた花々に手を伸のばす。

　そのときだった。

　アイネの視し界かいを真っ白な何かが覆おおい隠かくす。

　びくっと後ずさったアイネは、視界を覆ったものが何か理解した。




　真っ白な──

　それでいてほのかに淡あわい輝かがやきを放つ天使の翼つばさが、先輩の背せ中なかから生えていた。




　片翼しかない天使の翼と先輩の大きな背中を見て、アイネは言葉を失い、同時に心を奪うばわれてしまった。

　なんて綺き麗れいなんだろう……。

　これに似たものをアイネは知っている。

　神しん秘ぴ性せいの塊かたまりであり、この世のものとは思えない存在である伝説の木。今、まさに輝きを放っているであろう桜の木が脳のう裏りに浮かぶ。

「あれ？　こいつら意外と元気だぞ？」

　はっと我に返ると、翼は完全に消えていた。まるで泡うた沫かたの夢ゆめ幻まぼろしを見ていたかのようだった。

「ほら、見てみろよ。くったりしてるから俺おれもダメかもしれないって思ったんだけど、指で持ち上げたら元気に立ったんだ。きっと別の花に引っかかってたとか、土の重みで立たなかっただけなんだな」

「えっ!?　そんな」

　だってさっき見たときはダメだったのに。

　慌あわてて先せん輩ぱいの脇わきにしゃがんで花か壇だんを窺うかがう。するとどうだろう。なぎ倒たおされた部分が、すっかり元通りになっていた。先輩が倒れた花を持ち上げるたびに、花壇の傷口が消えていく。

　魔ま法ほう使つかいみたいだった。

《アニマ》や伝説の木による不ふ思し議ぎな力が存在することを知っているアイネでも、これには驚おどろきを隠かくせない。

「なーんだ、みんな元気じゃないか。ほら、みんな元気なのに世話をする人が泣いてるのはおかしいよな」

　そう言って先輩はアイネの目め尻じりを親指の腹で軽くこすり、涙の残りをぬぐい取る。

「ぁ……の…………」

「おわっ、やべぇ！　そろそろ他ほかんとこ探さがしに行かないと」

　がばっと立ち上がり、今にも駆かけだしそうな先輩を見上げ、慌ててズボンの裾すそを摑つかんだ。

「わたっ……し！　アイネ、です。小こ鹿じかアイネ！」

「俺は水みず原はら直なお樹き。よかったな、みんな元気でさ」

　くしゃっと頭をなでてくる水原さんは、「俺は勘かん違ちがい以外なんもしてねーけど」と言ってはにかんだ。

「なんにもなんて、だってあなたが──」

「ごめんな、本当に時間がやばいんだ。このままだと面倒なことになっちまう」

　手を上げて立ち去ろうとしたけれど、水原さんは後ろ向きに戻ってくる。

「あのさ、一応訊きくんだけど、時計台のところに高等部の女子が二人ふたりほど来てなかった？　一人ひとりはボーイッシュな感じのショートカットで、もう一人は深しん窓そうのお嬢じよう様さまみたいな長い髪かみの子なんだけど。ちなみに手を繋つないでるかもしれない」

「えっと……ごめんなさい。見てないです」

　答えながら、水原さんがきょろきょろとしていたのは、その人たちを探してたんだと気づく。フェーデが始まっているし、ひょっとして水原さんが探してたのはそのため？　でも女の子同士だよね。

「うぁー……桜さくら子この奴やつ、怒るんだろーなぁ……。あ、ごめんごめん。ありがとな」

　苦にが虫むしをかみつぶしたような顔をしていた水原さんは、我に返ると手を振ふって駆け出す。

　遠ざかっていく背に向かって、大きく手を振りながら「ありがとう！」と声をかけた。

「だから、俺はなーんもしてないって！」

　ぶんぶんと手を振ふり返かえしながら走り去る水みず原はらさんを見送る。

　あの人は知っているのだろうか。奇き跡せきを起こしたのだと。

「水原直なお樹き…………さんかぁ……」

　口に出したアイネは胸元に手を当てて、くすりと微ほほ笑えんだ。かすかにうずく胸むな元もとは、小さな温ぬくもりが生まれていた。
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　五月末、春の陽気は心ここ地ちよく、思わずうたた寝ねしたくなるような天気だ。

　なのに天文部の部室は微び妙みような空気に満たされていた。空気製せい造ぞう元もとは十じゆう文もん字じ学がく園えん高等部一年にしてこの部室の主、扇おうぎ桜さくら子こだ。とりあえずどこに訴うつたえれば、製造元は操そう業ぎようをやめてくれっかね。

「はぁ……」

　おい桜子。何度目だよ、そのため息。自分じゃ無む意い識しきなんだろうが、ここ一週間あまり、ずっとこんな調子だぞ。いい加か減げんに──

「はぁ……」

　駄だ目めだこりゃ、重病だな。

　いつもは凜りんとした眼まな差ざしである桜子の瞳ひとみも、今はまぶたにおもりをつけられたように力がない。明るいはずのライトブラウンのポニーテールが、心なしかくすんで見えた。

　一四〇センチに届とどくか届かないかっていうちびっ子の桜子は、ちっちゃな身体からだに似合わず猪ちよ突とつ猛もう進しんの弾だん丸がん娘むすめ。それはもう元気の塊かたまりだった。

　それが今はどうだ。この有あり様さまじゃ、秘ひ密みつ結けつ社しやに改かい造ぞう手しゆ術じゆつされたと言われても信じるぜ。

　原因はわかってる。

　伝説の木が力を失ったからだ。

　十文字学園にはバカでかい桜の木がある。開校以来一度も花を咲かせたことがない巨木は伝説の木と呼ばれ、カップルになりたい生徒たちの間でまことしやかに噂うわさされていた。

　曰いわく、伝説の木の下で告白するとカップルになれると。

　普通ならただのおまじないなのだが、十文字学園の伝説の木は本物だった。

　木の下で告白すると、一週間の間、強制的にフラグを立ててカップルに仕立て上げる。

　そんな不ふ思し議ぎな力を持った伝説の木を巡めぐり、桜子はフラグを折る組そ織しき〝アルテミス〟として、桜子の幼おさななじみにしてライバルの一いちノの宮みや舞まいさんはフラグを守る組織〝アポロン〟として、熾し烈れつな戦い──フェーデに身を投じていた。

　初等部から長年にわたって仲なか違たがいをしてきた桜子と舞さんだったが、つい一週間くらい前、その仲違いを解くために俺が伝説の木を倒たおした。

　ところがそれでめでたしめでたし──とはならなかったわけだ。

　伝説の木を倒した後こう遺い症しよう、とも呼よべる症しよう状じようが桜子に現れた。

　勝利の余よ韻いんもそこそこに、長年の確かく執しつから生まれた溝みぞを埋うめるべく、俺がお膳ぜん立だてした旅行へ出かけた二人ふたり。その辺りまではまだいつも通りの桜子だったのだが、帰ってきて数日もしたら、ため息マシンガンをぶっ放す腑ふ抜ぬけ状じよう態たいになっちまった。

　スイッチが入っているときは元気な桜子なんだけど、ふとした弾はずみで無気力なため息がこぼれ落ちる。

　こういうのを燃もえ尽つき症しよう候こう群ぐんとか言うんだっけ。

　桜さくら子この生活はフェーデがあって当たり前の状じよう態たいになってたわけだ。初等部から何年も続けてたんだから無理もない。部活なんかと同じで、三年間熱ねつ心しんに活動していた部員が、引退した途と端たんに気が抜けてしまうのと同じ状じよう況きようになってしまった。

　症しよう状じようの一例をあげると──

「訊ききたいんだが……靴くつ下したを穿はいてないのは、単に暑いからか？　お前の生なま足あし、男子からすげぇ見られてるぞ」

「え？　……ああっ、あれ？　なんで？　あんた、盗ぬすんでオークションに出す気でしょ！」

「しねぇよ！　お前が穿き忘れただけだ！」




　あるときは──

「なぁ……桜子、そのコーラ、開けんの？」

「当たり前でしょ。飲むんだから」

　ぶしゅ。ぶしゅわっぁぁぁぁぁぁぁ！

「めっちゃ振ふってたから炭たん酸さんを抜きたいのかと思ったんだが……違ちがうのか」

「見てないで止めなさいよ！」




　はたまた別の日──

「おい、桜子！　前！　危なっ！」

「へ!?　っ痛いたぁ～、何よ、ぼさっと突っ立ってないで避よけなさいよね！」

「……電信柱に何を言っても無む駄だだと思うぞ」




　そして今──

　もはや何をする気も失うせてしまった。

　桜子の奴やつは牛乳を飲みながら、ぼぅっとしている。背が（胸が？）大きくなるためのたゆまぬ努力。ストローをくわえたまま、ちるちると吸すいながら遠くを見ている。

　定てい年ねん退たい職しよくした無む趣しゆ味みのおじいちゃんが、縁えん側がわでお茶でもすすっているような鄙ひなびた雰ふん囲い気きを出し過ぎだろう。お前の元気は出だし殻がらになっちまったのか？

　どうしたものかなと思って、視し線せんを朝あさ倉くらさんに向ける。中等部二年の眼鏡めがね少女は、俺の視線などまるっと無む視ししてクロスワードにいそしんでいる。ときおり思い出したように手に持ったサンドイッチをぱくり。

　どうやら朝倉さんから助け船は出しゆつ航こうしそうにない。というか助け船が就しゆう航こうしていない。泥どろ船ぶねならありそうだけど。

　桜子に元気がないと、どうにも調子が狂くるうんだよな。

　出会ってから怒ど濤とうの日々が続いたせいもあるけど、静かすぎて落ちつかない。こいつと来たら、朝の番組で自分の星座が一位になっただけでにっこにっこと上じよう機き嫌げんで語るわ、宿題が多いからと怒いかりをぶちまけるわ、金曜ロードショーを見てヒロインが可哀かわい想そうだと目をうるませて感想を言うような奴やつだった。それがこんなに枯かれちまって……。

　本当に毎日を楽しんでいた桜さくら子こだが、これらすべて、フェーデのおかげでメリハリがあったみたいだ。

　このままだと病気にでもなるんじゃないか？

　コンコン。扉とびらがノックされ、俺おれだけが反応する。朝あさ倉くらさんはわかるけど、桜子まで……。

　ため息一つ。応対に出ると、扉の向こうには舞まいさんが立っていた。相も変わらず姿し勢せいがいいもんだから、大きな胸が強調されてる。おっと、いかんいかん、失礼だ。

　あたふたした俺の反応におっとりと微ほほ笑えみ、舞さんは艶つややかな黒くろ髪かみを押さえつつ「こんにちは直なお樹きくん」と挨あい拶さつしてきた。

　この笑顔には癒いやし効果があるよなぁ。笑いかけてくれると、こっちまで笑顔になっちゃうぜ。

　舞さんはひょこっと俺の脇わきから部室内をのぞき込み「桜子さん、まだ治りませんか？」と訊きいてくる。

「ええ、まあ。あいつも長引かせてます」

「あらあら、桜子さんらしくありませんね。いえ、一つのことにのめり込むのは、桜子さんらしいのかしら」

　そういや、桜子は燃もえ尽つき症しよう候こう群ぐんになってるのに舞さんは普段通りなんだな。桜子ののめり込み方が異常ってことか。……弾だん丸がんって急に曲がれないしね。

「今日きようは桜子さんが元気になるような面白い話がありまして」

「そういうことならどうぞどうぞ」

　小こ汚ぎたない部室ですが、なんて言って中に招まねき入いれると朝倉さんから冷たい視し線せんをもらった。こ、小汚いは違いますよね。部室の掃そう除じって朝倉さんがしてるもんね。

「おい桜子、舞さんが来たぞ」

　声をかけても、ぼけらっとしたままだ。牛乳パックの中身なんて、とっくに空からだろうが、それでもストローをくわえている。

　こいつ……このまま放ほう置ちしてたら、翌朝までずっとこの状じよう態たいなんじゃないか？　我に返ったら「時間を飛ばされた!?」とか叫わめきそうだぞ。

　仕方ねぇなぁと桜子の肩に手を伸ばしかけたら、舞さんがそっと制止してくる。

　なんだ？　と思っていたら、舞さんの手が俺の頬ほおに当てられ、すっと顔を寄せてきた。

　えええええええええっっ!?　ナニ？　なんなの!?

　驚おどろきすぎて声すら出ない。

「きっと面白いものが見られると思うのです」

　寄せた顔は唇くちびるではなく耳元に。そこで舞さんは呟つぶやいた。

　ガタン！

　置物と化していた桜さくら子こが椅い子すを倒たおして立ち上がっている。その表情はさっきまでのボケ老人はどこへやら。憤ふん怒ぬの表情に一変している。

　ちょっ!?　面白いことってこれ!?　ぜんっぜん、面白くねぇ！

　ずかずかと大おお股またで近寄ってきた桜子は「あんたねぇ、あたしの目を盗ぬすんでアルテミスの部室に舞まいを連れ込むなんていい度ど胸きようしてるじゃない」とすごんでくる。この時点で、俺おれはぴーんと直立。野生の獣けものに襲おそわれたら死んだふりって言うけど、できねぇよ！　威い圧あつ感かんがありすぎてどう対応していいか頭の中が真っ白になっちまう。

　舞さん助け──って、なんで距きよ離り取ってるの！　いつの間に!?

　朝あさ倉くらさんなんて胸の前で十字を切った後に、両手を合わせて南な無む南な無む言ってるし！

　ろくな対たい応おう策さくも思い浮かばず、あたふたしている間に桜子が距離を詰つめてくる。ちっちゃな拳こぶしは砲ほう丸がんのように重く硬かたいんだ。これが俺にめり込んだぜ。不ふ条じよう理りにもほどがある！

　拳を固めた桜子が近づき、振ふりかぶり──




　ぽす




　目を閉じて歯を食いしばっていた俺は、みぞおちに来た軽い衝しよう撃げきにうっすらと目を開けた。

　見れば桜子の拳が俺のみぞおちに当たっている。

「……へ？」

　抉えぐり込むように放たれた拳は、俺のみぞおちにクリーンヒットしている。なのにちっとも痛いたくない。血ち反へ吐どをはきながら、地べたに這はいつくばることもない。腸ちよう捻ねん転てんを起こしそうなほどの衝撃が来ない。

　仰ぎよう天てんしすぎて言葉もない俺を無む視しし、桜子は何度も拳を叩たたき込んでくる。




　ぽす

　ぽすぽす




　わなわなと震ふるえる俺は桜子の両肩を摑つかむ。今度は桜子の方がびっくりして、大きな目をまん丸に見開いた。

「どうした!?　あまりにも腑ふ抜ぬけすぎて筋きん繊せん維いが衰すい弱じやくしちゃったのか!?　それとも何か心の病やまいに発はつ展てんしちゃったのか!?　畜ちく生しよう！　俺がもっと事じ態たいを深しん刻こくに受け止めていれば！」

　どちらにしても非常事態だ。あの桜子から繰くり出だされた一撃が、これっぽっちも痛くない。悶もん絶ぜつしない。ありえない。これこそ、夢ゆめじゃないかって疑うたがいたくなる。

「あんたねぇ、何言ってるのよ！」

　ぽす。

　脇わき腹ばらに叩たたき込まれた一いち撃げきも弱々しかった。これはいよいよ、本格的に危き険けんな状じよう態たいなのかもしれない。

「病院に行こう！　なっ！」

「はぁ!?　あたしは至いたって健けん康こうよ」

「んなわけ、あるかーっ！」

　あまりの剣けん幕まくに桜さくら子こはびくっと震ふるえ、マジマジと見つめ返してくる。圧あつ倒とうされている桜子に向かって、俺おれは一言一言噛かみしめるよう言い聞かせてやった。

「いいかよーく聞け。お前の一撃は他ほかの誰だれでもない、俺が一番知ってるんだ。骨が砕くだけそうなみしみしという感かん触しよく。衝しよう撃げきで肉がぶるっと震える一いつ瞬しゆん。命中した瞬間、衝撃が脳のうまで駆かけ上あがってくる感覚──」

　しくしく、こんなの詳しよう細さいに語りたくねぇ。でも語れちゃうほど身体からだになじんでるのも事実。

「ほら……その、……あれよ。あの……この前さ、あんた言ったじゃん。あたしのはツッコミじゃないって。あ、頭撫なでながらそのうち直せって、言ったじゃん。だから……あれなのよ。こ、こんなのがツッコミってんでしょ？」

　頬ほおだけじゃなくて、耳まで真まっ赤かにしながらもにょもにょと説明する。視し線せんをあちこち彷徨さまよわせ、指もくにくにと所在なげに屈くつ伸しんさせている。時折、俺を窺うかがうように上うわ目め遣づかいで見てくるが、顔を見た途と端たんにさっとそらしてしまう。

　うわっ、何この可愛かわいい生き物。ツッコミに慣なれてないからって、初うい々ういしすぎる。

　つーか待て。微び妙みように違う。大体合ってるけど、微妙に美化されてるぞ。

　しかしこんな素す直なおな桜子を見せられたら、さすがの俺も鼓こ動どうが速くなる。にしても、こいつって彼氏の影えい響きようとか、もの凄すごい受けそうだな。……頼むから変な奴やつに引っかからないでくれよ。間接的に俺が酷ひどい目に遭あうんだからさ。

　あ、れ？　舞まいさん、その目はなんでしょうか。生なま温あたたかいというか、ねっとりというか、笑顔の裏うらに隠かくされた真しん意いが隠し切れていないというか。殺す前に贈おくり物ものをするというイタリアンマフィア的な何かを微ほほ笑えみから感じるんですけど。

　舞さんだけじゃない。朝あさ倉くらさんまでジッと俺を見ている。

　眼鏡めがねのつるを押し上げ、これまた含みのある視線を送ってくる。無表情だから朝倉さんの真意は読めないのだけど、プレッシャーだけはやたらと感じるんだが……。べ、別に朝倉さんが危き惧ぐしなくても、桜子の一番の友達が朝倉さんなのは揺ゆるがないぞ。




　　　　＊




「それで何の用なわけ？」

　椅い子すに座り直した桜さくら子こは、頬ほお杖づえをついてやる気がなさそうに訊きいた。顔はそっぽを向いて、目だけで舞まいさんを見る姿し勢せいは完全に舐なめきっている。

　それでも舞さんは気にせず「伝説の木なのですけどね」と、話を切り出した。

　途と端たん、桜子の態度が一変する。

　机に身を乗り出し「あいつがどうかした!?」と鼻息荒く食いついてきた。

「この間、伝説の木にお供そなえ物ものをしてる人がいたのですよ。お供え物がおまんじゅうというのは、何というか微ほほ笑えましい話ですね」

「なーんだ」

　力が抜ぬけて、椅子に勢いきおいよくもたれかかる。

「それならあたしだって見たわよ。あたしが見たときは水をあげてるところだったわね。初等部の生徒がジョウロを持って行くのよ。初等部のガキが小こ生なま意い気きに色気づいて……！」

　小生意気に……ておい、お前の好こう感かん度どだだ下がりだぞ。小学生に嫉しつ妬とするな。

　桜子の目もく撃げき談だんに続いて朝あさ倉くらさんも「私の場合はしめ縄なわを巻まいているところでしたね」と付け加えた。

　ん？　しめ縄？　方向性が微び妙みように変わっているような……いや、間違ってはいないのか？　……神様と植物がブレンドされて、奇き妙みようなことになってるけど。

　かくいう俺おれも様子を見に行ってるんだよな。

「俺は肥ひ料りようをまいているところだったな。肥料って根っこの先にあげるんだけど、真っ白な肥料が円形にまかれててさ。おまけにアンプル型の液えき体たい肥料も無数に刺ささってるもんだから、何かの儀ぎ式しきに思えるぜ」

　一度見てみりゃわかる。異様な光景だ。

　地面から芝しばではなく、緑色のアンプル型液体肥料が生える図。近づきたくない。

　つーか、それなりの数の生徒たちが伝説の木に復ふつ活かつして欲しいと思ってんだな。意外……てわけでもないけど、こうして復活を望のぞむ人たちを知ると悪わるいことをしたかなとも思う。

　けどそのうちにみんなも諦あきらめるだろう。

　なーに、木がなくたって恋れん愛あいはできるさ。

　桜子だって時間が経たてば、別の生き甲が斐いを見つけて突つっ走ぱしるはずだ。……はずだ。

「ちょっと様子を見に行って見るか？」

「…………あんたがどーしても！　って言うならいいけど」

　はいはい。どうしてもだよ。

「あたしは伝説の木が力を失って清せい々せいしてるんだから。はた迷めい惑わくな奴やつがはた迷惑な力を行使しなくなってはた迷惑なリア充どもが駆く逐ちくされて、ほんっっっっっとうに清々してるんだから」

　はいはい。そうだな。お前が腑ふ抜ぬけてるときの顔を見せてやりたいよ。それでも同じ台詞せりふが言えたなら褒ほめてやる。

「あらあら、桜さくら子こさんは変わらず素す直なおではありませんね」

「誰だれが素直じゃないって」

　微ほほ笑えんで誤ご魔ま化かす舞まいさんは、率そつ先せんして席を立つ。それを追って桜子が。残された俺おれと朝あさ倉くらさんは顔を見合わせ「桜子が元気になるといいな」と笑いかけた。

「そうですね。でも桜子さんは、すぐに新しい目もく標ひようを見つけると思います。ああいう人ですから、立ち止まってしまうとどっちに走り出していいか迷ってしまいますけれど」

　信しん頼らいしてるんだな。そんでもって、その意見には同感だ。ま、端はたから見てるとじれったく思うんだよ。つい世話を焼きたくなる。




　俺たちが揃そろって伝説の木に着くと、桜子が真っ先に「はんっ」と鼻を鳴らした。

　前回のフェーデで俺が葉っぱを散らしてしまったので、五月だというのに木は丸まる裸はだかだ。みんなが肥ひ料りようやらお供そなえ物ものやらをあげたくなるのも頷うなずけた。葉っぱがない木は物もの寂さびしさと異い様ようさが際きわだつ。特に周囲の木々が青々と葉を茂しげらせている分、ギャップがすごいことになっていた。

　やんちゃしていた不良学生が、ある日突とつ然ぜん、丸まる坊ぼう主ずにして登校してくる。

　そんなインパクトが今の伝説の木にはあった。

「……だからってこれはないだろ」

　誰だれだよ、育いく毛もう剤ざいを置いていった奴やつは。別にこいつは禿はげたわけじゃねーぞ。

　他ほかにもワンカップやらまでお供えされていて、完全に間違えた方向に向かっている。ここにお供えする奴って、一応復ふつ活かつを望のぞんでるんだよ、な？

　桜子はうへぇと顔をしかめて、辺りを見回している。

　一方で舞さんはいつの間に用意したのか、花を供えている。

　その行こう為いを見とがめた桜子が噛かみつき、ぎゃあぎゃあとやり合い始めた。この二人ふたりは仲がいいのか悪いのか。

　やれやれだ。

「こういうのって復ふつ刊かんドットコムみたいに、何人が復活を望んでいるから復活します──なんてなんのか？」

　中学生の頃ころ、友達が色んな奴に投とう票ひようを頼んでいたんだ。絶ぜつ版ぱんした本を復刊させたいから、布教活動をしていたんだけど、結局は復刊まで至らなかったらしい。でも面白いシステムとは思ったもんだ。

「さぁ、それこそ神のみぞ知るって奴じゃない？」

「人の想おもいが集まって復活するのは素す敵てきなお話ですね。ドキュメンタリー番組が作れそうです」

「はっ、素敵なもんですか。あたしはこんだけ他た力りき本ほん願がんな連中がいるって、がっかりしてるところだわ」

「いいじゃないですか。微ほほ笑えましいと思いませんか？」

「ぜんっぜん！」

　腕うで組ぐみをして力一杯否定する。

　あまりの力強さに舞まいさんも頬ほおに手を当てて、困ったように苦笑した。

　興こう奮ふんした桜さくら子こはくるりと俺おれたちに背を向け、伝説の木を見上げるとびしぃ！　と指を突きつける。

「いーい！　あんたが何度復ふつ活かつしようとも、好きにはさせないから！　あたしが何度でもへし折ってやるわ」

「お前、痛いたい子になってるぞ」

「うっさい！　決意表明よ決意表明！」

　その決意表明は、いわゆるツンデレか？　復活を待ち望のぞんでいるようにしか聞こえんのだが。

　どうやら舞さんも俺と同じことを思ったらしい。子供を見守るお母さんみたいな顔で桜子を見ていた。

　伝説の木が復活ねぇ……。当分はいいかな。俺としちゃ、結けつ構こう大変な目に遭あったし、もう少しのんびり過ごしたい。

　ただ、そうなると桜子の燃もえ尽つき症しよう候こう群ぐんが続くわけか。

　早く桜子も新しい目もく標ひようを見つけてくれりゃあいいのに。

　昼休み終了のチャイムを聞きながら、深々とため息をつく俺だった。




　　　　＊　＊　＊




　雲一つない群ぐん青じよう色いろの空にまん丸の月が浮かぶ。

　昼間ならば学園中に広がる生徒たちの喧けん噪そうも、今は聞こえない。冷え切った骸むくろのような学園にあって、伝説の木だけが静かに脈みやく動どうしていた。

　地上に降ふり注そそぐ月光を浴び、静せい寂じやくを抱く伝説の木。

　そんな木の周囲に置かれたお供そなえ物もの、肥ひ料りようといったものから、青白く光る小さな珠たまがゆっくりと昇のぼっていく。

　ふわりふわりと宙を漂ただよう光の珠は、木の枝にふれるとそこにくっつき、ほんのわずかに留とどまったかと思えば、輝かがやきを失って消えてしまう。

　いくつもの光の珠が立ちのぼっては、木の枝にふれて消えていく。生まれては儚はかなく消えていく様さまは、淡あわ雪ゆきがアスファルトに降り注ぐ光景を彷ほう彿ふつとさせた。

　やがて変化が訪おとずれる。

　初めはすぐに消えてしまった光の珠だが、輝きを失う前に次の珠がやってきて再び輝き出す。お供え物や肥料などから立ちのぼる光の珠は数を増やし、次第に木全体が光の珠に覆おおわれていった。

　直なお樹きら覚かく醒せい者しやが端はたから見たならば、光の珠たまをびっしりと纏まとった木は、葉が散ちる前の姿に酷こく似じしていると気づいただろう。

　変化は小さく、しかし確実に起きている。

　薄うす闇やみの中にそそりたつ伝説の木は、それこそ鋼こう鉄てつ製せいであるかのような冷たさを感じさせたが、光の珠のおかげで少しずつ生物としての生気を取り戻しつつあった。
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　翌日。昼休みに突入するや否いなや、桜さくら子こが教室に飛び込んでくる。

　桜子は俺おれのネクタイをぐいっと引っ張りながら、「葉っぱが生えた！」と顔を寄せてきた。クラスの女子は「きゃー」と野や次じ馬うま根こん性じよう丸出しの歓かん声せいを上げ、男子はチッと舌打ちした。羨うらやましいか？　よーし、代わってやるから今すぐネクタイを摑つかまれてみろ。

「落ち着け、何の葉っぱが生えたって？」

「伝説の木に決まってるでしょ！」

　……マジ？

　顔が引きつっていくのを自分でも感じる。え？　なんで？　復ふつ活かつってこと？

「さっき聞いたんだけど、朝から葉っぱが茂しげった状じよう態たいになってたみたい。くっ、あいつめぇ、あたしの知らないところで勝手なことを」

「いや、お前にお伺うかがいする理由がわからん」

「これでまたフェーデなんかも始まるんだわ。蜜みつに群むらがる蟻ありのように、リア充どもがわらわらと木に群がるのね。あー嫌いやだ嫌だ」

「……そうだな」

　ぷりぷり怒りながら口元を綻ほころばせるなんて、器用なことができるもんだ。

　なんてことを考えていたら、窓から差し込んでいた日光がすぅっと引っ込み、空が急に曇くもってきた。さっきまでいい天気だったのに、一雨降ふってきそうな雰ふん囲い気きだ。生なま温あたたかく湿しめった風がぬるりと肌を撫なでていき、静かだった草木をざわつかせる。

「天気雨でも来そうだな。置おき傘がさしておきゃよかった」

「気味が悪い天気ね。さっきまで晴れてたのに」

　ネクタイを放した桜子は窓まど際ぎわに近づいて空を見上げる。俺もその隣となりに並び、手を伸ばしてみた。雨はまだ降ってないみたいだ。

　屋外で昼食を取ろうとしていたクラスメイトも、天気が怪あやしくなってきたことを受けて、今日は学食にでも……なんて話をしている。

　やがて、ごろごろと嫌いやな音が聞こえてくる。うわっ、すっごい鳥肌が立ったぞ。俺、この音が結けつ構こうトラウマになってるかも……。伝説の木と戦ったとき、雷かみなりを落とされたからなぁ。

　あのときは無む我が夢む中ちゆうだったけど、冷れい静せいになってみれば恐おそろしい体たい験けんだよな。

　ぶるっと身み震ぶるいしたときだった。




　からーん……ころーん……




　覚かく醒せい者しやにのみ聞こえる澄すんだ鐘かねの音が頭の中に響ひびき、ぎくりと動きを止める。突とつ然ぜんの異音に驚おどろいただけではない。鼓こ動どうは早はや鐘がねを打ち、頭の中が真っ白になった。

　周囲の喧けん噪そうは変わらず、俺おれと桜さくら子こだけが身体からだを強こわばらせている。

　かつてない緊きん張ちよう感かんをはらんだ空気が俺と桜子の周囲に漂ただよう。俺の背中を滲にじんだ玉の汗が滑すべり落ちていった。

　これ……は、まさか!?

　連れん想そうするのは伝説の木。フェーデ開始を告げる鐘の音だ。

　その音が響くと同時に曇どん天てんが晴れていく。中央にぽっかり穴あなが開き、そこから晴れ間が広がっていく様さまは、何かが空から降こう臨りんしたかのようだった。

　鐘の音が鳴り止やんでも、桜子は何も言わない。残った余よ韻いんが足を縫ぬい止める。

「今の……」

　喉のどがからからで、出てきた呟つぶやきもかすれていた。

　だが俺の声をきっかけに桜子が猛もう然ぜんと駆かけ出だす。

　桜子に続き、俺も慌あわてて追いかけた。

　伝説の木がフェーデ開始の鐘を鳴らす。

　それが何を意味するか──《アニマ》を持つ覚醒者ならば、誰だれもが知っている。

　脳のう裏りに満開の桜を思い描えがく俺は、走りながらも口の端が少しずつ上がっていくのを感じていた。胸の奥からわき上がる高こう揚よう感かんに突き動かされ、伝説の木へ向かう。

　何かがまた始まろうとしていた。




「桜子さん！　直なお樹きくん！」

　伝説の木がある雑木林にさしかかると、後ろから声がかけられた。

　振ふり返ると髪かみを振り乱した舞まいさんが走ってくるところだった。桜子は一いち瞥べつしただけで走る速度を落とさない。ぐいぐいと先んじていく。

　仕方なく俺が速度を落とし、舞さんと併へい走そうする。

「直樹くんたちもやっぱり聞こえたんですね」

「これってフェーデなのか!?　伝説の木が復ふつ活かつしたってこと!?」

　息を切らせながら問いかけると「わかりません。でも行けばわかることです」そう言って速度を上げた。

　雑木林を抜ぬけて伝説の木を見た瞬しゆん間かん、俺おれと舞まいさんは衝しよう撃げきを受けて歩みが遅くなった。よろよろとふらつきながら二、三歩進んだところで、ついには立ち止まる。

　丸まる裸はだかだった伝説の木は完全復ふつ活かつを遂とげていた。

　青々とした若葉と淡あわい輝かがやきを放つピンク色の花びら。満開に咲き誇ほこる巨大な木は、俺の苦労を嘲あざ笑わらうかのように元の姿を取り戻している。

　人の想おもいを花びらに乗せる伝説の木は、多くの想いを受け取り、新たに復活したということなのだろうか。

「ふっ……ふふふふふっ」

　先に到とう着ちやくしていた桜さくら子この口から、突とつ如じよ不気味な笑いが漏もれる。

　だ、大丈夫かこいつ。……ヤバい人になっちまってるぞ。

　異様な桜子にドン引きしていると、木の下にいるカップルに目が行く。次の瞬間には「えぇー」と気の抜けた声が出ていた。

　カップルの片割れは──

「黒くろ木き先生……何してんだあの人……」

　カップルの片割れは黒木睦むつ美み、国語教師二十九歳。今日きようはポンチョニットにデニムのショートパンツ。足下はパンプスだ。あ、もちろん生なま足あしじゃない。この歳としで生足なんてさらせるもんですか！　と言わんばかりに薄うす手での黒ストッキングを穿はいている。

　相も変わらず無む駄だに気合いが入ってるな。似合ってはいるけど、ツッコミを入れたくなるファッションだぜ。あなた、教師ですよと。

　ひょっとして先日のマイナス点を取り返そうと、頑がん張ばっているのかもしれない。

　黒木先生は先日行われた俺と桜子、俺と舞さん、俺と朝あさ倉くらさんという三つどもえフェーデにおいて、最さい悪あくの被ひ害がいを受けた人物だ。おそらく当事者以上のダメージを負った。

　射い抜ぬかれた二人ふたりが、お互いを好きになったり嫌きらいになったりする《天使の矢キユーピツド・アロー》。

　これを二本とも受けた黒木先生は、周囲をドン引きさせるほどの自分大好き人間になっちまった。

　おかげで職しよく場ば結けつ婚こんは絶ぜつ望ぼう視しされている。犯人は俺の横で不気味に笑ってるポニーテールだ。黒木先生は新月の晩に闇やみ討うちしてもいいと思う。……返り討ちに遭あうだろうけど。

　そんな幸さち薄うすい黒木先生の対面に突つっ立たっているのは男子生徒だった。高等部の制服を着ている。職場が学校だと職場結婚にこんな特とく殊しゆ事じ例れいがあったな。すっかり見落としてた。

　頭や性格まではわからないが、髪かみも染そめていないし純じゆん朴ぼくそうな感じがするから、意外と掘ほり出だし物ものなのではないだろうか。

　だが言わねばなるまい。

　少年よ、待つのだ。その女性には色々と難なんがあるぞ、と。

　……と思ったけど、むしろ注意は男子生徒じゃなくて黒くろ木き先生にすべきかもしれない。黒木先生のことだから、年上の見栄を張って彼氏に貢みつぎまくりそうだもんな。完全に告白されたアドバンテージを失いそうじゃないか。

『いいのよ。ここは先生が払うから』

『先生……。ボク……学校を出たら教師と生徒の関係は嫌いやだよ。睦むつ美みさんって呼びたいな』

『そ、そそそそ、そうねっ。睦美ったらうっかりさん！　ところで○○くん、欲しいものない？　お腹なか減へってない？　何でも言ってね！　私の方がお姉さんなんだから！』

　……完全にカモられとるがな……。

　俺おれの想そう像ぞうの中に出演した黒木先生は、大変可哀かわい想そうな目に遭あっていた。

　しかも黒木先生が自分の年ねん齢れいにコンプレックスを持ってるから、余計に酷ひどい有あり様さまだよ……。

　ともあれフェーデ開始に戸と惑まどう黒木先生は伝説の木と男子生徒を交こう互ごに見やり、続いて自分と男子生徒を交互に指さしている。え……今、私、告白された？　なんて動どう揺ようが手に取るようにわかる。

　一方で告白したであろう男子生徒はフェーデ開始などまったくわからず、しきりに頭を掻かいたり、視線をさまよわせたりと挙きよ動どう不ふ審しんだ。

　にしても──

「復ふつ活かつするの早くね？」

　あれだけ苦労してぼろぼろになったんだぞ？　最低一年ぐらいは復活しないと思ってた。そうでなくとも半年ぐらいは平へい穏おんな日々が過ごせると思ってた。それがどうよ。一週間ちょっとしか経たってないじゃんか。

　きっとこう……イベントアイテム的な何かでトドメを刺さないと復活するって仕組みなんだな。昔やったゲームでも、そんな戦せん闘とうがあった。

「やれやれ、お前の言うとおりだったな桜──」

　あの程度で終わりじゃない。なんて言葉を思い出しながら声をかける。途と端たん、ぎょっと目を見開いて後ずさる。

「なっ!?」

　振ふり向むいた先、俺の視界いっぱいに広がる肌色。もちもち肌の幼おさない天使たちがわらわらと湧わいている。

　十数人はいるであろうそいつらは、当たると憎にくしみを抱いだく矢をつがえて弓を引き絞しぼっていた。

　ぽかーんとしている俺をよそに、天使たちの矢は黒木先生たちへ射られた。
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　十数本という矢が降ふり注そそぐ光景は、なんというか──圧あつ巻かんだ。しかも一射だけじゃない。桜さくら子こは「ふははははーっ」と景気よく笑いながら、雨あられと矢を放ち続けている。

　不意を突かれた黒木先生はおろか、何も知らない男子生徒もハリネズミに早変わりだ。見た目、もの凄すごくグロい。一本一本は大した衝しよう撃げきはないんだろうけど、これはさすがに気の毒だ。

　何にしても──

「桜さくら子この完全復ふつ活かつ、だな」

　ふーっ、ふーっ、と獣けものじみた呼こ気きを漏もらす桜子の横顔は紅こう潮ちようしている。だがあれだけの天使を一度に顕けん現げんさせたのに、ちっとも疲つかれたようには見えない。むしろ興こう奮ふんで目が輝かがやき、精せい力りよく的てきな顔つきになっていた。

　さらば、穏おだやかなる日々よ。

　ま、こっちの方が桜子らしいっちゃらしいよな。おとなしい桜子なんてつまらねーし。

　俺おれの視線に気づいてはっと我に返った桜子は、慌あわてて弁べん明めいする。

「な、何よ。あたしはね、そのっ、別に復活したのが嬉うれしいわけじゃないの！　このむかつく木を、また相手にしなくちゃいけないのが嫌いやで──だから全力で矢を撃うち込んだだけなんだからっ！」

「あー、はいはい、そうだねー」

「こ、このバカ直なお樹き！　全然、あたしの言うこと信じてないでしょ！　伝説の木が復活したら、どうなることか！　木が力を失って清せい々せいしてたんだから！　あーもう、最さい悪あくね、ホント。なんで復活したのかしら、一生力を失っておけばよかったのに」

　ぷりぷりする桜子のあまりの大だい根こん役やく者しやっぷりに、俺はもう生なま温あたたかい目で見守るしかできん。嘘うそがわかりやすすぎて、どうツッコむか困る有あり様さまだ。あんだけ無気力だった奴やつが、活いき活きしすぎだっての。

　桜さくら子こ復ふつ活かつ劇げきに苦笑していると、ドスの利きいた声が響ひびき渡わたる。

「どりゃああああああああっっっっ！」

「ぬぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅんんんん！」

　黒くろ木き先生と男子生徒が指と指を絡からませて組み合う。互いに相手を押さえつけようと渾こん身しんの力を振ふり絞しぼる姿。これって……実じつ況きようと解かい説せつがついたら、まんまプロレスじゃね？

　両者はもの凄すごい形ぎよう相そうで組み合いながら、聞くに堪たえない罵ば詈り雑ぞう言ごんを並べ立てる。

「○○で○○な××野や郎ろうが私に告白ですって？　笑わせるわね。今年一番の傑けつ作さくだわ」

「何言ってやがる。三み十そ路じになっても男あさりしてる売れ残りに言われたくねえよ。この腐くされ○○が」

「三十路じゃないですぅー。まだ二十九ですぅー。高校生にもなって数も数えられないの？　はぁ～バカすぎでしょ。いくらなんでもそのバカさはないわぁ～」

「完かん璧ぺき詰つんでる女のくせに何言ってるんだか！　ないわぁ～、二十九と三十に違いなんて存在しないっての！　このババア！　もう肌に潤うるおいのない干ひ物ものなんだよ！」

「なんですって！　あんたなんか──」

「馬ば鹿か言ってんじゃねぇ！　そっちこそ──」

　ひ、ひでぇ……。

　いきなりアクセルが壊こわれた状じよう況きようでの罵ののしりあいは、聞くに堪えない単語がこれでもかと飛び交う。弾だん丸がんならぬ肥こえだめを投げつけあってるようなもんだ。

　いかん、聞いているだけであきれ顔になってくる。

　ちらっと他ほかのメンツを盗ぬすみ見たら、桜子は下ネタに真まっ赤かになって「うわー、うわー」と呟つぶやき、舞まいさんは子供の喧けん嘩かを眺ながめる母親のようで、頬ほおに手を当てながら「紳しん士し淑しゆく女じよへの道は遠いですねえ」などと嘆たん息そくしている。

「争いは同じレベルの者同士でしか発生しません」

「うおっ、朝あさ倉くらさんいつの間に!?」

　気づかぬ間に合流した朝倉さんは、クロスワードを解きながらしれっと毒を吐はく。それってさ、桜子と舞さんにも当てはまるんじゃね？

　俺おれが意外な真実に気づいてげんなりしていると、舞さんから声がかけられた。

「終わったみたいですよ」

　その声で黒木先生たちを見やる。拳こぶしを突き出している二人ふたりは交こう錯さくするようにゆっくりと倒れ、そのままぴくりとも動かない。

　……ダブルノックダウン？

　やれやれとため息をつき、黒木先生たちのところに歩み寄る。するとそこで男子生徒の一団もやってきた。どうやら告白した男子生徒のお仲間らしい。隠かくれて見物でもしていたのか。

　お互い、「あ、どうも」てな感じで軽く会え釈しやくする。

　俺おれは黒くろ木き先生を背負い、男子生徒は連中が背負ってお持ち帰りである。

　先生、意外と軽いな。一応女の子ってことか？　それに……まあ、先生は大人おとなの女性なわけで──背中に当たる感かん触しよくといい、なんとも言えない気分になる。おい俺、これは黒木先生なんだぞ。あの！　黒木先生なんだぞ！

「直なお樹きくん、手伝いましょうか？」

「ああ、いえいえいえいえ！　大丈夫です！　俺はまだ人生を間ま違ちがえてませんから！」

「はぁ……？」

　小首を傾かしげる舞まいさんに、俺は愛あい想そ笑わらいで誤ご魔ま化かす。黒木先生に女を感じてしまった、なんて口が裂さけても言えない。

「……なに二人ふたりで見つめ合っちゃってんの」

　ぶすっとした声が俺と舞さんの間に割り込んでくる。

「二人して通じ合ったような感じで、キモい。つーか舞も、うちの部員に手を出さないでくれる？　あんたはアポロン。こいつはアルテミスなんだから」

「あら、でも直樹くんが今後もアルテミスを続けるかはわかりませんよ？　心変わりがあるかもしれません」

　ばちばちと火花が散る中、俺は朝あさ倉くらさんの隣となりに並び、「時間があるときでいいから、《分岐出力帳フラグ・プロツター》で黒木先生たちのフラグを見てくれないか」と頼む。

　ちらっと俺を見上げた朝倉さんは眼鏡めがねのつるを押し上げ、「わかりました」と短く了りよう承しようする。




　からーん。ころーん。




「え……!?」

　再び聞こえてきたフェーデの鐘かね。聞き間違いじゃないかと桜さくら子こや舞さんと視し線せんを交わす。が、聞き間違いじゃないようだ。あの朝倉さんでさえ、クロスワードから目を離はなして驚おどろきをあらわにしている。

　嫌いやな予感に背中を押されつつ来た道を引き返す。

　伝説の木は輝かがやきを増していた。そして木の下には高等部のカップルが向き合っている。告白されたであろう男子はかなり余よ裕ゆうがある様子で、告白した女子は地面を見てモジモジしていた。あの男子、全然慌あわてないのな。告白されるなんて慣なれっこなのか？　……爆ばく発はつすればいいのに。

　三十メートルほどの距きよ離りを置いて、カップルを見つめる俺ら。完全に二人っきりの世界ができあがっている。なんつーか、近寄れない幸せオーラが見えそうだ。

　にしてもたった十五分かそこらで、第二のカップルが出現するなんて誰だれが考える。

「ふふふふっ、いい根性してるじゃない。あたしの前で二度もフェーデを起こすなんて」

　この流れはいやーんな感じがしますよ。そろっと逃げだそうとしたら、がっしと摑つかまれる。捕ほ食しよく者しやと餌えさの関係ってこんな感じか？

「直なお樹き！」

「お、おう！」

　桜さくら子こはネクタイを引っ張り、ぐいっと顔を寄せてくる。近い。近いって！

「あんたもう一回、あのバカな木に教えてやりなさい。調子乗ってんじゃねーぞって」

　びしぃ！　人差し指を伝説の木に突きつける。

　おいおい、それでフェーデがなくなったら腑ふ抜ぬけの桜子に戻るんだろ？　自分で自分の首を絞しめてるって気づいてるのかね、こいつは。

　だいたいだ──

「俺おれの《アニマ》はコントロールが利きかないって忘れてるだろ。それにあんなこと二度もやれるか。命がいくらあっても足りねえ」

　雷かみなりが至し近きん距きよ離りに落ちてくるとか、シャレにならねーから。世界びっくりニュースとかで取り上げられてもいいぐらいだ。

「ふん、根性な」

「あれはお前らのためだからやったんだ。じゃなきゃ……」

　あ？　なんか今、口を思いっきり滑すべらせてしまったような。言わなくていいことを口走ったような……。

　ちらりと横目で様子を窺うかがう。

「──性なしじゃ、ない……かも」

「………………たまにこういうところを見せられると、きゅんきゅんしちゃいます。本当に天然ジゴロさんですね」

　ぎゃああああああああああああああああああ!!

　桜子は握にぎった拳こぶしをぐっぱぐっぱと開閉しながら唇くちびるを尖とがらせ、舞まいさんはにっこにっこと微ほほ笑えみながら赤くなった頬ほおに手を当てている。素す直なおに照れている女の子って可愛かわいい……じゃなくて！　うおおおおっ、恥はずかしすぎるだろ！　何言っちゃってんの俺!?

「さすが純じゆん粋すい培ばい養ようされた中ちゆう二に病びよう患かん者じや。ひと味違ちがいますね。桜子と舞さんのためだから命を懸かけたんだ。キリッ。こうですか？」

「いやぁぁぁぁぁぁぁ！　もう言わないでぇぇぇぇぇぇぇ!!」

　頭を抱かかえてその場にしゃがみ込む。

　いかん、これはいかん。高校を卒業してもずっと言われるパターンだ。

「そんなことよりフェーデだろ！　ほら桜子、フェーデだよ～。お前の好きな、な、な、な！」

　必死になって話題を変えようとするけど、桜子の奴やつ、反応が鈍にぶい。思い出したように、にへらって気持ち悪い笑みを浮うかべてんじゃないよ！

「ほらほらっ、カップルが行っちゃうぞぉ～」

　指を差した先には初等部の男女が──て、オイィィィィィィ！　さっきまで高等部のカップルだったじゃねーか!?




　からーん、ころーん。




「ぬあっ!?」

　三度目の鐘かね。初等部のカップルは二人ふたりとも俯うつむいているけど、あれは告白した側もされた側も恥はずかしくて目が合わせられないだけだろう。やんちゃっぽい雰ふん囲い気きの男子は挙きよ動どう不ふ審しんで、告白したであろう可愛かわいらしい女子はジッと地面を見つめている。

　つーか何なんだ!?

　どんだけフェーデが続けば気が済むんだよ。節せつ操そうがねえぞ。

　あー、はいはい、青春を謳おう歌かしている人たちが多くて羨うらやましい限りですねー。




　　　　＊




　三回連続でフェーデが起きたのだから、四度目も──なんて気持ちで見守っていたが、幸いなことにこれ以上のカップルはやってこなかった。それでも三組（うち一組は微び妙みようだが）ものカップルが伝説の木を使うのだから、すごいことだ。

　おかしいな。学園生活は青春に満ち満ちているはずなのに、俺おれの手に届くところには存在しないんだが……。

　ぞろぞろと連れだって校舎に戻もどる道すがら、黒くろ木き先生を背負う俺の前では桜さくら子こと舞まいさんがやいのやいのとフェーデについて口くち喧げん嘩かし、俺の後ろでは朝あさ倉くらさんが黙もく々もくとついてくる。

　こういうグループでわいわいするのって、いいな。部活帰りの連中を見かけるけど、あいつらは楽しそうにしている。俺らも端はたから見れば、そういうグループに見えるんだろうか。

　何にせよ。再びフェーデのある生活が戻もどってきた。桜子復ふく調ちよう絶ぜつ好こう調ちようだな。今後が怖こわいけれど、腑ふ抜ぬけの桜子を見ずに済むのだから、これはこれでいいか。

　ずり落ちそうになる黒木先生を背負い直すと、桜子と舞さんが止まった。

　ん？　と思って前を見れば、二人ふたりの女の子がいた。

　一人ひとりは高等部の制服を着た二年生だ。茶ちや髪ぱつのショートで背が高くスレンダーなため、水泳でもやっていそうな気がする。つーかスカート丈短ッ！　足、長ッ！

　彼女は広げた番ばん傘がさを肩にかけ、楽しそうにくるくると回転させている。その番傘というのがまた珍ちん妙みようで、大きな目と尖とがった耳、それにヒゲと尻尾しつぽがついている。どうにも不格好だが、キツネのようだ。

　くるるっと番ばん傘がさを回していると、傘についた目が渦うずを巻いて×になった。おまけにぐったりと耳が垂たれてしまう。本当に生きているような番傘である。

　もう一人ひとりはなんと外人さんだ。

　桜さくら子こと同じくらいの背で髪かみは金きん髪ぱつ。大きなリボンが特とく徴ちよう的てきだ。ふわふわの長い髪は黄金色に輝かがやいていて、日本人離ばなれした白い肌はだと相まってお姫様みたいに見える。

　しかも初等部の制服は中等部や高等部のものとは、かなりデザインが異なる。黒を基調としたゴシックドレスで、この子のためにあつらえたんじゃないかって思うくらい似合っていた。

　この子は花はな嫁よめさんが身につけるマリアヴェールをかぶっている。

　ヴェールの縁ふちは細かい刺し繍しゆうが施ほどこされ、刺繍にからみつくようにツルが生えていた。所々でベルの形をしたオレンジ色の花を咲かせているが、あれは何の花なんだろう。俺おれは見たことがない。そして何より、縁の部分は物質なのだが、それ以外の部分はオーロラになっている。
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「ぁ……」

　初等部の子は俺たち──というか、俺を見てぺこりとお辞じ儀ぎをしてくる。

　この子には見覚えがあった。桜子と会ったばかりの頃ころ、赤あか城ぎさんと牧まき口ぐちさんによる女の子同士のカップルを巡めぐるフェーデのときだ。黒くろ木き先生と戦っていた桜子と別行動し、二人ふたりを追いかけた俺は時計台脇わきの花か壇だんでこの子に会った。

　名前は確か──小こ鹿じかアイネ。

　まさかこの子が覚かく醒せい者しやだったとはな。

　高等部の人の番ばん傘がさといい、アイネのヴェールといい、これって《アニマ》だろ？

　マジマジと見ていると、アイネは頬ほおを赤らめて視し線せんをそらしてしまう。またしばらくするとちらっとこちらを窺うかがい、まだ俺おれたちが見ているのに気づくと顔を伏ふせてしまった。

「あの子……ガイアの代表？　ガイアも伝説の木を視し察さつに？」

　ひとりごちる桜さくら子こにこっそりと声をかける。

「なあガイアってなんだ？　ニュアンス的には、アルテミスやアポロンなんかと同じ組そ織しき名めいなんだろうけどさ」

「伝説の木を神しん木ぼくと崇あがめる自じ治ち組織よ。木の力や《アニマ》を悪用しないよう取り締しまる、覚醒者による風ふう紀き委員ってところかしら」

　なんだよ。そんな組織があるのか。すごくいい組織じゃないか。暴ぼう走そうする奴やつがいたら、ガイアがどうにかしてくれるわけだろ。うんうん、中立を標ひよう榜ぼうする組織が全体の引き締めを行わないと、たがが外れて混こん沌とんとした学園になっちまう。《アニマ》やら伝説の木の強制力やら、特とく殊しゆな力がある以上、個々人のモラルだけでなく外的圧力も必要だよな。

　桜子もこういう世のため人のためになるような組織を作れって。

　油断なく身構える桜子は「《天使の矢キユーピツド・アロー》」と呟つぶやいて、天使を顕けん現げんさせる。ぎょっとして桜子を見るが、俺の存在はまるっと無む視しされた。

「桜子さん、いきなりけんか腰ごしにならなくてもよろしいのではありませんか？」

　舞まいさんの制止に不満そうな顔を見せたものの、「そうね、過か剰じよう反はん応のうだったわ」と一つため息をついて《アニマ》を消す。ガイアも《アニマ》を出してるから、つい反はん射しや的てきにやっちまったんだろうよ。

　アイネと番傘さんはこちらが落ち着いたのを見計らって、ゆっくりと歩み寄ってくる。

　番傘さんは余よ裕ゆうの表情だけど、アイネはずっと地面を見たままだ。この子がガイアってのの代表？　やっていけんのか？

　アイネは俺たちの前に立つと、姿し勢せいを正す。

「はっ、初めまして。ガイアの代表を務つとめさせて頂いただいている小鹿アイネです」

　すっごい声が小さくて、一いつ瞬しゆん何を言ってるのかわからなかった。ただ最後にぺこりとお辞じ儀ぎをしたので、挨あい拶さつをしてきたんだなとわかる。

「あたしは高等部二年の愛あい生おい希き代よ。この子の保ほ護ご者しやみたいなものかな。んでもってキミが伝説の木を倒たおした水みず原はらクンかー。やるじゃん」

　あ、あはは、結けつ構こう知られてるのな。俺がしでかしたこと。

「で？　第三者機き関かんであるガイアが何の用？　別にあたしらは伝説の木を悪用したり、《アニマ》を犯はん罪ざいに使ったりしてないわよ」

　あたしら、の部分を強きよう調ちようした桜子は俺の背中にいる黒くろ木き先生を見やる。

　あっ、もしかして黒くろ木き先生か！

　先生はアポロンに所しよ属ぞくしてるからな。

「ほらアイネ」

　自己紹介からずっと視し線せんをそらしていたアイネは、番ばん傘がささんに促うながされてすーはーと深しん呼こ吸きゆうする。心を落ち着けてから、ちっちゃな手をきゅっと握にぎりしめて口を開いた。

「みっ、ず原直樹さん」

「ん？　俺おれ？」

「神しん木ぼく破は壊かいの罪により、高等部一年、水みず原はら直なお樹きさんをガイアの名の下に断だん罪ざいします」

　……………………

「へ？」

　もの凄すごい間ま抜ぬけ面づらだったろうさ。

　写真に撮とられたら一生笑われるぐらいの間抜け面だ。

　いや、だってよ。きょとんとせざるを得ないだろ。

「え？　ちょっ」

「学園の風ふう紀きと規き律りつを正すため、危険分子である水原直樹さんの《アニマ》を剥はく奪だつすることをここに宣せん告こくいたします」

　か細い声で申もうし訳わけなさそうに告げられる。今にも泣きそうな顔をしているんだけど、その顔をしていいのは俺じゃね？

「はぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　叫さけんだのは俺じゃない。俺が口を開きかけたら、桜さくら子この声がかぶされた。俺は満足に驚おどろくことも許されんのか。

「こいつはどうしようもなくバカで間抜けであんぽんたんで非リア充で友達もいなくて彼女なんて以もつての外ほかで頭も悪くてどうしようもないけれど、一方的に弾だん劾がいされるいわれはないわよ！」

　あれ、俺、どっちの意味で泣いてるんだろう。桜子も仲間想おもいなのか、そうじゃないのか、わかりやすいフォローを頼む。

「あなた、は？」

「高等部一年扇おうぎ桜子。アルテミスの代表をやってるわ。この残念な男の仲間よ。これでもこいつは、あたしが率ひきいるアルテミスに所属してるわけ。好き勝手に言わないで」

　盾たてになるよう俺とアイネの間に割って入り、毅き然ぜんとした態度でアイネの宣告を突っぱねる。

「そう……ですか」

　アイネはポケットからメモ帳を取り出すと「選せん択たく肢しＡの答えが〝いいえ〟……十ページに飛ぶ。特とく殊しゆ事じ例れいを条件に加か算さん」なんて呟つぶやきながらメモ帳をめくる。なんだあれ、計画書って書いてあるけど。

　しばらくメモ帳に目を走らせていたアイネだったが、パタンとメモ帳を閉とじた。

「しかたありません。アルテミスが水みず原はらさんを放ほう逐ちくしないのであれば、連れん帯たい責せき任にんです。これよりガイアは、水原さんの《アニマ》が消失するまで、アルテミスに対して無む期き限げんに敵てき対たいすることを宣せん告こくします。またアルテミスに協力するありとあらゆる組そ織しきに対しても、同様の対応をさせて頂いただきます」

　うわっ、棒ぼう読よみにもほどがあるだろ。まんま、文章を読んだって感じだ。

　それはそうと、消失するまで？　……あー、あったな。そういう話が。五連続でフェーデに負けたら《アニマ》を失うんだっけ。

　思い返せば桜さくら子こがそのルールに思い悩なやんでいた。

　桜子の場合、《アニマ》がなくなれば舞まいさんの目を覚まさせられなくなるし、伝説の木に抗あらがう術すべを失ってしまう。それを心底嫌いやがっていた。

　俺おれの場合はどうなんだろう。

　ふと考える。一般人に戻るってことはフェーデに参加できないってことで、無気力になった桜子と同じ道を辿たどることになるんだろうか。ほんの半はん月つき前までは、覚かく醒せい者しやになっていなかったのだから、仮に《アニマ》を失ったとしても影えい響きようは大きくない。

　と、思うのだが桜子や舞さん、朝あさ倉くらさんといった面々と《アニマ》があったときと同じような付き合いは、おそらく無理だろう。俺はバイトに集中し、フェーデに関わる時間もなくなって自し然ぜん消しよう滅めつするんじゃないか。

　そう思うと《アニマ》を失うのが、少し躊躇ためらわれた。

　……そこまで入れ込んでいるつもりはないんだけどな。

　知らず知らずのうちに自分が変わっていることに気づき、なんだかむず痒がゆい。俺を変えたのは伝説の木であり、《アニマ》であり、桜子たちなのだと嫌でも気づくから。

「なあなあ朝倉さん」

　ふと気になったことがあり、こそっと朝倉さんに声をかける。

「五連続で負けたら《アニマ》が消失するとして、フェーデに参加してるかどうかはどこで判断するんだ？」

「初歩的な質問ですね。答えはフェーデ期間中に《アニマ》を顕けん現げんさせたらです。ちなみに折る側と守る側、どちらに所しよ属ぞくしているかの区別は覚醒者の行動次第です」

　俺たちのやりとりに気づかぬ桜子は、アイネの宣告に対して「はんっ」と鼻で笑った。

「上等じゃない。あたしはねぇ、どんな圧力にも屈くつしないわ。ガイア？　一組そ織しきの圧力で屈するなら、とっくの昔に伝説の木と仲良くやってるわよ。あいつの不ふ条じよう理りさに比べりゃ、あんたらなんて塵ちり芥あくたも同然ね。あたしたちの前に立ちふさがるって言うなら、アポロンもろともガイアもこてんぱんに負かしてあげるわ」

　腰こしに手を当てて豪ごう然ぜんと言い切る。

　そうだった。こいつはそういう奴やつだったな。とことん自分を貫つらぬこうとする奴だ。決して諦あきらめず、抗あらがい続ける女なんだ。

　桜さくら子この言い分を聞いたアイネは、またぺらっとメモ帳をめくり「対立ルートに移行……選せん択たく肢しＤの答えが〝いいえ〟。十四ページに飛ぶ」ぺらぺら。ぱたん。

「わかりました……残念です」

　そう言うとアイネは桜子と舞まいさんを順番に見て「本件とは関係ありませんけど、アルテミスとアポロンの両りよう組そ織しきには、自作自演フェーデに木の力を使用した件で警けい告こくがあります。あなた方の行動はマークさせて頂いただきますので、くれぐれも不ふ穏おんな行動を起こさないでください。警告を聞かないようでしたら──」

「実力行使ってわけ？　それは今、あんたらがやってるじゃない」

　桜子が先んじる。

「ガイアが実力行使に動いた理由は、水みず原はらさんが原因です。アルテミスやアポロンの組織のせいではありません。ガイアは決して無む差さ別べつに断だん罪ざいするわけではありません」

　用事は済ませたとばかりに小さくお辞じ儀ぎをするアイネは、ちらっと俺おれを見た。けれどやっぱりすぐに視線をそらし「失礼します」と囁ささやく。

　終始にやにやして口を挟はさんでこなかった番ばん傘がささんは、アイネと共に立ち去りながら「じゃね～」と番傘を持ち上げてぶんぶんと振ふってくる。

　なんだか奇き妙みようなことになったな。

　けど、一つ言っておかなくちゃいけない。

「ありがとな桜子。俺のために」

「は？　あんたのため？　あたしが？　勘かん違ちがいしないでよ」

「へ？」

「あの木を神しん木ぼく扱あつかいしてる組織よ。目が腐くさってるとしか思えないわ。ここはあたしが圧あつ倒とう的てきなまでの勝利を収め『ごめんなさい、わたしたちの考えが間ま違ちがってました桜子さま』って言わせるのが目的なの。あんたのことはおまけよ、おーまーけ！」

　鼻先に指を突きつけられ、ホールドアップしてのけぞる俺。横目で舞さんを窺うかがうと、くすくすと笑いながら「素す直なおじゃありませんね」なんて言ってくる。

「舞！　あんたも勘違いしない！」

　矛ほこ先さきを変え、ぎゃあぎゃあと悶もん着ちやくする桜子と舞さんを眺ながめ、俺はぐ～っと悲しい鳴き声を上げるお腹なかに手を当てた。

　腹はら減へったなー。色々と始まったけど、戦いくさの前に腹ごしらえだろ。
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　放課後になって、アポロンの拠きよ点てんである文芸部に俺おれ、桜さくら子こ、舞まいさん、朝あさ倉くらさんの四人が顔を揃そろえる。朝倉さんは後こう輩はいらしくお茶をいれようとしたが、お客様だからと舞さんに言われ、なんとなく気まずそうに座っているのが面白い。こういうときに平然としていられないのが朝倉さんらしいな。お茶ちや菓が子しもつけるよう催さい促そくする桜子とは大違い。少しは遠えん慮りよしろ。

　黒くろ木き先生対たい策さく会かい議ぎ。

　そんな名目で文芸部にお邪じや魔ましている。

　フラグを折る側であるアルテミスとフラグを守る側であるアポロンだが、今回のフェーデにはアポロンの身内である黒木先生が関係しているため、少々込み入った話になるのだ。

「とりあえず黒木先生とあの男子生徒のフェーデは、まだ終わっていないようです。重要なフラグが立つタイミングに合わせて《天使の矢キユーピツド・アロー》の効果を中和してしまうでしょう」

　お茶をいれてくれている間、《分岐出力帳フラグ・プロツター》で二人ふたりのフラグを抽ちゆう出しゆつした朝倉さんが、《アニマ》を消しつつ報告する。

「そう、キスフラグ日があるのね」

「キスフラグ日？」

　聞き慣なれない単語が出てきた。疑問を口にした途と端たん、桜子がさも以前から決まっていたかのような口ぶりで「重要なフラグって言いにくいし格好悪くない？　だからキスフラグ日にしたの」と胸を反そらして告げてくる。

「ほら、キスしたらフラグが成立するでしょ。そこからアイディアをいただいたわけ」

　フェーデ期間中、カップル成立の成否を握にぎる重要なフラグが立つ。その日時をどうやらキスフラグ日と呼ぶ気らしい。

　んでも、そのネーミングは安あん易いすぎないか？　と言おうとしたけど、わざわざ桜子の機き嫌げんを損そこねることもないだろう。……台風の日に田んぼを見に行くような行こう為いは慎つつしまないとな。

「とりあえず共同戦線でしょうか」

　キスフラグ日なんて単語を軽くスルーしつつ、舞さんは各人にお茶をおいていく。

　共同戦線の単語を聞いた桜子はぴくりと反応したが、深しん呼こ吸きゆうして反はん論ろんを呑のみ込む。くっちゃくっちゃと脳内で咀そ嚼しやく。熟じゆつ考こうして──ぶふーっと鼻から蒸じよう気きを噴ふき出だす。

　気持ちを落ち着かせるべくずずっとお茶をすすり、あちっと舌を出した。ったく、お前は猫ねこ舌じたなんだから、もうちょっと冷ましておけ。ふーふーしろ。

　心中の指示が届いたわけじゃないだろうけど、桜子はふーふーと息を吹きかけながら「ま、妥だ当とうかしらね」と言ってリトライ。今度はずずっとお茶をすすれた。

　おおっ、大人な対応だぞ桜子。アルテミスだけで何とかする！　とか言い出すんじゃないかと思って内心ドキドキしてたけど、ちゃんと考えてるじゃないか。

　そりゃ普通に考えれば、三組ものカップルを相手取るのにアルテミスだけで全部やる！　というのは無む謀ぼうだ。何しろ実行部隊が桜子しかいないからな。

　子供が意地を張って、「もーっ、自分でやるからお母さんはあっち行って！」なんて追い払ったものの、最終的にお母さんが手助けする……なんて展開と同じだ。自分の力を把は握あくするのも、実力の内だと思うぜ。

　……戦力の頭数にすらなれない俺おれが言うのも何だけど。

「ただし！　馴なれ合うわけじゃないから。その辺り、ちゃんとわかってよね」

「はい、もちろんです。アポロンとしても今回は特別だと考えていますから」

　おおっ、意外にすんなりと話がまとまった。以前だったら絶対喧けん嘩か別わかれだろ。あの一件から、二人ふたりも変わったってことかね。くぅ、俺も身体からだを張った甲か斐いがあるってもんだぜ。

「話を元に戻もどすけど、舞まいさんたちは黒くろ木き先生のカップルを受け持つってことでいいのか？」

「そのつもりです。身内ですからね。きっちり折ります」

　頬ほおに手を当てて困ったように微ほほ笑えむ。身内……ねぇ。困った教師だけど、身内じゃしょうがない。それに前回のフェーデで黒木先生が大変なことになった以上、また桜さくら子この《天使の矢キユーピツド・アロー》で変人にさせるのも忍びない。……本当に、忍びない……。

「わたしとしても、きっかけは大事にしたいところなのですが……」

「舞さんとしてはいいのか？　アポロンの信条で言うなら黒木先生たちも保ほ護ごするのかと思ってたからさ」

「気持ちがなくても交流を通じて……というのはあると思いますし否定はしませんが、黒木先生自身から万が一のときは折って欲しいと頼まれてまして」

　そう言って一枚の紙を取り出すと机に置いた。

　それを見た俺や桜子はあきれ顔になる。





・優やさしい。◎これ重要

・次男

・イケメン

・Ａ型かＯ型がいい。

・年ねん齢れいの上限は＋一〇歳ぐらい、下限はなし。ただし職しよく業ぎようなどによって上限は変更可。

・医者や弁べん護ご士しなどが好ましい。

・子供好きであること。

・子供は一姫二太郎。

・将来的に庭つきの一戸建て。

・白くて大きな犬を飼う。

・一年に一回は旅行に行きたい。←国内・海外問わず

・結婚記念日やお互いの誕たん生じよう日びを大切にできる人。

・誕生日には大きな薔ば薇らの花束を持ってきてくれる。

・デートのとき、後部座席に薔ば薇らを敷しき詰つめたオープンカーで来てくれる。

・キミのために用意したんだよ。といって部屋や施し設せつを貸し切ってくれる。

・大きな水たまりがあったとき、お姫様だっこして私を守ってくれる。

・食事中に「これおいしいよ」って「あーん」をしてくれる。

・携けい帯たい電でん話わを複数台持っていない。

・借金をしていない。

・私に異様なほど高額の保険金をかけない。






　などなど、ずらぁっと条件が並ならんでいる。

　よくもまあこれだけ条件が思いついたもんだ。検けん索さくかけたら〝該がい当とうする情報はありません〟って出るだろうよ。

　……黒くろ木き先生、健けん闘とうを祈る。とりあえず俺おれから言えることは一つだ。結婚は諦あきらめた方がいいんじゃないかなー。しかもさんざん条件を挙げたあげく、迷走したのか『最終的にはフィーリング』なんて書いてある。

「睦むつ美みに諦めろって言うべきかしら」

「完全に自分を見失ってるからな」

　見失うどころか、明後日あさつての方向にばく進してる可能性も出てきたけど。フィーリングってなんだよ。

　桜さくら子こと俺はうんうんと頷うなずきながら椅い子すに座り直す。朝あさ倉くらさんは何やら考えていたが「二次元をオススメしておきましょう」と言った。リアルからの隔かく離り？

「手始めにラブマイナスをやらせるのがいいと思います。国民的恋れん愛あいコミュニケーションソフトであるラ○プラスの女性向けバージョンです。別名、二・五次元への扉とびら」

　なんだかわからないけど、二・五次元への扉って明らかにくぐっちゃダメな扉だろ。

「はいはい、それくらいにしとく」

　桜子がぱんぱんと手を叩たたいて話題を打ち切る。

「んじゃ、睦美たちは舞まいに任せていいのね」

「それが黒木先生の望みですから」

　ジッと舞さんを窺うかがっている桜子は、舞さんが土ど壇たん場ばで裏うら切ぎらないか……と疑うたがっているのかもしれない。桜子の無ぶ遠えん慮りよな視線にも、舞さんは変わらず笑顔のままだ。

　自分たちの身内の始末は自分たちでつけると表向き宣言しつつ、裏では保ほ護ごする。

　その可能性がある以上、桜子としても任せきりにしていいか迷っているのだろう。

「一つ提てい案あんがあるわ。あんたたちが睦美のフラグを折るかどうか、監かん視しさせてもらえない？」

「随ずい分ぶんと用心深い話ですね。そんなに信用がおけませんか？」

「ないとも言い切れないでしょ？　例えばフラグを折るとして……いつ折るかまでは明言していないわけだし。本来なら三組のカップル、あたしたちがどこのカップルから潰つぶすか、予想は立てにくい。けれどその内の一つを舞まいたちが潰すと明言したら」

　桜さくら子こはとんとんと机を指で叩たたき、「あたしたちの出方が予想しやすくなる」と続けた。

　おいおいおい、どうしちゃったの桜子。なんかバカじゃないみたいだぞ！　お前はもっと猪ちよ突とつ猛もう進しんで、とりあえず目についたところからぶん殴なぐる。みたいな大おお雑ざつ把ぱな奴やつだろう!?

「そうやってあたしたちの動きを制限させておきながら、自分たちは睦むつ美みのフラグを後回しにして戦力を温おん存ぞん。あたしらと戦う際さい、最大戦力をぶつけられる。これって、アポロンにとって有利な展開よね」

「桜子さん、何か悪いものでもお食べになりました？」

「失礼ね！　って直なお樹き、あんたまでなんで頷うなずいてるのよ」

　すまん。けど、心から舞さんと同じ気持ちだぞ。

「けれど桜子さんがそこまで言うのでしたら、わたしとしても断る理由がありません。どうぞご自由になさってください」

　どこまでも余よ裕ゆう綽しやく々しやくだな。織おり込こみ済ずみってことか。

「ただ……問題はもう二組のフェーデですね」

「一応訊きいておくけど静せい観かんするつもりはない？」

「残念ながら、そのつもりはありません。黒くろ木き先生の場合とはケースが異なりますから」

　やっぱりそうなるか。

　黒木先生たちを任せられただけでもよしとするべきだな。俺おれは桜子の視線に頷く。朝あさ倉くらさんも同じように頷いた。

「まだ何かありますか？　ガイアの件はどうしますか？」

　桜子は俺と朝倉さんを見てくる。俺も朝倉さんも首を横に振ふった。

「もう特にないわね。ガイアもこっちの問題だからあたしたちだけでなんとかするわ」

　そう言いながら厚切りのカステラを口に放り込み、ぬるくなったお茶で流し込んだ桜子は、景気づけとばかりに椅い子すに上──ろうとして舞さんから「土足はダメですよ」と叱しかられた。

　恨うらめしそうに舞さんを見る桜子だが、いそいそと靴くつを脱ぐ。気を取り直して再度椅子に上った桜子は、ぎらつく眼まな差ざしで舞さんに指を突きつけた。

　……こいつは、わざわざ高いところに上らないと演えん説ぜつできんのか。

「再び相あいまみえるときが来るとはね。ふっふっふっ、アルテミス最強の《アニマ》使いであるあたしが、骨の髄ずいまで恐きよう怖ふをたたき込んであげるわ！」

　そりゃーアルテミスにまともな《アニマ》持ちが、桜子しかいないんだから、自おのずと最強になるわな。

　舞さんはパチパチと拍はく手しゆして、

「それでこそアルテミスの首しゆ魁かいです」

「……首しゆ魁かいという言葉には異い論ろんを挟はさみたいところだけど、絶対に負けないから」

　何言ってやがる。首魁って言葉が、これほどぴったりな奴やつはいねえよ。

　握あく手しゆを求める舞まいさんに対して、いまだ椅い子すの上に立ったままの桜さくら子こも、こしこしとスカートで手を拭ふいてから握手に応こたえる。

　ここだけ切り取ると、とても美しい画えになる。

　けど内なる闘とう志しが握力合戦という形でぶつけられているわけで──。

「舞の凝こり固まった考えを、あたしの圧あつ倒とう的てきなまでの勝利で覆くつがえしてあげるわ。その腐くさった恋れん愛あい脳のうを清きよめてあげようじゃないの」

「うふふ、見えますよ。桜子さんが恋愛に目覚めてアポロンに救すくいを求めてくる姿が。告白ってどうすればいいの？　男心を摑つかむにはどうすればいいの？　と訊きいてくる桜子さんは、とても面白──いえ可愛かわいらしいのでしょうね。今から楽しみです」

　くっくっくっ、うふふふふふ。

　どっちも魔ま王おうのＲＰＧって斬ざん新しんだなー。二人ふたりともどす黒いオーラ出し過ぎ。

　俺おれは二人の笑顔が段々と崩くずれてきた辺りで間に入る。両者から睨にらまれるけど、いい加か減げん二人の握力も限界だろうに。そろそろ頃ころ合あいだろ？　俺は空気が読める男なのだ。

「行くわよ直なお樹き。こっから先は天文部で作さく戦せん会かい議ぎするんだから」

　椅子から降り立ち、ちびちびとカステラを食べてた俺の襟えり筋すじをひっつかむ。ああっ、俺のカステラ！

「ごちそうさま。今度はうちに来なさい。お茶をご馳ち走そうし返してあげるわ」

　ふふんと胸を反そらす桜子。だが待て。お茶をいれるのはお前じゃなくて朝あさ倉くらさんだ。




　　　　＊




　次の日の昼休み。俺は高等部の教室を地道に一つ一つ見て回っていた。

　俺の仕事はカップルの片割れ──男子生徒について情報を集めることだ。女子は桜子がやるらしい。黒くろ木き先生カップルの片割れについては舞さんたちが独自に調べるので、実じつ質しつ俺が調べるのは二人となる。

　朝倉さんの《分岐出力帳フラグ・プロツター》でキスフラグ日を抽ちゆう出しゆつするためには、カップルの情報を入力しなきゃいけない。下へ手たすりゃキスフラグ日がわからない、なんて事じ態たいもあるってのに、俺一人ひとりで孤こ軍ぐん奮ふん闘とう中。桜子も朝倉さんもいない。

　ちなみになんで俺だけがこんなことをしてるかってーと、桜子からの指令だからだ。俺はまだ初心者だぞ、と懇こん願がんしてもダメだった。

　ならばと朝倉さんに頼もうとしたら、

『じゃあ朝く』

『一人ひとりで行きなさい』

『……はい』

　てな具合だ。

　どうすんだよ。カップルの情報収集なんて、さっぱりわからねえぞ。こちとら探たん偵ていじゃねえんだからな。

　とりあえず記き憶おくに残った情報から、しらみつぶしに当たるしかない。

　黒くろ木き先生たちの次に来たカップルは、高等部の生徒同士だった。さすがにネクタイの色までは見えなかったけど、男の方は背も高くイケメンの部ぶ類るいに入る。告白されるのに慣なれている様子だったし、クラスにいたら中心的ポジションに収まっているんじゃないかと思うんだが……。

　あらためてイケメンに絞しぼって捜さがしてみると、これまた意外に多い。なんだろう、このやるせない感じは。イラッと来るな。教室の片かた隅すみで男子だけ集まってる小集団の方に共感しちゃうぜ。俺おれ……あっち側の人間だもん。

　高等部は一学年八クラス。できれば全員揃そろっている授業中に確かく認にんしたいところだが、さすがに俺も授業中に抜け出してまで探しに行けない。

「いねえなぁ」

　リア充は見かけども、目的の人物は見つからず。

「直なお樹きくん」

　ちょんちょんと肩をつつかれ、「へ？」と振ふり返る。そしたらぷにっと頬ほおが何かに当たる。

　細くて長い指が俺のほっぺたを押していた。懐なつかしいな。うちの親父おやじもこんなことをしてた。俺がまだちっちゃい頃ころだったっけ。

　もちろん、今やってるのは親父じゃない。

　振り向いた先に舞まいさんがいた。人差し指をぴんと立て、うふふっと楽しそうに微ほほ笑えんでいる。イタズラ大成功♪　てところですか。押された頬を掻かいてしょうがないなぁと苦笑を漏もらす。

「一度やってみたかったのです。お父様がよくしてくるので」

「舞さんのお父さんも？　うちの親父と年代が近いのかな。でも一度やってみたかったって言うけど、お父さんにお返しすりゃいいんじゃ？」

「やろうとしたことは何度かあるのですけど……。でもお父様のほっぺには大きな傷きずがあるから、なんだか痛いたそうな気がして躊ちゆう躇ちよしてしまうのです。古傷ですから痛みなんか全然ないんですけどね」

「そっかー」

　うふふー。あははー。うふふー。あははー。

　……この話題はダメだーっ！　深く掘ほり下さげちゃいけない地じ雷らいが埋うまってる！　今、ちらっと見えた！

　乾いた笑いを引っ込めて「それより」と話を切り替かえる。

「俺おれに何の用？　また勧かん誘ゆうとか？」

　軽口を叩たたくと舞まいさんは前まえ屈かがみになって俺を上うわ目め遣づかいで見る。さらっと艶つややかな黒くろ髪かみが流れ落ち、思わず手が伸びそうになった。おっと、前にも同じことをしたじゃないか。いかん、どうにも柔やわらかそうでさわりたくなっちまう。

　一いつ瞬しゆん手を伸ばしかけた俺に気づき、舞さんはくすりと笑う。ちぇっ、年上のお姉さんにからかわれてる気分だ。

「勧誘なんかじゃありませんよ。直なお樹きくんを見つけたから、ちょっと呼んでみただけです」

「え……!?」

　どきっとした。用もないのに声をかけてくる。こんな些さ細さいなことにどぎまぎしちゃう思春期の青少年って──冷れい静せいに考えると病気だよな。誰だれもがかかる病で、俺だけが特別自じ意い識しき過か剰じようなわけじゃない。……よな。

「と言われたら嬉うれしいですか？」

「え……あ、あはははは、なーんだ。そうだよな。あはははは、知ってたよ。わかってたよ。やだなぁ舞さんってば」

　こほんこほんと咳せき払ばらいをして平静を装よそおう。

「直樹くんだけに限りませんけど、男の子って可愛かわいいですね」

「なっ!?」

　可愛いって……男に言う言葉じゃないぞ。これは屈くつ辱じよくだ。

「それって褒ほめ言葉じゃないぞ」

「褒めてますよ。おたおたする直樹くんの反応はとっても楽しくて、ついついからかいたくなっちゃいます」

「勘かん弁べんしてくれよ。ただでさえ朝あさ倉くらさんにいじられてるってのに」

　髪をかき上げつつ、大きなため息をつく。すっかり朝倉さんのオモチャにされてるよな。

「じゃ、特に用事がないなら俺は桜さくら子こに頼まれた仕事があるからさ」

「キスフラグ日を抽ちゆう出しゆつするための資料集めですか？　わたしもちょうど調べに行くところなので、ご一いつ緒しよにいかがですか」

　早速使ってるな、〝キスフラグ日〟。

「いや、せっかくの申し出だけど、一応舞さんは敵てきだしさ」

　アルテミスとアポロンは敵同士だろ。一応さ。

　怪け訝げんそうに見ていたら「貸し、だと思ってくださいな。直樹くんは律りち儀ぎそうですからね」と笑いかけてきた。ま、自分で言うのも何だが俺は義ぎ理り堅がたい方だと思う。その点では舞さんの指し摘てきは実に的まとを射いていた。

「それにちゃんと調査しないと、桜子さんに怒られるのではないですか？」

「うっ……！」

　確かにありうる。

　問答無用で説教される光景が目に浮かび、ぶるっと身み震ぶるいした。

　敵てきの敵は味方、なんて言葉があるし……ちょっとぐらいなら、舞まいさんの手を借りてもいいよな。うん、成果が出るわけだし、桜さくら子こだって許してくれるだろ。

「じゃあ……お願いすっかな。借り、ということで」

「ええ、存分に借りておいてくださいな。さ、行きましょうか」

　ちょっと取り立てが怖こわい、かも……。実家が本ほん職しよくさんだからなぁ。

　舞さんと連れだって歩くと視し線せんを感じる。普段なら親しん衛えい隊たいが視線をブロックする役目を果たしているのだろうけど、最近はべったりと張りついているところは見かけない。たぶん、はっぴを脱いで私服親衛隊として周囲に張り込んでるんだ。

　……滅めつ多たなことはできんな。

　それはそうと無ぶ遠えん慮りよな視線が痛いたい。

　この辺りは上級生の教室になっているせいか、俺おれと舞さんをセットで見かける機き会かいが少ないのだろう。おかげでやたらとざわざわしている。

　みんな初めに舞さんを見て、次に俺を見る。

　そして俺に対して「なんであんな冴さえない奴やつが……！」「世界が平等であったとして、なんであいつなんだ！」「あれ？　ここパラレルワールド？」といった呟つぶやきを漏もらすのだ。なんか最後の方は世界の存在そのものに疑ぎ問もんを抱いだいちゃったよ。

　中にはすでに俺たちのことを知っている人もいて、「桜子ちゃんとも上う手まいことやりやがって」「一いちノの宮みやさんが地じ味み専せんだと気づいていれば……！」「マニアック部門なら俺も負けていないのに！」「ふっ、まさか地味男が流は行やる日が来るとは……」などと憎にくしみに身を焦こがしていた。

　地味で悪かったなっ！

　舞さんはこれだけ注目されてるってのに、ちっとも動じてない。慣なれっこってことか。ある意味、こんな状じよう況きように慣れっこになることがすげぇ。

　俺なんか注意を引かないよう、ひたすら影を薄うすくして黙もく々もくと歩く。

　っていうのに、舞さんと来たら俺の苦労を無む視しするように話しかけてくる。やれ池の鯉こいが元気よすぎて飛び出してしまうだの、中間テストは大丈夫ですか？　だの、近所の野の良ら猫ねこさんに子供が生まれただの、桜子との旅行でこんなことがあった、なんてことを楽しそうに話しかけてくる。

　イタッ、イタタタタタ、みんなの視線が刺さる！

　会話をしつつ歩いていると、あっという間に目的地に着いた。本当に舞さんは話題が豊ほう富ふで飽あきさせない。しかも無理に笑う必要もなく、気楽に会話を楽しめる。こういうのも礼れい儀ぎ作さ法ほうの一いつ環かんで修しゆ行ぎようしてるのかね。

「あの人がそうです」

　案内された先は三年の教室。

　廊ろう下かから教室内を窺うかがうと、すぐに対たい象しようの男子生徒は見つかった。その男子生徒を含め、男女五、六人で談だん笑しようしている。集団の中において、その人は明らかに目立っていた。

　背は俺おれ以上に高いが威い圧あつ感かんはない。体格ががっちりしていないからだろう。痩やせぎすでもないから、すらっとした好青年といった雰ふん囲い気きだ。髪かみは染そめておらず、眼鏡めがねをかけていることもあって優ゆう等とう生せいっぽい印象を受ける。優やさしそうな笑みを浮かべる横顔は確かにモテそうだ。

「大おお庭ば一いつ水すい先せん輩ぱいです。旧家の出で頭ず脳のう明めい晰せき、運うん動どう神しん経けいも抜ばつ群ぐん、男性にも女性にも分け隔へだてなく接するというパーフェクトな逸いつ材ざい。将来性ＳＳだそうですよ」

「だそうですよ？」

「黒くろ木き先生のマル秘ひ格かくづけファイルからの抜ばつ粋すいですから」

　確かにあの先輩はイケメンだけれども……。将来性も高そうだけど……。黒木先生……あなたは一体何をやってるんですか……。

「そうだ、写真写真っと」

　ケータイで先輩たちを写真に撮とる。うん、ちゃんと撮れてるな。

　身長体重といった細かい情報は、マル秘ファイルから写させてもらうとして──次は初等部か。さすがにもう舞まいさんの力は借りられないよな。敵である舞さんにおんぶにだっこじゃ、アルテミスとして心苦しいものがある。……言い直そう、桜さくら子こに何かされそうな気がする。

「では初等部カップルを見に行きましょうか」

「うっす。……じゃ、なくて！」

　あまりにも当たり前のように言うもんだから、つい頷うなずいちゃったよ。

「大庭先輩のことはありがたいと思うけど、これ以上は手を借りるのも悪いし」

「桜子さんにですか？」

　……なんでわかる。

「ま、まあそんなところ」

「一人ひとりも二人ふたりも変わりませんよ。それに大庭先輩の情報がやたらと詳くわしいのに、もう一人はまったく……なんてことになったら、桜子さんは違い和わ感かんを覚えると思いますけど」

「ぐっ……」

　言葉が出ねぇ。まさしくその通りだ。かといって情報を偽ぎ装そうして、からきしダメだった。なんて報告しようものなら──これまた地じ獄ごくを見そうじゃないか。

「話はまとまったようですね。行きましょうか」

「うっす……」

　諦あきらめた。舞さんに口で勝てるわけないだろ。

　舞さんと並んで高等部の校舎を出て、初等部の校舎へ向かう。

　天気がいいから、教室外で昼食を食べる生徒が多く見られる。ベンチに腰こし掛かけたり、噴ふん水すいの縁ふちに座ったり、芝しばの上にレジャーシートを敷しいて食べていたりと、ピクニックそのものだ。やっぱりうちの学校って緑が多めだよな。公園みたいだ。

　そういえば舞まいさんと一いつ緒しよに歩くって、初めてのことじゃないか？

　こうして一緒に歩くと、品の良さが歩き方にも滲にじみ出でていると気づく。背せ筋すじがぴんとしているから、姿し勢せいもよくて歩き方もぎこちなさがない。加えて自然体でいるから優ゆう雅がさを感じさせるんだ。歩くという基本動作の中に優雅さが含まれるって凄すごいよな。

　無言でテクテク。

　普通なら俺おれが必死になって話題を探さがすのだろうけど、舞さんだとそう焦あせらなくていい。会話がなくても静かな時間が心ここ地ちいい。無理に喋しやべらなくてもいいってのは、気が楽でいいや。

　ふわぁとあくびする。

　いかんなー、舞さんといるとほんわかして眠ねむくなってきちまう。

　最近こそフェーデや桜さくら子こたちとの付き合いなんかもあるけど、ちょっと前までは学校以外はバイトしかしてなかった。そんな忙しい日々が嘘うそみたいなのどかさだ。お散歩デートって、何が楽しいのかわからないけど、あれってこういうのんびりした時間を共有することにあるのか。

　ま、俺と舞さんはデートする間柄じゃないけど。

「こうやって歩いているとお散歩デートみたいですね」

「ぶはっ!!」

　吹いた。

「どうしました？」

「どうしましたって、そりゃ……その」

「天気もいいですし、学園内は緑も多いですから公園みたいに思えてきませんか？」

「そうだな。うん、そうかもしれない」

　この会話に深い意味はあるんだろうか……。あるのかな？　そういうことを勘かんぐってしまうからこそ、俺はモテないんだろうな。

「あ、あそこ、ちょうど彼がいますよ」

　初等部の校舎に入る前に舞さんが指をさす。中等部、高等部の制服と違い、初等部の制服は一風変わっている。男子は膝ひざ丈たけの吊つりズボンに、ぴかぴかのエナメルの靴くつ。上は半はん袖そでシャツだ。ちなみに蝶ちようネクタイ。

　なお女子はゴシックドレスで、瞬またたく間まにファンタジー住人になれる代しろ物ものだ。

　男女ともにお人形さんに着せるような服だが、なぜこんなデザインになったのかというと、理事長の趣しゆ味みらしい。初等部だけ凝こっているのは、歳としを取ってこのデザインの制服を着てたら痛いた々いたしい、という理由だそうな。

　あくまでも噂うわさレベルの話だったが、あながち間違っていない気がする。なんたってあの黒くろ木き先生が教師を続けられている学園だ。理事長の頭のネジがちょろっとばかり緩ゆるんでいたって、納なつ得とくできようってもんだ。

　そして当のターゲットだが、男子一人ひとりに対して女子が三人いる。なんというハーレム。だが男子はあんまりにこにこしていない。どこか居い心ごこ地ち悪わるそうにしている。

　フェーデ対象者の彼は、子供モデルっぽい容よう姿しをしていた。けど顔に滲にじみ出でているわんぱくっぽさが、年とし相そう応おうの男の子って感じがしてほっとする。

「宇う佐さ美み淳じゆんくんですね。初等部五年でサッカー部に所しよ属ぞくしています。お勉強はあまりできないみたいですけど、明るくて運動ができるため、女の子からの人気も高いみたいですよ。本人はあまり喜よろこんでいないでしょうけど」

「あれくらいの年とし頃ごろは女子と一いつ緒しよにいたくないもんだ」

「そうですね。直なお樹きくんもそうでした？」

「…………」

　意い地じ悪わるだろう。俺おれはおしゃれでも格好良くもなかったから、バカな男友達と遊んでばかりいた。女の子とのイベントなんて一回もないぞ。バレンタインもクラス全員に配られたチロルチョコだけだし、林間学校や修しゆう学がく旅りよ行こうなんかも男女の仲が進しん展てんするなんて皆かい無むだったぜ！

　俺の微び妙みような視線に気づいているだろうに、舞まいさんはにこにこしている。

「今は女の子と一緒の時間が多いですよね。桜さくら子こさんとか朝あさ倉くらさんとか」

「………………あれは女の子と一緒にいる。のカテゴリーに入れていいもんなのか？」

　舞さんは小首を傾かしげ「言われてみれば……」と口にした。

　舞さんが言うような色気のある話じゃない。

　肩をすくめる俺はケータイを取り出し、宇佐美くんをぴろりんと隠かくし撮どり。写真を確かく認にんする。うん、問題ない。カメラ操そう作さだけは、桜子からちゃんとレクチャーされたからな。

　ん？　あの子……アイネじゃないか？

　俺はもの凄すごく目立つ女の子を見つけ、おやっと目を見張った。

　宇佐美くんから離はなれた場所にいるその子は、初等部女子の制服に身を包んでいる。その子の髪かみは金色でふわふわとしていた。ただでさえファンタジーな装よそおいなのに、着る人が外人さんになったら本物のお姫様になってしまう。

　実じつ際さい、ちらちらと様子を窺うかがう生徒も多い。誰だれもが思わず見とれてしまうほど愛あいらしい女の子だった。

　その子は木の陰かげに身体からだを隠かくしていたのだが、大きなリボンがぴょこんと出ている。しばらく様子を見ていたら、ちらっとこちらを窺ってくる。途と端たん、俺の視線に気づいて逃げ出してしまった。

　ちょっと……ショックだ。逃にげなくてもいいじゃないか。

「どうかしましたか？」

「ううん、なんでもない。それより今日きようはありがとう。色々と教えてもらっちゃって助かった」

「お礼は黒くろ木き先生に言った方がいいかもしれませんね。大おお庭ば先せん輩ぱいも宇う佐さ美みくんもファイルに載のっていましたから」

「確かに」

　あははっと笑いあう。はて、大庭先輩はともかく宇佐美くんは年ねん齢れい的てきにダメなんじゃ。

「でもアポロンはアルテミスに敵てき対たいしてるだろ？　それなのに手を貸して、本当によかったのか？　そりゃ、俺おれとしては凄すごく助かったけどさ」

「言ったじゃありませんか。ちゃーんと貸しは返してもらいますから大丈夫です」

　ははは……ちょっと借りが怖こわくなってきたかも。

　ん？　待てよ。黒木先生のイケメンファイルがあるってことはだ。一いつ緒しよに回る必要はなかったんじゃないか？　それこそファイルの情報をコピーさせてもらえば、十分に事足りたんじゃないだろうか。

『こうやって歩いているとお散歩デートみたいですね』

　なんて言葉が思い出される。

　えっと、んなわけないよなと思いつつ、密ひそかに期待しちゃう俺はやっぱり男なわけで。ああっ、舞さんに振ふり回されっぱなしだ！




　　　　＊




　天文部の部室で俺を待ちかまえていた桜さくら子こは椅い子すの上で仁に王おう立だちし、腰こしに手を当てて「やっと来たわね」とふんぞり返る。後ろ手でドアを閉めながら、こいつは相変わらず偉えらそうだなとしみじみ思う。

　そもそも俺が来るまでずっと椅子の上に立ってたのが涙ぐましい。

　が、桜子らしい態たい度どに少しほっとする。殴なぐられすぎて俺の精せい神しんは病やんでしまったんだな。可哀かわい想そうな俺。

　パイプ椅子に座ったところで、朝あさ倉くらさんが俺を一いち瞥べつする。手を横に振ると、すぐにクロスワードに戻ってしまった。

　ちなみに今のやりとりは「お茶はいりますか？」「いや、いらない」てところだ。どんだけ口が悪かろうが、先輩後輩の序じよ列れつを守ろうとする朝倉さんは、実に可愛かわいらしい後輩である。結けつ構こうお堅かたいよな、朝倉さんってさ。これで口が悪くなければいいのに。

「んで首尾はどう？　まあ初めっから上う手まくいくとは思っていないから気にしなくていいわよ。最低でも数日はかかると思っているし」

　このやろう、はなっから期待してねえな。ふっ、いいぜ、お前の評価を覆くつがえしてやるよ。

「何よ……ニヤニヤしてキモいわね」

「言ってろ。俺おれにはちゃんとした成果物があるからな」

　言いたい放ほう題だいもこれまでだぜ。

　喰くらえ！

　俺は鞄かばんから資料を引き抜き、桜さくら子この前に突きつけてやる。辞表を叩たたきつけるサラリーマンもこんな気分なのかね。スッとするぜ。

　資料といっても、ターゲットの名前やら身長体重といった身体情報や、クラスや交友関係を書いたルーズリーフだけどな。一応、五・六時間目の合間と部室に来る前に、ターゲットのクラスメイトから色々話を聞いてみたので、それも付け足してある。

　ケータイで撮とった写真もプリントアウト済みだ。完かん璧ぺきな仕事だな。ほれみろ、桜子の奴やつなんかぐうの音ねも出ないじゃねーか。

　気分よくふんぞり返ってたら、桜子が胡う乱ろんなまなざしを向けてきた。

「あんた……一人ひとりでこれ調べたの？」

　ぎくぅ!!

「た、ったり前だろ。俺を舐なめんな、ちょっと本気出したらよゆーだ、よゆー」

「ふーん…………」

　だらだら。脂あぶら汗あせがとまらねぇ。一いつ瞬しゆんで見抜かれた。なんなの？　舞まいさんといい、桜子といい、俺の諸もろ々もろの小こ細ざい工くなんかが全部見抜かれてるんだけど。俺の顔に全部書いてあるとか？

　椅い子すに座り直した桜子は提てい出しゆつされた紙を一枚一枚吟ぎん味みする。

　うおっ、朝あさ倉くらさん！　な、ナンデスカその目は。ははぁん、てな感じで資料と俺を見比べないで。桜子はまだ疑うたがいの段だん階かいかもしれないけど、朝倉さんは一目で真相を看かん破ぱした。朝倉さんっぱねぇッ！

　けど幸いなことに告げ口する気はないようだ。ほっと胸をなで下ろしていたら、桜子が身を乗り出して俺の肩をばんばんと叩いてきた。

「いやー、ごめんごめん。直なお樹きがここまで出来る男だとは思わなかったわ。あたしの中で直樹の評価を変えなきゃ」

「お、おう、わかってくれればいいんだ」

　いたっ、イタタタタタ！　罪ざい悪あく感かんが！　素直に褒ほめてくれる桜子の態たい度どがぐさぐさと胸に刺さる。疑って！　もっと疑っていいんだよ！

「つーか上う手まくいかないって思ってるなら、俺一人に任せるなよ」

「そりゃ、直樹がどれくらいやれるか、それを知るためよ。適てき性せいって言うの？　そういうのも見たかったし。あたしがやり方を教えたら、その通りにしか動かないでしょ。そうじゃなくて、素すの直樹がどんなアイディアを絞しぼって行動できるか、それを見たかったってこと。別に成果を期待したわけじゃないわ」

　だらだらだらだら。今の俺おれならガマの油として見せ物になれる。テストでカンニングした気分だぜ……。やろうと思ってやったわけじゃないけど、桜さくら子この意い図ととは違った結果になってるのは確かだ。

「よーっし、直なお樹きの頑がん張ばりを無む駄だにしないため、絶対勝つわよ！」

　えいえいおーっと元気よく拳こぶしを突き上げる桜子に合わせ、俺もえいえいおーっとやけくそ気味に叫さけぶ。だって天を突く拳が、俺の心しん臓ぞうを貫つらぬく拳に早変わりしそうなんですもの。自己保身の何が悪いってのさ！

　見れば朝あさ倉くらさんは肩をすくめている。

　こんな結末を見み越こして黙だまっていたのか？　俺がよりダメージを受けるようにって？　策さく士しすぎるだろう。

　俺が疲れ切ったため息をついていると、何を思ったのか朝倉さんはくふっと意地の悪い笑みを浮かべた。こ、これは!?

「桜子さ」「朝倉さん!?」

　朝倉さんの声にかぶせるよう、突然身を乗り出して大声を上げた俺に驚おどろき、桜子が若じやつ干かん引き気味で「な、何よいきなり」と睨にらんでくる。朝倉さんはといえば、俺の反応を見てニヤニヤしている。なんてこった、年下の女の子に手玉に取られてる。

「……？　結局何もないの？」

「あ、ああ……すまん、寝ね言ごとみたいなもんだ」

　あははははっと愛あい想そ笑わらいで誤ご魔ま化かしながら腰こしを下ろ──

「桜子さん」

「わーっわーっわーっぁ！」

「……あんたたち、楽しそうね」

　ジトッとした視線にたじたじになる。ち、違うぞ桜子。これは遊んでいるわけじゃなくて生死をかけたやりとりなんだ。コメディじゃない！　サスペンスなんだよ！

「大丈夫です桜子さん、私と水みず原はら先せん輩ぱいがきゃっきゃうふふとピンク色の空気を製せい造ぞうするわけがありません」

「そ、そうだぜ。俺が叫んでいたのも──その、……そう！　やる気が湧わいてきて無性に叫びたい気分だったんだよ！　やるぜぇ、ちょーやるぜぇ！　今回の俺はひと味違うってところを見せてやりたいね！」

　朝倉さんは我が慢まんできずに肩を震ふるわせている。くそー、いつか見てろよ。

「直樹……あんた、ようやくアルテミスの一員としての自覚が出てきたのね！」

「お、おうよ。やる気はある、から……手を、放して……砕くだけ、る……」

「あっ」

　ぱっと放した桜子は「やー、ごめんごめん」と笑いながら謝あやまってくる。こいつはもっと自分の力を自覚した方がいい。

「それより俺おれはちゃんとやったぞ。桜さくら子ここそどうなんだよ」

「はぁ？　ぬかりなしに決まってるでしょ。どっちの女の子も普通だったわよ。友達が多いタイプね。仲良くしている内に……って感じじゃないの？」

　つまらなそうに言う桜子は、朝あさ倉くらさんに目を向ける。

「それじゃ美み緒お──って、もうやってるわね」

「はい。《分岐出力帳フラグ・プロツター》で重要なフラグ。キスフラグ日を抽ちゆう出しゆつします」

　朝倉さんが《分岐出力帳》を起き動どうさせると、半はん透とう明めいの画面とキーボードが宙に現れる。本体である眼鏡めがねも変化済みだ。

　キーボードを使って情報を入力していく朝倉さんは、相も変わらず人差し指でキーボードをぽちぽちしていた。もう、パソコン部にでも修しゆ行ぎようしに行けばいいんじゃないかな。

　しばらくして入力を終えると、出力に移る。

　決定キーを押した途と端たん、ウィンドウが無数に現れて朝倉さんを中心にした卵を形成する。もの凄すごい勢いきおいでウィンドウでは文字列が流れていき、最終的に無数にあったウィンドウは一枚に収しゆう束そくした。

　くあーっ、相変わらず朝倉さんの《アニマ》は格好いいぜ。

　羨うらやましく思いながら見ていると、朝倉さんは収束した画面をコピーして、俺と桜子の前にも回してくる。

「一回だけか」

「一発勝負ってのもいいわ。あたしたちらしいじゃない！」

　まあな。実行部隊が桜子のみだから、あんまり多くても負担が大きくなっちまう。

「大体のフェーデは一回から三回くらいキスフラグ日が予定されるわ。もっとも……ちゃんと抽出できれば、の話だけど。うちには美緒がいるから、そういった心配は皆かい無むなんだけどね」

　ばちーん。とびっきりのウィンクが朝倉さんに投げかけられる。が、当の本人はすまし顔だ。もう次のフラグ抽出に取りかかっていた。ま、武士の情けだ。頬ほおがうっすら赤くなってることはふれないでおいてあげよう。

　やがて二回目の抽出も無事終わったが、ウィンドウを見ていた朝倉さんは首を傾かしげる。しかもなにやら操そう作さを始めて、ウィンドウを一つ作り出して両方を見比べている。

「美緒、どうかした？」

「とりあえずこれを見てください」

　俺と桜子の前にもウィンドウが二つ回ってくる。

「あれ？」

　違い和わ感かんを覚えて、二つのウィンドウを見比べる。思わずウィンドウのタイトルバーを見直した。もちろん、それぞれ別の名前が書かれている。

「同じ日、同じ時間帯なのか？」

「そうみたいね……」

「若じやつ干かんのタイムラグはあると思いますが……。現状の情報で抽ちゆう出しゆつした限り、同じようなキスフラグしか出ていません」

　もしかして──という思いは、俺おれだけじゃなかったようだ。朝あさ倉くらさんは次のフラグ抽出に取りかかり、合計三枚のウィンドウが俺たちの前に用意される。

「作さく為い的てきなものを感じるわね」

　忌いま々いましげに舌打ちするが、その意見には俺も同意だ。

　黒くろ木き先生、大おお庭ば先せん輩ぱい、宇う佐さ美みくん。三つのフェーデのキスフラグが同日に発生している。こんなことが実じつ際さいに起こりうるものなのか。

「でもよ、キスフラグ日を重ならせるって可能なのか？」

「可能というよりは、自然にそうなったと考える方が妥だ当とうですね」

　朝倉さんはそう言うとキーをぽちぽちと操そう作さする。するとウィンドウに表示されたカレンダーに変化が起きた。キスフラグ日の脇わきに追加情報が現れ、点てん滅めつしている。

「ああ……そうか、学校の行事ね……」

　桜さくら子こは盛せい大だいなため息と共に呟つぶやきを漏もらした。

「オリエンテーリング？」

　カレンダーにはそう書いてある。

　そう言えば担たん任にんが少し話していたような気がする。

「体育祭とか文化祭とか、そういう学校行事があるとキスフラグが集中しやすいのよ。直なお樹きでも想像できると思うけど、やっぱり何もない日よりイベントがあった方が気持ちが盛もり上あがりやすいしね」

「言われてみればそうだな。けどオリエンテーリングって、そんなに盛り上がるものだっけ？」

「よそはどうか知らないけど、うちの学校は結けつ構こう気合い入ってるわよ。地元の商店街なんかと提てい携けいしてやってるからね。お祭りみたいな雰ふん囲い気きが強いわ。だからこそカップルができやすいんでしょうけど」

　てことは事故……みたいなものか。

　しかも複数同時フェーデだから、こういった事じ態たいが起きてもおかしくない、と。

　不利な状じよう況きようだな。キスフラグが重なれば、唯ゆい一いつの戦力といっていい桜子をどちらかのカップルに割さかねばならない。俺の《アニマ》は自分の意志で発はつ動どうできない上に、フラグを折る《分岐粉砕フラグ・ブレイカー》とフラグを立てる《分岐創造フラグ・メーカー》の、どちらが出るかわからない不ふ発はつ弾だん的な扱あつかいだ。

　確かく実じつにフラグをへし折るなら桜子を回す方がいい。

　やっぱ勝かつ谷や先輩が抜けた穴はでかいな……。もう戻ってこないんだろうか。前回の事件でアルテミスを裏うら切ぎった勝かつ谷や先せん輩ぱいとは、いまだ顔を合わせていない。あれから学校には来ていないようだし、ちょっと心配だ。

　やはり黒くろ木き先生を舞まいさんたちにお願いしておいてよかった。絶対に三組なんてフラグを折りきれないだろ。

「なあ桜さくら子こ、ここはお前がどっちかのカップルに的まとを絞しぼって」

「ちょうどいいわ！　全部ぶち壊こわすわよ！」

「……人の話を聞いてたのか？」

「何？　ちょうどいいでしょ。二組まとめてへし折ってやればいいじゃない」

「よし、そんなお前にいい言葉を教えてやろう。二に莵とを追う者は一いつ莵とをも得ず、だ」

「はっ、それは猟りよう師しの腕うでが悪いのよ。真のベテランはね、二莵を追い二莵を得るのよ。一発の弾だん丸がんで二莵を貫つらぬくの！」

　お前はゴルゴにでもなる気か。ターゲットが一直線上に並んだタイミングを見計らって、ずきゅぅぅぅぅん！　てな感じかよ。無理言うな。あれ、でも……意外とイケるのか？　いやいや、桜子が猪ちよ突とつ猛もう進しんな分、周りが押さえに回らないとダメだろ。

「朝あさ倉くらさんもそう思うだろ。ここはさ、どっちかのカップルに的を絞った方がいいよな」

「負け犬根性ですね水みず原はら先輩。いえ犬先輩」

　正論を言ったら犬呼ばわりされたよ。

「いやいやいや、待ってくれよ。大おお庭ば先輩と宇う佐さ美みくん。戦場が二分された状じよう況きようで戦力が一つしかない。これで二方面作戦は無む謀ぼうだろう」

「逆に言い換かえればアポロンは黒木先生を含め、三つのカップルに人員を割さかねばなりません。ルーズドッグ先輩はそこを見落としています」

「あっ……！」

　そうか、朝倉さんの言うとおりだ。

　黒木先生のフラグを折り、かつ他のカップルのフラグを守るために、アポロンはアポロンで戦力を分散させる必要がある。仮に大庭先輩か宇佐美くんの一方だけを集中して守るなら、防ぼう御ぎよが薄うすいカップルは確かく実じつに折れる。少なくとも黒木先生ともう一組、二勝一敗に持ち込めるってことか。

　いよいよ半はん月つきぶりのフェーデが始まる。

　桜子じゃないけど、俺おれもやる気が出てきた。それにガイアが関係してくるからな。俺はまだ《アニマ》を失いたくはない。
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　絶好の好天は、やっぱり伝説の木が影えい響きようしてるんだろうな。

　ウンザリ顔で空を見上げた俺おれはでっかいため息をついた。あの野や郎ろうはいつも憎にくたらしいぐらいきっちり仕事をこなしやがる。

　先ほど講こう堂どうで受けた説明によると、十じゆう文もん字じ学がく園えんのオリエンテーリングは通常のものと若じやつ干かん違ちがいがあるようだ。

　通常のオリエンテーリングは各チェックポイントを回り、スタートからゴールするまでのタイムを競う。

　一方、十文字学園のオリエンテーリングは、地ち域いき密みつ着ちやく型がたの特とく殊しゆルールに基もとづいて行われる。特殊と言っても複ふく雑ざつなものではない。緑豊かなハイキングコースなどを使わず、学園内や周辺の公園や商店街に設せつ置ちされたチェックポイントを回り、なおかつチェックポイントでイベントが用意されているだけだ。

　イベントは早食いであるとか、クイズであるとか、商工会のメンバーや学園の生徒たちが手伝って企き画かくしている。趣しゆ旨しが学年を越こえた交流なので、イベント参加条件が初等部と高等部の二人ふたり組ぐみであること。とか、そういう条件が備そなわったりするらしい。

　これらのイベントによる得点とタイムによって総そう合ごう順じゆん位いが決まる。

　なお学校行事にしては珍めずらしく賞品が出るから、生徒たちも張り切らざるを得ない。商店街が協力しているので、その辺りの融ゆう通ずうが利くそうな。商店街は学園の生徒たちにアピールできることもあって、好評であるようだ。

　講堂の前にはすでに大おお勢ぜいの生徒があふれかえり、和わ気き藹あい々あいと談だん笑しようしている。

「ねー聞いた？　ミワミワは彼と一いつ緒しよに回るんだって～」

「きゃー、ホント？　いいなぁ、一日遊んでいるようなものだし、デートみたいなもんじゃん」

「だよねー。あたしも彼かれ氏しつくっときゃよかった」

「いやいや遅くないって。このオリエンテーリングがきっかけでつきあい始める子もいるって聞いたよ？」

「よーっし、それじゃー……って言っても好きな男の子なんていないよ～」

　そんな会話をしながら脇わきを通り過ぎていく女子もいれば、

「賞品ゲェェ───ット！」

「ファイ！　オーッ！　ファイ！」

「Ａ班は食品関係を。Ｂ班は家電関係を。Ｃ班はアミューズメント関係を総なめにするぞ」

「オーッ！」

　なんて恋れん愛あいそっちのけで賞品目当てにばく進する生徒もいる。

　俺としては地元のひまわりうどんが出品している、各種うどん無料券が欲しい。焼き肉屋の安楽太郎が出しているランチ無料券も捨てがたい。他ほかにも八や百お屋や・やおよろずが出す一割引パスポートなんかもいい。学食無料券も……って、食い物ばっかだなオイ。

　けどよ。無料っていい響ひびきじゃねーか。半額とかもな。閉店間ま際ぎわの総そう菜ざいコーナーはこの世の天国だと思うぜ。ただし同時に戦場でもあるけどな。ひゃっはー、そこの半額弁当は俺おれのもんだー！

「直なお樹き！　ヘラヘラしてんじゃないわよ！　気合い入れなさい、気合い！」

　ばしっと背中を叩たたかれ、夢ゆめの世界から帰き還かんする。

　背中をさすりながら振ふり返ると、体たい操そう着ぎ姿の桜さくら子こと朝あさ倉くらさんがいた。

「おう！　俺はやるぜ！　俺は必ずひまわりうどんの無料券を──」

「ちっがーっう！　フェーデでしょうが！」

「え？　あー、そうだったそうだった」

　わりぃ、完全に頭の中が別の目的で占しめられてたわ。だがフェーデにも勝ってオリエンテーリングでも勝つ。それが最高だとは思わないか？

「ていうか、伝説の木……むかつくわね。なんだってこんな旧時代の代しろ物ものを……」

　ぶつぶつ言いながら体操着を引っ張る。

　桜子がぶつくさ言うのも、もっともな話だ。なんたって、桜子たちの格好はブルマだからな。

　……ブルマだよブルマ。俺も本物を見るのは初めてだ。一昔前はこれがスタンダードっていうんだからびっくりする。普段の授じゆ業ぎようではハーフパンツが体操着になっているから、太もものつけ根まで見えるブルマに俺の方が恥はずかしくなっちまう。

　今回のオリエンテーリングは伝説の木のおかげ──いやいや、せいで、急にユニフォームが変更になった。

　いつも体育で使う体操服ではなく、ブルマや短パンといったものが支し給きゆうされている。いつもと違う、という意味では新しん鮮せんな気持ちだろうよ。制服姿しか見たことがない人の私服姿に思わずときめいてしまう……て、んなときめきをブルマや短パンで引き起こそうとするなよ！

　当然、俺も半はん袖そで短パン。こんなの小学校以来だぜ。

　桜子は合うサイズの体操着がなかったせいか、体操着の裾すそが太もものつけ根辺りまで隠かくしてしまう。ほんのわずかにブルマの色がちらっと見える。わざとか、わざとなのか!?

　全部隠れるより、全部丸見えより、ずっと威い力りよくが高い。なんの威力かはこの際さいふれないでおこう。強しいて言うなら……裏うら女じよ子し力りよく？

　伝説の木、お前……意外といい奴やつだったんだな……。

　しみじみ。じゃなくて！　そもそも桜子が、ブルマを下着姿のように恥ずかしがるのがいけない。お前は朝倉さんを見習え、朝倉さんを。朝倉さんだって体操着とブルマだけど、まったくこれっぽっちも動どう揺ようしてないぞ。

　ただし……だ。俺は動揺しまくりだけどな。

　いつも黒タイツの朝倉さんが、くるぶしまでの白ソックスを穿はいて白い生なま足あしを露ろ出しゆつさせていたら──目を向けても仕方ないだろ？

　なんていうかな。男の目には肌色を追う習性があるんだと思う。それは本能に基もとづく行こう為いであって、理性じゃどうにもならんのよ。そしてこの機き能のうは無む駄だに高性能で、自じ動どう追つい尾び機能もついてるんだ。

　……わかってください。マジでヘンタイじゃないんです。見るつもりはないのに、勝手に見ちゃうんです……！

　俺おれの葛かつ藤とうに気づいているのかいないのか、朝あさ倉くらさんはいつも通りクロスワードを解いている。さすが朝倉さん、どんな状じよう況きように置かれても冷れい静せいさを失わないぜ。

「あら皆みなさん、ここにいたのですか」

「舞まい……あんた、むかつくからあっち行きなさいよ」

　しっしっと手を振ふる桜さくら子こ。

「来て早々、ひどい言われようですね」

　いや、舞さん。今日きようの桜子にそれはちょっと気の毒かと……。

　正直、同情を禁じ得ない。

　今日の舞さんは長い黒くろ髪かみを後ろで束たばね、三つ編あみにしている。運動の邪じや魔まだから三つ編みにしたんだろうけど、この髪型もまた似合うなぁ。

　そしてやっぱり桜子たちと同じ体たい操そう着ぎとブルマ姿で、黒タイツ代わりに白のニーソックスを穿はいている。ここまでは、ほとんど桜子たちと差はない。
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　差があるのは胸だ。

　テントが張られてるんだが……。

　きゅっと持ち上がった胸元は体操着とブルマというフェチズム溢あふれる衣い装しようのせいか、異い様ような艶あでやかさを感じさせる。仮にだ。Ｔシャツとホットパンツだったとしたら──アリだな。うむ、それもアリだ。ってこれじゃ、仮定の話が成り立たん。

　ともかく舞さんの肉感的なボディに対し、桜子の空くう気き抵てい抗こうが少なそうなボディと来たら……新幹線の設計思想を反映しているんだな。走るの速いし。

　まあそんなだから、桜子が舞さんを邪じや険けんにするのも無理はない。

　ちなみに朝倉さんはちらっと舞さんを見て、ふっと鼻で笑った。自じ虐ぎやく的てきすぎんだろ、その笑い。遠い目しやがって……。

　そんな感想を抱いていたら、舞さんに鼻をきゅっとつままれた。

「直なお樹きくんはちょっと鼻の下を伸のばしすぎですよ」

　はっとなって体操着を引っ張って隠かくす桜子は、頬ほおを赤らめる。

「エロ直樹は理性を持った真人間に進化しなさい！」

　二人ふたりに指し摘てきされ、鼻をつままれた俺は「ふはーぃ」と鼻声で了りよう解かいする。

「水みず原はら先せん輩ぱいの性せい癖へきはフェチズムＭＡＸですね」

　頼たのむから人をヘンタイの頂点みたいに言わないでくれ。

　俺おれの鼻から手を離はなした舞まいさんは「それでは今日きようの打ち合わせをしましょう」と仕切り直す。

「そうね。睦むつ美みも告白してきた男子生徒と参加するみたいよ。伝説の木も完全復活してるわね。毎度きっちり仲を修しゆう復ふくしちゃってさ」

　鼻息荒く腕うで組ぐみする桜さくら子こ。細かいフラグによって、桜子の《天使の矢キユーピツド・アロー》で険悪になったはずの二人が仲直りしている。下へ手たをすれば関係修復にあたって、より深い絆きずなが生まれているかもしれない。

　これもまた、伝説の木の恐おそろしいところだ。

「そんで抜かりはないんでしょうね」

　仁に王おう立だちする桜子だったが、舞さんはおっとりと微ほほ笑えみ「大丈夫ですよ」と短く答えた。ちらっと舞さんが視し線せんを脇わきに移したので、俺もそれにつられる。すると視線の先にアポロンのメンバーである初等部の男女がいた。

　見覚えのある初等部カップルだ。

　相変わらず仲良さそうに手を繋つないでやがる。

「ふーん、あいつらがフラグを折るのね」

「加えてわたしも動きます」

　アルテミスよりアポロンの方が人材は豊ほう富ふなんだから、いちいち俺らが気を配る必要はないと思うけどな。なんだかんだ言って、あの初等部カップルは《アニマ》さえ命中すれば、必勝だろ。

　以前、あの初等部カップルの《アニマ》で、操あやつり人形にされた俺おれが言うんだから間ま違ちがいない。

「それじゃ、あんたたちがフラグを折るところを見届けさせてもらうから」

　桜さくら子こはそう言って俺の背中をばしんと叩たたき「しっかり見届けてきなさい」と送り出す。

　黒くろ木き先生たちのフラグを折るに当たって、見届け役に選えらばれたのは俺だった。朝あさ倉くらさんかなとも思ったんだが、桜子曰いわく「美み緒おはフラグを折れないでしょ。相手がのらりくらりと誤ご魔ま化かしても、プレッシャーをかけられないじゃない」だそうな。俺だって自在にフラグを折れるわけじゃないんだけどな。

　その点で言えば桜子自身が一番適てき任にんだろう。

　ただし、そうすると桜子の戦力を有効利用できない。せっかく黒木先生のフラグを折ると申し出てくれているのだから、そこは活いかすべきだ。

『続きまして──』

　放送で俺のクラスが呼び出される。

　舞まいさんはすでにスタートしているので、俺待ちだったのだ。

「そんじゃ行ってくる」

「くれぐれも気を抜くんじゃないわよ。いいわね。相手はあの腹はら黒ぐろ女おんななんだから」

「そこまで言わんでも……」

「あんたみたいなチョロい男はね、ころっと騙だまされるのよ！」

　さんざん釘くぎを刺されてしまった。

　うーん、もう少し信用してあげればいいのに。俺をな。




　　　　＊




　…………オリエンテーリングって、こんなにえっちな競きよう技ぎでしたっけ？

　俺の隣となりを歩く舞さんは、歩くたびにゆさゆさと揺ゆれていた。何が──と言うまでもない代しろ物ものがだ。全ぜん身しん全ぜん霊れいで目がそこに行かないようにしているのだけど、揺れている気配だけで理性が打ち砕くだかれそうだ。

　フェーデをやる前からすでに心身共に疲ひ労ろうしているんだが……。

　俺の苦労を知ってか知らずか、舞さんは「いい天気ですね」とか「黒木先生と男子生徒は、結けつ構こう仲がよくなったみたいです」とか「今度親しん戚せきの子が飼かってる子こ猫ねこを見せてもらいにいくんですよ」などと話している。

　俺なんか完全に上うわの空そらなんだけど……。

　あー、ダメだ。これじゃ、下心丸出しのダメ男じゃねーか。俺は紳しん士しでいなければならん。

「直なお樹きくん？　どうしました？」

「は？　え、あっ……！」

　呼ばれて、つい舞まいさんを見てしまった。初めは舞さんの顔に目が行ったのに、勝手に下へ降りていく。

「……………………ジャージを着るべきでした」

「ご、ごごご、ごめんなさい！」

　今日きようは五月にしては初夏並みに暑くて、ジャージなんかを着ていられるようなものじゃない。この辺りもきっと伝説の木が影えい響きようを及ぼしているのだろうけど、ぐっじょぶと讃さん辞じを送ろう。

　いやいや違う、ヤロウトンデモナイヤツダゼ。コンナコトシデカシヤガッテ。

「男の子ですから仕方ないでしょうけど、じろじろ見てはダメですよ」

「はい……」

　同年代の女の子から説せつ教きようを食らう俺おれ。情けねぇ。

　保母さんと悪ガキじゃねーか。

　それからも歩き続けたが、舞さんも恥はずかしさを覚えたのか、口数が減へって両りよう腕うでを身体からだにくっつけるように歩く。胸の揺ゆれを少しでも抑おさえようというつもりなのかもしれない。むしろ横から圧あつ迫ぱくされて胸が強きよう調ちようされてるんだけど……。

　十分ぐらい歩いただろうか。紳しん士し服ふくを扱う〝じぇんとる青山〟が見えてきた。あそこがチェックポイントだ。

　すでに幾いく人にんかの生徒が集まっていて、イベントに参加している。その集団の中に黒くろ木き先生と男子生徒がいた。

「なんだあれ？　ネクタイ？」

「どうやら女の子がネクタイを結んであげるイベントみたいですね」

　新しん婚こんさんちっくなイベントだな。黒木先生のハートを射い抜ぬく完かん璧ぺきな計画だぜ、伝説の木よ。

　見てると黒木先生は慣なれた手つきで、てきぱきと男子生徒の首にネクタイを巻いていた。男子生徒も驚おどろきをもって、その行こう為いを受け入れている。確かに普段の黒木先生からはイメージが離はなれている。

　彼は結ばれたばかりのネクタイを手にとって、黒木先生をしきりに褒ほめている。あ、先生柄にもなく照れてら。

　……はっ、イカンつい見とれちまった。

　嬉うれしそうにはにかむ黒木先生は、いつもの黒木先生じゃなかった。黒木睦むつ美みという女性が、そこにいた。先生もなぁ、正攻法を取り違えてなければ、もうちょっとモテるだろうに。

　にしても黒木先生、ネクタイ結ぶの早くて上う手まかったな。もしかして同どう棲せいでもして──るとは思えん。むしろ仮か想そう彼氏を相手に特とつ訓くんしてたんじゃないか。黒木先生はそういう努力というか、妄もう想そうをしてそうだ。

『将来、彼氏がサラリーマンだったときのことを考えてるの』

　なーんて言いそうじゃないか。そして誰だれもいない部屋でにやにやして、ハッと我に返ってどん底まで落ち込むんだ。なんて読みやすい。

「はい直なお樹きくん、こっち向いてください」

「ふへ？　へぉい!?」

　しゅるっとネクタイを巻きつけられて、驚おどろいてのけぞってしまう。

「あっ、動かないでください。結べません」

　いつの間にか舞まいさんがネクタイを手に俺おれの前に立っている。手にはネクタイの結び方が書かれた紙があり、俺を前にして「ここを……こう」などと呟つぶやきながら手順を確かく認にんしている。

　ぐあ……近すぎる。ネクタイを結ぶためとはいえ、この距きよ離りは犯はん罪ざい的てきだ！　体たい操そう着ぎにブルマの舞さんはいつもよりずっと薄うす着ぎで、なんというか……その……あまりにも身体からだのラインがわかってしまって頭がくらくらしちまう。

　それに今日きようは三つ編あみにしているから、いつもは隠かくれている耳や首くび筋すじが見えてドキドキする。いつもとちょっと違うだけなのにな。

「あ、いや……いいよ別に。黒木先生たちを追わないと」

「でも直樹くんはひまわりうどんの無料券とかが欲しいのでしょう？」

「………………」

　ちょっと嬉うれしくなってしまった。俺を気き遣づかってくれる舞さんの心こころ意い気きが嬉しい。と同時に、なんだか気き恥はずかしさも覚える。

「もらえるかどうかはわかりませんけど、できる限り協力しますね」

「う、うん、ありがとな」

「いいえ、お気になさらず」

　すっと手を伸のばされ、慌あわてて空を見上げる。見たらダメだ見たらダメだ見たらダメだ！

　しゅっ。しゅる。ネクタイが擦すれる音が耳に心ここ地ちいい。うあー……すごくこそばゆい。他人にやってもらうってのは、こんな照てれくさい気持ちになるもんなのか。

　黒くろ木き先生、その努力は意外にも効こう果か抜ばつ群ぐんかもしれないぞ。ただし相手がいなけりゃ、意味がないけど。

　何をするのもそつがない舞さんだからこそ、ぎこちなく一つ一つの手順をこなしていく姿は、見ていると胸の奥がほっこりしてくる。初うい々ういしさがたまりません。

「はいっ、できました！」

　びろーん。バランス……悪ッ！　結び目はいいけど、長さの均きん整せいが取れていない。

　舞さんには申もうし訳わけないけど、ちょっと不格好だ。仕方ない話だけどな。自分で結ぶのと人のを結んであげるのとじゃ、勝手が違いすぎる。

　舞さんも気づいたのだろう。唇くちびるを尖とがらせ「不格好ですね」と憮ぶ然ぜんとする。

「ま、まあ一応係員に確かく認にんしてもらおうぜ」

　ネクタイは結んだ後、係員に合格をもらわなければならない。ところが舞まいさんは結んだばかりのネクタイをほどいてしまった。

「ダメです。こんな状じよう態たいを人ひと様さまにお見せすることはできません」

　もう一度手順を書いた紙に目を通す。もうすでに目的を忘れつつあるような……。忘れがちだけど、舞さんも頑がん固こなんだよなぁ。適てき当とうでいいか、で済ませる人じゃないんだよ。

「んじゃ、俺おれが手順の紙を持ってるから、見ながらゆっくりやろう」

「はい、お願いします」

　舞さんが見やすいように、Ａ４サイズの紙をみぞおちの辺りで広げる。俺と舞さんは宝の地図を見つめる冒ぼう険けん家かのように頭を突き合わせ、おもむろにうなずき合った。

　いざ……！　と舞さんが一歩近づく。




　…………………まさか、こんな!?




　胸が邪じや魔までプリントが見えないって、どうよ……。

　桜さくら子この奴やつが見たら発はつ狂きようするんじゃねえか？

　自己主張の激はげしい胸に舞さんも俺も無言になってしまった。かといって距きよ離りを取ると、舞さんが腕うでを伸のばさなくてはいけなくて、作業がしにくくなる。

「あ、あははははっ、こ、こうすればいいんだよな！」

　舞さんが視線を落とさなくても済むよう、目線の高さにプリントを立てようとする。

「ひゃん！」

「ッ!?」

　プリントを立てるとき、胸に手がかすっちまった……。

　声を出した舞さんは口に手を当てて顔を赤くしている。つい出てしまった声が、自分でも恥はずかしかったみたいだ。
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　俺はと言えばダラダラと脂あぶら汗あせにまみれ、もう脱だつ水すい症しよう状じよう一歩手前だ。頭がくらくらしてきた。やっちまった。わざとじゃないにせよ、これはもうセクハラと言われても仕方がない。

　ところが、

「すみません……無む駄だに大きくて……」

　極きよく限げんまで緊きん張ちようしていた俺の耳に届いたのは、舞さんの思いがけない謝しや罪ざいだった。

　心なしかヘコんでいる。まさか作業の邪魔になるとは思わなかったんだろう。な、何か言わなくちゃ……！

「大丈夫！　全然無駄じゃないから！」

　大声でフォローしておいてから、はたと気づく。

　あれ？　なんか違う……。

　おいおい、俺おれは何をフォローしてるんだ。大きい胸が無む駄だかどうかの問題じゃねぇ……。さすがにドン引きされるだろ。

　覚悟を決めて舞まいさんの反応を窺うかがっていたら、案の定ジトッと見られてた。うう、ですよね。そんなフナムシを見るように蔑さげすんだ視し線せんを向けますよね。ホントごめんなさい。

　ああ……終わった。舞さんに嫌きらわれた……。せっかく色んなことがあって仲良くなれていると思ってたのに……。

　がっくりと肩を落としていたら、ぷっと吹き出された。へ？

「いいんですよ。男の子ですからね。ホントに男の子は胸が好きですよね」

「ええ……まあ……」

　ええ……まあ……じゃねぇよ！　否定しろよ俺！　思わず頷うなずいちまった！

　だが真実、ではある。ああそうさ。偽いつわらざる俺の気持ちを語るのなら──おっぱいラヴ！　引きたいのなら引けばいいさ。だがな、これだけは言わせてくれ。

　貧ひん乳にゆうも巨乳も等ひとしく大好きだ！　夢ゆめとロマンと現実が絶ぜつ妙みようにブレンドされたもの。それこそが──って違う！　俺が言いたいのはそこじゃない。完全に道を踏ふみ外はずしてる。こんなんだから、口を滑すべらせて舞さんに嫌われそうになるんじゃないか！

　舞さんはわざとらしいほど大きなため息をついて、おっとりと微ほほ笑えみながら釘くぎを刺す。

「見てしまうのは仕方ないですけど、開き直らないでくださいね。たとえ見てしまったとしても、黙だまって目をそらすのが紳しん士しですよ。女性も気づいていながら、あえて突っ込まないのですから」

「はい！」

　返事をしつつ背せ筋すじぴーん！

　多分、人生で一番いい返事をしたと思う。

　そして俺おれってば、まるっきり子供扱いなのな。格好悪すぎ。

　再びネクタイ結びの作業に戻ると、舞まいさんは二度目にして早くもコツを摑つかんだのか、綺き麗れいに結び終えた。

「これならばっちりだ。絶対合格するよ」

「うふふ、我ながらいい出来だと思います」

　早速係員に見せようとしたら、「ちょっと待ってください」と呼び止められた。

「曲がってますよ」

　俺の胸に手を置いて、ネクタイをきゅきゅと直す。

「あ、ありがとう。それじゃ、見せてくるっ」

　こ、これはいわゆる一つの新しん婚こんさん！　なのではっ！

「行ってらっしゃい、あ・な・た」

　ぶふっ！　なんてこと言うんだ!?　破は壊かい力りよくがありすぎる！　……でもいいなぁ。舞さんと新婚さんいいなぁ。

　ちなみに今吹き出したのは俺だけじゃない。俺の近くにいた男子も同じ反応をしてる。

　ただ俺とそいつらの違う点は、俺はにやにや気持ち悪い笑みを浮かべ、そいつらはぎりぎりと歯がみしながら血涙を滴したたらせてるってことだ。

　月のない夜って……何日後だったっけ？

　ともあれチェックポイントの印を押してもらった俺は、舞さんのところに戻る。

　痛いたい。視し線せんが痛い。「けっ、新婚ごっこか？」「アレがもげればいいのに」「あいつ、この間可愛かわいい子二人ふたりに両りよう腕うでを摑まれてなかったか!?」「あ、もしもしオカ研？　呪のろって欲しい奴やつがいるんだけど」などなど。これだけの怨えん嗟さが集まれば、呪いの一つや二つ、ホントに降りかかってきてもおかしくない。

　……帰りにお守り買ってこよう。うん。

「一いちノの宮みや先せん輩ぱい」

　俺が戻るのと同時に舞さんの背後から声がかけられる。

　見ればアポロンに所しよ属ぞくする初等部カップルがいた。こいつらもすでにネクタイを結んでいる。おまけに手も繋つないでいる。指を絡からめる恋人つなぎだ。今なら周囲の連中と手を取り合える。こいつぁーイラッとくるぜ。

「あらあら、ご苦労様です。もう終わりましたか？」

「うん」「睦むつ美みちゃんには悪いことしたかな」

　え……この口ぶりからすると、すでにフラグを折ったってことか？　いつの間に……。俺おれが新しん婚こんごっこにうつつを抜かしている間に、アポロンはそつなくフラグを折っていたのか。

　報告を受けていた舞まいさんは初等部カップルが指さす方を向く。俺も向いた。黒くろ木き先生が呆ぼう然ぜんと座り込んでいる。口を半開きにして魂たましいが抜けていた。

「何をしたんだ……？」

「小さいって言ったら」「男の方が怒おこっちゃった」

　……器うつわが小さいってことだよな。うん。多分な。

「短いって言ったら」「男の方ががっくりしてた」

　……気が短いってことだよな。うん。多分……な。

「かぶってるって言ったら」「男の方が、ヤメテ！　って泣きながら逃にげた」

　……猫ねこをかぶってるってことだよな。うん。って、こいつら容よう赦しやねぇ！

「それと」「誰だれかから攻こう撃げきを受けそうになった」「どっかの《アニマ》」「フラグは折ったけど」

　え？　こいつら、誰から攻撃を受けたんだ？　もしかしてガイアが？

　話を聞き終えた舞さんは「ご苦労様でした。引き続きオリエンテーリングを頑がん張ばってくださいね」と言って、立ち去る二人ふたりに手を振ふる。

「あの子たち、上位の賞品である旅行チケットを手に入れて、ご両親にプレゼントするんですって。健けな気げですね」

「健気っていうか、すでに社会人カップルの領りよう域いきじゃね？」

　なんなの。これがリア充なの？　初等部からすでにご両親にプレゼントとか考えちゃう出で来き杉すぎくんなの？

「ところでさっきの二人、誰かに攻撃されたらしいけど」

「おそらくガイアだと思います。直なお樹きくんが一いつ緒しよにいますからね。黒木先生のフラグだけはアポロンとアルテミスが共同で当たると思ったのかもしれません」

　それって勘かん違ちがいって奴やつじゃ……。実質、アポロンだけでフラグを折ったようなもんだ。

　何はともあれ、無事にフラグが折れたのはよかった。

「少しだけど、一緒に回れて楽しかったぜ。ネクタイの件、ありがとな」

「いいえ、気にしないでください。わたしも楽しかったですから。それより直樹くんがアポロンに入ってくれれば、他ほかのことに気を取られずに楽しめますよ」

「あ、あははははっ、桜さくら子こがおっかないんで」

「桜子さんを放っておけない。の間違いでは？」

　にこにこ顔で抉えぐってくるね。だけど、その質問には苦笑するしかないな。何しろどっちも本当のことだからさ。

「わたしは直なお樹きくんのそういうところ、結けつ構こう気に入ってますよ。桜さくら子こさんのこと、よろしくお願いしますね」

　たおやかにお辞じ儀ぎして立ち去る舞まいさんを見送り、「そんな大たい層そうなもんでもないって」と呟つぶやく。

　おっと、桜子に連れん絡らくしないとな。まだ二組残ってる。




　　　　＊




　桜子と合流した俺おれは、合流早々に桜子から逃にげたくなった。不ふ機き嫌げん顔の桜子は腕うで組ぐみをして、指先で二の腕をトントンしている。

「で、美み緒おに確かく認にんしたところフラグは折れてるみたいなんだけど……」

「そりゃよかったじゃねえか！　なっ、舞さんは信用できる人なんだよ！」

「こんなことをしてたけどね」

　ぴらぴらと一枚の写真を振ふって、俺の精神を攻こう撃げきしてくる。

　セピア色の写真には二人ふたりの男女が写っていた。数十年経たっていそうな色だけど、ほんの数十分前の出来事を写した写真であることは明白だ。だって俺と舞さんが写ってるもん。

　客きやつ観かん的てきな視点で撮とられた写真は、ほとんど抱き合うような姿でネクタイを結んでもらっている光景が写っている。いやいやいや、こんなにくっついてねーから！　捏ねつ造ぞうだ！

「とある親切な人が売りつけてきたわ」

「……買ったのか」

「うるさいわね！　買わなくていいんですか？　買わなかったら後こう悔かいするんじゃないですか？　なんてねちっこく言われたら、買うしかないでしょうが！　三割引って言うから！　三枚で五割引にするって言うから！　最終的に値切ったら七割引になったんだから！」

　割引率の問題じゃねぇ！　お前は何をやってるんだ！　どう考えても、そいつの役目は足止めだろ。俺でもわかったよ。舞さんたちがいない間にフラグを折るはずが、すっかり足止めされてるじゃねーか！

　はぁ、やれやれだ。まあ一番悪いのは、写真を撮って売りつけてる奴やつだけどな。前回のフェーデで俺と朝あさ倉くらさんのほにゃほにゃ……を撮った奴と同じだろう。けど時間から考えると、その場にいたとは考えられないんだよな。てことは……過去か未来を写す？　さすがにないか。

「んで、フラグを折るための行動がこれって、どういうことよ」

「これは……だな。そうっ、いわゆる一つの布ふ石せきという奴でな」

「ほー」

　フクロウが一匹。

「チェックポイントで黒くろ木き先生がいて」

　かくかくしかじか。と説明した後──

「ほーっ、ほーっ」

　フクロウが二匹になった。

「つまりアポロンの仲間がフラグを折ってる間、あんたと舞まいはイチャイチャしてたと。そうなるわけね」

「間違っちゃいないが正しくもねえ！」

　ポイントのために舞さんが気を使ってイベントに参加したことを伝え、そこに恣し意い的てきなものはないと弁べん明めいした。が、胡う乱ろんな表情はちっとも変わらない。

「いいか、落ち着いて聞いてくれ」

　ちくっ。

「痛いたっ」

　背中がぴりっとした。なんだぁ？　静せい電でん気きにふれたみたいな痺しびれが──

「ッた！」

　俺おれが背中を振ふり返っていると、桜さくら子こからも小さな悲鳴が上がった。

　桜子も俺と同じように背中をさすっている。

　お互いに顔を見合わせ、首を傾かしげる。周囲には何もない。ただ耳を澄すませると羽音が聞こえたので、もしかしてハチでもいるのかとあらためて辺りを見回す。すると一いつ瞬しゆんだけ、視界の端はしに黒と黄色のシマシマを見た。やっぱりハチか!?

　けれど視界に捉とらえたのは一瞬だけ。すぐに見えなくなってしまった。

「……何だったのかな。大丈夫か桜子」

「わたくしなら大丈夫です。それよりもさっきの話。お兄さまってば、はぐらかしてばかりではありませんか。……そんなにわたくしにはお話しできないことなのですか？」

　しょんぼりと視線を落とす桜子は心から悲しがっており、俺としては非常に申もうし訳わけない気持ちになる。

「あーうん、悪かったって。でもその話は後でな。今は大おお庭ば先せん輩ぱいのフラグを折らないと」

　桜子は慎つつましげに立ちながら、「そうですわね」と不ふ承しよう不ぶ承しようといった様子で頷うなずく。まだ何か言いたげだが、俺は背を向けて大庭先輩の後をつけた。

　さすが黒くろ木き先生のイケメンファイルに載のる大庭先輩は、体たい操そう着ぎ姿でも格好いい。半はん袖そで短パンなのに格好いいってずるいよな。

「足が短くてもお兄さまは格好いいですよ」

「褒ほめてねぇ!?　大体だな、勝手に心を読むなよ！」

「ご、ごめんなさい……わたくし本当のことを言っただけですのに」

　……本当のことって、足が短いこと？　格好いいこと？

　口元に手を当てて恐おそる恐る俺を窺うかがってくる桜子。こいつは昔っからこうだ。兄あに貴きである俺を敬うやまってるんだけど、どこか天然なところがあって──ん、昔？　桜子の奴やつ、昔からこんなだっけ？

　どこからともなく違い和わ感かんがわき上がる。

「どうかしたのですかお兄さま」

「いや……なんか変な感じがして……」

「お兄さまが変なのはいつものことですが」

　桜さくら子この天然ボケも聞き流すくらい、違和感が気になった。

「あのさ、桜子って……桜子だよな」

「ええ、桜子は桜子でございます。お兄さま……とは、残念ながら血が繋つながっておりますわ」

「義ぎ妹まいかどうかなんて訊きいてないよ！」

「一番気になっているのかと思いまして」

　わたくしはお兄さまがヘンタイだとしても、警けい察さつに突き出しませんから安心してください。なんて、しれっとした顔で言いやがる。代わりに土ど蔵ぞうとか地ち下か牢ろうとかに閉じこめられるんだろ。オチが読めるんだよ。

　まったく世の中の諸しよ兄けいに教えてあげたい。桜子の見た目に惑まどわされてはいけないと。世間一般では清せい楚そ系美少女とカテゴライズされる桜子だが、中身は外見通りじゃない。最近でこそツッコミという名の暴ぼう力りよくは控ひかえめになったが、それでも──

　……あ？　また変な感じが……。桜子がツッコミという名の暴力？

　額ひたいを押さえ頭を振ふる。靄もやがかったような感覚が気持ち悪い。

「あの……本当に大丈夫ですか？　具合が悪いなら保健室に行きましょう。タクシーを呼びましょうか？」

　気き遣づかわしげな表情で俺の背中をさすってくる。なんだかんだ言っても、桜子は優やさしい子だ。いつもこうならいいんだけどな。

「大丈夫だ。悪い、心配させちまったな」

「本当に大丈夫ですか？　お兄さまはいつもわたくしを心配させることばかり。この間も伝説の木を倒たおすために身体からだを張って……お兄さまはもっと自分を大切になさってください」

「はいはい、わかったわかった」

　静かに怒おこる桜子は「本当にわかっていますか？　では約束してください。他人の為ために自分をなげうってまで助けようとしないと」そう言って小指を差しだす。

「大げさだなぁ」

　と言いつつも、俺も指を差しだして桜子の小さな指に絡からませる。

　指切りげんまんをした俺は「さて急いで追わないと」と、桜子の手を引いて走り出す。

「お兄さま待って！　そんなに早く走っては」

　……あ、れ？　桜子が俺に引っ張られて、る？　逆……いや、これでいいのか？　なんか、違うような……。

　違い和わ感かんを覚えたものの、小走りで大おお庭ば先せん輩ぱいが消えた先に進む。




　大庭先輩たちを目で捉とらえたのは、チェックポイントで風船を割わってるところだった。このチェックポイントでは参加資格にカップルである必要はないけれど、二人ふたり一組で参加するように指定されていた。

　一応、どうしても一人ひとりで参加したい！（どうやっても一人でしか参加できない！）という人のためにマネキンを用意してある辺り、運営委員はそつないと思う。そしてそのマネキンは、意外に人気者で順番待ちしていた。

　もちろん大庭先輩たちはカップルで参加している。

　ふくらんだ風船をお互いの胸やお腹なかで挟はさみ、照てれくさそうにしながらぎゅっと抱き合う。

　ぱんっ。と綺き麗れいに割れればいいが、割れないとぎゅうぎゅう抱きしめ合う羽目になる。むしろそっちの方が、カップルとしてはいいのかもしれない。

　このイベントのポイントは、風船を割るというルールが抱き合う理由として定てい義ぎされてることだ。建前がある以上、「しょうがないよね、ルールだし」と抱き合うことのハードルが下がる。

　伝説の木め、見事な仕事ッぷりじゃねえか。

「はい、お兄さま。風船取ってきましたよ」

「準じゆん備びいいな」

　って、そうじゃねえよ！　なんでイベントに参加するんだよ！

「フラグを折るんだから、舞まいさんたちが来てないうちに《天使の矢キユーピツド・アロー》を撃うち込むべきだろ」

　言いながらアポロンのメンバーがいないかと辺りを窺うかがう。……少なくとも見える範はん囲いにはいないみたいだ。ただ舞さんのことだから、死角に潜ひそんでいる可能性は十分にある。第一、俺おれたちはアポロンの全員を知ってるわけじゃない。

　あの舞さんが切り札を残さずに勝負するはずがないだろ。

　必ず切れる手札は持っているはずだ。

「お兄さま、よく考えてみてください。こんなところで突っ立ってたら、変な目で見られるだけです。オリエンテーリングに参加しているという感じを出しておくべきではないでしょうか。わたくしたちもカップルに偽ぎ装そうをしましょう」

「……それもそうか」

　誰だれにも邪じや魔まされない距きよ離りから狙そ撃げきするのもありだ。以前のフェーデのときみたいに、黒くろ木き先生の《奥の手ラスト・リゾート》が邪魔してくるかもしれない。それに周囲は人が多いから、遠距離から撃つと関係ない人に当たる可能性がある。

「それと、ひまわりうどんの無料券とかが欲しいのでしょう？　わたくしが手伝ってあげます。舞さんが手伝ったなら、妹であるわたくしが手伝わないのはおかしいでしょう？」

　まったくこいつと来たら、昔っからそうだよな。いつも舞まいさんと張り合ってさ。張り合いすぎて、いつの頃ころからか舞さんみたいな丁てい寧ねいな喋しやべり方になっちまった。

「なんですか？　にやにやして」

「んーにゃ、なんでもねえ。それよりやるか。何個割わればいいんだ？」

　風船を受け取り、腹に当てる。いや、胸の方が割れやすいのか？

　桜さくら子こは俺おれの視線に気づいたのか、胸を両手で隠かくし「お兄さま……あんまりです」と涙目で怒おこる。すまん。舞さんなら迷うことなく腹なんだけど、桜子の場合だとなぁ……。

「セクハラばかりしていると、将来わたくしがテレビに向かって『やると思っておりました』とコメントする羽目になりますよ。お兄さまも長男としての自覚を持ってくださいまし」

「お前って俺のこと全然信用してないのな」

「お兄さまがちゃらんぽらんなのがいけないのです。ですからわたくしはお兄さまから目が離はなせないのですよ。気がつくと周囲に女の子が増ふえておりますし。このままではお嫁よめに行けません。責任とってくださいまし」

　ぶつくさと文句を言いつつも、桜子は俺に近づいて腰こしに手を回してくる。

「………………何ですかその目は」

　俺と桜子の間に挟はさまれた風船。このまま抱き合えば圧力がかかって割れる。が……

「いや……まあ、なんだ……貧ひん乳にゆうでも役立つときがあるんだなと」

　どむ！　ぐあああああああああっっ！　ショルダータックルが腹に！　風船も割れた！　コノヤロウ、勢いきおい余って風船以外にも被ひ害がいが出てしまったようですわね。みたいな顔しやがって！

「お兄さま……世の中には口にしてはいけない言葉というものがあります。たとえ思っていても口に出してしまってはいけないのです」

「お前の身長が無む駄だに低いのが問題なんだろ……！」

　呻うめく俺を見下ろし、桜子が冷ややかな視線で睨にらみつけてくる。

　普通の風船割りは腹と腹の間に風船を置いて抱き合うのだが、俺と桜子がそれをやると、俺は腹でも桜子は胸になってしまう。

　桜子の胸が舞さん並みだったら……それはそれは卑ひ猥わいなことになっただろうよ。

　けど幸いなことに桜子の胸は板！　俺の腹ふつ筋きんと合わせれば無理なく風船が割れるってもんよ！　誇ほこるんだ桜子、お前は選ばれた人間だ！

「桜子、お前のそれは確かに貧乳かもしれない。だがニーズ」

「辞じ世せいの句くはそれでよろしいですね」

　え？

　ぎらっとオオカミみたいな眼まな差ざしで射い抜ぬかれた俺は、関かん節せつに風船を押しつけられ──

「ギャアアアアアアアアアアッッッッ！」

　コブラツイストをかけられた。

　パン、パンパンパン。と小こ気き味みよい音。

　風船を押しつけ、ネックブリーカー。

　風船を押しつけ、ロメロ・スペシャル。

　風船を押しつけ──

　結局全部、関かん節せつ技わざで割わる羽目になった。

　コノヤロウ……俺おれが意外と頑がん丈じようじゃなかったら、今いま頃ごろ大変なことになってたぞ。すっきりした顔しやがって。

「さーくーらーこーっ」

「なんですかっ。お兄さまがヘンタイっぽいことを言うからいけないのです！　わたくしはまだ成長過か程ていです！　サナギです！」

　慎つつましい胸を隠かくしつつ、ふしゃーっ！　と威い嚇かくする桜さくら子こだが、俺も兄あに貴きとしてやられっぱなしではいられない。兄としての威い厳げんを取り戻さねば。

「お前には兄を敬うやまう気持ちを教えてやらなきゃならんようだな！」

　飛び起きた俺が桜子に襲おそいかかろうとした矢先、頭の中で引き金が引き絞しぼられる。これは《アニマ》発はつ動どうの!?

　見る間に大きくなる力は、押さえつける暇ひまもなく解放される。

　ばさぁっ。大きな漆しつ黒こくの翼つばさがそそり立つ。鳥の翼に金きん属ぞくが融ゆう合ごうした異い質しつの存在。《分岐粉砕フラグ・ブレイカー》が発動する象しよう徴ちようとして現れる翼を確かく認にんした俺は、思わず拳こぶしを固めて桜子にどうだ！　と言わんばかりの得意げな顔を向けた。

　桜子も興こう奮ふんした面持ちで大おお庭ば先せん輩ぱいたちを指さす。俺たちの間にあったわだかまりは、綺き麗れいさっぱり消えていた。

「お兄さま今です！」

「任せろ！」

　射しや程てい範はん囲い内に大庭先輩を捉とらえる。あふれ出す力を言葉に乗せ──ると社会的に白い目で見られるから、心の中でトリガーを引く。




　ふぅぅぅぅうぅぅうぅぅぅぅらぁぁぁぁぁぁぐ！　ぶれいかぁ─────────ッッッ！




　翼が羽ばたき、波は紋もんが周囲を薙ないでいく。

　と同時に女の子の悲鳴と、ぱしん！　という平手打ちの音が聞こえてきた。そちらを窺うかがえば頬ほおを押さえる大庭先輩と、自分の身体からだを抱きしめる女の子の姿が。アスファルトに落ちた風船が転々と転がっていく。

　イベント中に変なところでも触さわったのだろう。強制力が働いている間は「やーだぁ♪」とか言いつつイチャイチャする要よう素そだったろうに、急きゆう展てん開かいとはまさにこのことだ。イチャついてたら、不意に真顔で「オイやめろ」とか言われてみろ。男としちゃ、ショックがでかい。俺おれなら立ち直れない。

　呆ぼう然ぜんとする大おお庭ば先せん輩ぱいを置いて、女の子は逃げ出してしまう。

　ざわついていた生徒たちも大庭先輩が足早に立ち去ると、次第に平へい静せいを取り戻していった。

　これで大庭先輩たちのキスフラグは終わった。見事にフラグをへし折り、勝利の余よ韻いんに浸ひたる俺たち──のはずが、俺と桜さくら子こはお互いにしかめっ面つらで見つめ合っていた。

「…………お兄さま？　はぁ!?　キモいキモいキモいッ！　なんであたしが、あんたのことをお兄さまなんて呼ばなきゃいけないのよ！」

「そ、そんなこと言ったって、俺のせいじゃないだろ！」

　ぎゃあぎゃあと言い争う。

　なんで俺たちは違い和わ感かんを覚えなかったんだ？　いや、確たしかに違和感はあった。けれどそれが形になることはなかった。

「これは《アニマ》ね……誰だれのかはわからないけど、攻こう撃げきを受けてたんだわ」

「そうみたいだな。やっぱ、アポロンかガイアなんだろうな」

「アポロンじゃないわ。ガイアね」

「なんで言い切れるんだよ」

「さっき《分岐粉砕フラグ・ブレイカー》を使った際さい、あの子の金きん髪ぱつがちらっと見えたの。すぐに人ひと混ごみの中に消えちゃったから、一〇〇％本人だとは言い切れないけどね。それでもあれだけ綺き麗れいな髪かみだもん、見間違えるとは思えない」

　綺麗な髪が仇あだとなるってのも変な話だよな。きっと００７なんかに出てくる美人スパイなんていないんだぜ。記き憶おくに残っちゃうもんな。そう考えるとロマンがねぇなぁ……。

「さっきの痛いたみが奴やつらの攻撃ね。ほら、チクッとしたじゃない」

「そういえば痛みが走ったとき、ハチを見たような気がするな」

　桜子はハチ……ハチ……と呟つぶやきながら首を傾かしげている。

「どういう《アニマ》かわからないけど、ガイアが絡からんできてるのは間違いないわ。あんたの言うようなハチにも警けい戒かいしましょ」

「おう。とりあえず朝あさ倉くらさんに合流しないか。一人ひとりだと心細い──てことはないとしても、朝倉さんの《アニマ》じゃフラグは折れないからさ」

「そうね……そうしましょ」

　桜子が朝倉さんに連れん絡らくを取る間、俺は桜子の言葉を反はん芻すうしていた。

　ガイアによる攻撃ねぇ……。桜子と兄妹になるなんて、二度とごめんだぞ。




　　　　＊




　朝あさ倉くらさんと合流した俺おれたちは、オリエンテーリングに参加中の生徒たちに混じって歩きながら、先ほど経けい験けんした出来事を話す。

　すると朝倉さんは「兄妹ですか」と言って、俺と桜さくら子こを交こう互ごに見た。

「いつもとあまり変わらないのでは？」

　などと、とんでもない感かん想そうを口にする朝倉さんは「兄である水みず原はら先せん輩ぱいが、妹である桜子さんに勝てるわけないじゃないですか」とわけのわからないジャンケン理り論ろんを出してきた。

「兄が妹に勝てるわけないのです。暴ぼう力りよくを振ふるえばその時点で負け、かといって口くち喧げん嘩かで勝てるわけもなく」

　実に的てき確かくな指し摘てきをしてくる。

「そもそも水原先輩のキャラは『兄より優すぐれた妹などいねぇ！』というスタンスの雑ざ魚こ、いえやられ、いえヘタレキャラじゃないですか」

「二回言い直したけど全部ダメだよねぇ!?」

「一いつ生しよう懸けん命めい考えたのですが、水原先輩のキャラはこれ以上ランクアップできなくて。本当に土下座したいくらい申もうし訳わけなくて……ごめんなさい」

「心から謝あやまられた!?」

　フォローできないくらい俺のキャラは酷ひどいのかよ。

「はいはい、美み緒おも直なお樹きで遊んでないの」

「すみません桜子さん。水原先輩の顔を見ると、どうしてもイジりたくなってしまって……。可哀かわい想そうな私です。水原先輩さえいなければ、こんな症しよう状じように苦しめられずに済むのに」

　ホントは嫌いやなんだけど……なんて雰ふん囲い気きは微み塵じんも感じなかったぞ！　しかも被ひ害がい者しやは俺だろ！　ナニ被害者ぶってんの!?

「直樹も、さっきはいい仕事ッぷりだったけど気を抜かない」

　桜子も完全にお母さん化してやがる。はいはい、あんたら仲いいねー。ってな感じでスルーされた。むしろフェーデを意い識しきしている分、俺よりずっとマシかもしれない。

「宇う佐さ美みくんの様子はどうだったの？　アポロンからのアプローチはあった？」

「いえ、少なくとも私が見ている限りでは何も」

「舞たちの姿を見たとかは？」

「それもありませんでした」

　ふむ……と頷うなずいたきり、黙だまる桜子。何を考えているんだろう。

「変……よね」

「私もそう思います」

「……何が？」

　桜さくら子こと朝あさ倉くらさんから冷たい視し線せんをいただきました。いや、だってホントにわかんねーんだよ。

　肩をすくめた桜子は「あんたの頭は何が詰つまってるの？」と大おお仰ぎようなため息をつく。すると俺おれが何かを言うより先に朝倉さんが「〝金〟と〝女〟が半々ですね」などと答えた。

「ろくでなしね」

「まったくです」

　俺の意見はどこに!?

　……あれ？　もしかして……少し当たってる？　金は金でも借金だけど。女は……桜子や舞まいさんに対して隠かくし事ごとがあるし、朝倉さんにもある。具体的にお風呂……とか、操あやつられ……とか、そんな感じの。

「そ、そんなことより何がおかしいんだよ」

「舞たちアポロンはフラグを守る側なんだから、カップルを護ご衛えいするか、あたしたちみたいな折る側をマークしなきゃなんない」

「そうだな。現に俺たちは、ガイアからの攻こう撃げきを受けた」

　兄妹になったときを思い出したのか、桜子は奥歯でぎりっと怒りをかみつぶして続きを話す。

「けど舞たちアポロンの主力は現れなかった」

「……そう言えば」

「大おお庭ば先せん輩ぱいのところにいなかった。なら宇う佐さ美みくんたちを護衛しているのかと思ったんだけど──美み緒おは姿を目もく撃げきしていない」

「朝倉さんだって見つけられなかったりするだろ」

「そうね。一〇〇％ではないわ。だから直感に近いのだけど、あたしは変だと思う。あの舞が、こうもあっさりとフラグを折らせるなんてあり得ない。少なくとも二組のカップル、両方に護衛をつけた上であたしたちをマークする。それぐらいはするでしょ」

　背景に何があるのかは桜子もわからない。しかし裏うらで糸を引いてるであろう舞さんのことは、誰だれよりもわかるってか？　微ほほ笑えましいんだか、なんなんだか。

「本気でフラグを守るなら舞や初等部のガキ共が来るはずでしょ。でも大庭先輩のところにはいなかった。だから宇佐美くんの方に舞が来てるかと思ったの」

「ところが来てなかった。だからおかしい、ってわけか。了りよう解かいだ。理解したぜ」

　丁てい寧ねいな説明のおかげでよくわかった。確かに言われてみれば違い和わ感かんがある。

　うーむ、何を意図しているのか、さっぱりわからん。

　さっぱりなのは桜子も同様みたいだ。

　おかしいと思っていても、相手の意図がどこにあるのかまでは読み切れていない。朝倉さんもこれという意見はないようだ。

「とりあえず宇佐美くんの様子を見つつ、舞たちの動向を探さぐるわ。なんたってあの腹はら黒ぐろ女おんなですもの。何か裏うらがあるかもしれないからね。それにガイアの妨ぼう害がいも明めい確かくになったし、注意していきましょ」

　こうして俺おれらは宇う佐さ美みくんの後に続いて、お化けアーケードに足を踏ふみ入いれた。

　チェックポイントであるアーケードは、通り一本を丸ごとお化け屋や敷しきにしてしまうという代しろ物ものだ。手前から入って向こう側に抜ける。ショートカットにもなるしイベントでポイントも得られるというものだ。

　さすがにアーケードを丸ごとお化け屋敷にするだけあって、企き画かく者しやは気合いが入っている。待っている間にもでっかい悲鳴が聞こえてきた。

　途中で列から離はなれる人もいるほどで、そのたびに係員がにやりとほくそ笑む。

　宇佐美くんたちも列を離れるかなと思っていたら、彼は女の子と一いつ緒しよに入っていった。若じやつ干かん、顔が引きつっていたような気もしたけれど、やせ我が慢まんしてでも男のプライドを守る気か。さすがリア充予よ備び軍ぐん。

　桜さくら子こは……うん、問題ない。鼻息荒く、宇佐美くんたちの消えた先を睨にらんでいる。

　朝あさ倉くらさんは──

「朝倉さん、もしかしてお化け屋敷とか苦手？」

　びくっ。

　わかりやすい反応だこと。何よりもクロスワードの答えが『おばけ』なのに、朝倉さんの解答は『いない』になっている。

「平気です。この二十一世紀、文明開化の足音が聞こえていた時代とは違うのです。おばけ？　ありえません。水みず原はら先せん輩ぱいはそんな非科学的なことを言うからモテないんですよ」

「俺のモテ具合と科学は関係ないだろ」

「科学的に説明できます。水原先輩＝モテない。証明終了です」

「科学でも何でもねぇ！」

　存在そのものがモテない要よう素そになってるじゃねーか！

「次の人ー」

　係員の声で、桜子は「行くわよ。さっさと出発しないと追いつけない」と張り切っている。

　朝倉さん……眼鏡めがめを外してどうしたの？　見えなければどうということはない？　知ってるか？　それって現げん実じつ逃とう避ひって言うんだぜ。




　中に入ってすぐに感かん嘆たんが漏もれた。さすがに凝こっている。

　照明を落とし、廃はい墟きよを演出したアーケードはかなり不気味な雰ふん囲い気きを醸かもし出だしている。テーマとしては廃墟になったアーケードだろうか。普段は明るくて元気のいいＢＧＭが流れ、賑にぎやかなのに、今はその逆。普段を知っているからこそ、静けさが不気味さを際きわだたせる。

　しかも手の込んだことに無音ではない。

　ときおりけたたましい金きん属ぞく音おん──パイプが崩くずれ落ちる音が聞こえたり、うめき声みたいなものも聞こえてくる。

「敵てきがいるかもしれないから気をつけて。あたしが先頭を行くから、直なお樹きは美み緒おと一いつ緒しよに。《アニマ》を発はつ動どうさせろとは言わないけど、美緒に被ひ害がいが及およばないよう全力で盾たてになりなさい」

「わかった」

　万が一にも朝あさ倉くらさんが黒くろ木き先生みたいになったら困りものだからな。

　頷うなずいて朝倉さんを見ると、朝倉さんは俺おれなんかガン無視で辺りをきょろきょろしていた。眼鏡めがねがないから見えなくて不安なんだろ。大丈夫かよ、おい。

　ぶぅうぅぅぅぅん

　ん？　羽音？

　耳みみ障ざわりな音を拾ひろい、俺も朝倉さんと同じく辺りを見回す。

「つッ！」「ッた！」

　いきなり首くび筋すじにちくっと痛いたみが走る。しかも俺と桜さくら子この悲鳴がかぶった。やっぱ虫か!?　ってこれ、さっきもあった！

「きゃっ」

　俺らに続き、朝倉さんも可愛かわいらしい悲鳴を上げる。刺されたのか、二の腕うでをさすっていた。

「桜子、これって──」

「ええ、敵てきみたいね」

　桜子は小さく「《天使の矢キユーピツド・アロー》」と呟つぶやき、天使を四体呼び出す。東西南北それぞれの方位に矢を向け、油断なく周囲を窺うかがうが、敵らしき《アニマ》は見あたらない。敵の《アニマ》は極ごく小しようのサイズなのか？　それこそノミぐらいとか。

「さっきからなんなの……！」

「落ち着け桜子。なんらかの攻こう撃げきは受けちまったんだ。それよりも早く宇う佐さ美みくんたちに追いついた方がいい」

「そうね、直樹の言うとおりだわ。さすがあたしの旦那様」

「ばーか、まだだろ」

「えへへっ……いいんじゃん。もうすぐなんだし」

　こいつはこんな事じ態たいだってのに、のろけるなよな。ま、照てれ笑いする桜子は可愛いんだけどさ。意外に甘えん坊なんだよなー。昔はつんつんしているところが多かったけど、今じゃ素す直なおなところを見せてくれるようになった。

　社会人三年目、仕事にも慣なれてきて余よ裕ゆうができてきた頃ころだ。桜子にプロポーズをしたら「遅おそい！」と怒おこられた。でも婚こん約やく指ゆび輪わを嵌はめて嬉うれしそうにはにかんでいた桜子。あと一年遅かったら、自分から言うところだったらしい。ホント間に合ってよかった。

「そんじゃ行こっか」

　桜さくら子こは天使を出しっぱなしにして、薄うす暗ぐらいアーケードを走り出す。俺おれや美み緒おが十分ついていけるだけの速度だったが、それでも眼鏡めがねを外した美緒にはきつそうだ。

　遅れがちな美緒の手を取り「お化けは見ないで、俺の背中だけ見とけばいいから」と力強い声で安心させる。

「ナオ先せん輩ぱい……」

　美緒の瞳ひとみがうるっと滲にじんだ気がした。
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　たぶん気のせいじゃない。俺が桜子と婚こん約やくしたため、美緒が苦しんでいることに俺は薄うす々うす気づいている。そして美緒の気持ちにも。

　知っていながら言葉にはしない。言葉にして形にしてはいけない。昔からずっと、そうやって来た。お互いに気づきながらも、気づかないようにしてきた。

　言葉は交わさず、心を通わせてきた。

　手から伝わる温ぬくもりは、俺の心しん臓ぞうにまで届く。

　きゅっと握にぎる手は、俺が少しでも力を抜くと離はなれたくないと言わんばかりに力を込める。それに反応して握る力を強めると、安心したようにふっと力を抜く。

　桜子……ごめん。罪ざい悪あく感かんで胸の奥を刻きざまれながらも、美緒の手を離せないんだ。俺の手は二つあるけれど、両方の手をそれぞれに繋つなぐことはできないんだよな。わかってるんだ。そんなガキみたいな感かん傷しように浸ひたれる歳としじゃないってことはさ。

　けじめはつけないと。

「ナオ……キ、さん……」

　美緒の声で、びくっと震ふるえた。

「ナオキさん」

　二度目の呼びかけは躊躇ためらいがちな声でなく、意志が通った声だった。

　かたくなに先輩と呼び続けていた美緒。学生じゃなくなって社会人になっても、そして関係が深まってもだ。水みず原はら先輩からナオキ先輩に呼び方が変わっても、決して先輩は外さなかった。それが美緒の一線であり、防ぼう壁へきであり、三人の関係を保つ命いのち綱づなだった。

　俺と桜子は婚約者で、朝倉さんは俺らの後輩──そんな変わらないはずの関係が、軋きしみ始めている。

「ナオキさん……私、桜子さんと別れてくださいとか言いません」

　桜子に聞こえない小さな囁ささやきは、悪あく魔まの囁きだろうか。朝倉さんは繋いでいた手を、指を絡からめる恋人つなぎに変える。

「ただ……ナオキさんの側そばに、いさせてください。それだけで私……」

　思わず振ふり返りそうになった。

　だが理性を総そう動どう員いんさせて耐たえる。振り向いたが最後、俺は桜子を捨てて、美緒を選んでしまう。今にも泣きそうな美緒の顔を見て、俺はこの手を振り払えない。

　それがわかるからこそ、黙だまって桜さくら子この後ろを走る。

　学生の頃ころからみんなでいて、仲良くやってきて、いつしか桜子に隠かくれて想おもいを通わせるようになった。いつまでも仲良しこよしでいられるわけがない。そんなことにも気づかなかったあの頃の俺おれは、心底ガキだったってわけだ。

　……ん？　学生？　……社会人……だよな、俺。なんか……変じゃないか？

「見つけた！」

　鋭するどい桜子の声で思考が打ち切られる。

　発見と同時に先手必勝とばかりに天使たちが憎にくしみの矢を放つ。気持ちが高ぶっているのか、必要以上に大量の矢を出しての乱れ撃うちだ。

　黒くろ木き先生の《奥の手ラスト・リゾート》が邪じや魔まするかもしれないと思っていたら、そんなこともなく、すんなりと宇う佐さ美みくんたちは矢に貫つらぬかれた。

　ふうはぁと荒々しい呼吸を繰くり返す中、宇佐美くんと女の子は「男なら──」「女のくせに──」などと口こう論ろんを始め、しまいには二人ふたりしてそっぽを向き、距きよ離りを取って歩き出した。

　無事にフラグは折れたみたいだけど、舞まいさんからの妨ぼう害がいはなかったようだ。

　……ここまでノーガードだと、桜子の言うとおり疑ぎ念ねんが強まってくる。

「あいたっ！」「て！」「ッ！」

　気を抜いた矢先に背中に痛いたみが走った。桜子たちも顔をしかめて身体からだの各所を押さえている。

　またか!?　今度は何だ!?

「……フナムシ先せん輩ぱい、手を離はなしてください」

「うわぁ！　ご、ごめん！」

　握にぎられた手をジッと見ていた朝あさ倉くらさんは「……なんですかこれは」といらついた声でひとりごちる。なおかつ「水みず原はら先輩と不ふ倫りん？　どんな冗じよう談だんですか」と冷ややかに断じた。

　そして「そもそも桜さくら子こさんを押しのけてまで何かを得ようとするはずがありません」としかめ面つらになった。

　それ以前に俺おれを桜子と朝倉さんが奪うばい合う事じ態たいに発展しないだろ。

　って、元通りの関係になってる。大おお庭ば先輩のときに《分岐粉砕フラグ・ブレイカー》が発生したから、妙みような関係はリセットされたわけだろ？　んでアーケードに入ってすぐ刺された。この二回目の攻こう撃げきでまた妙な関係が構こう築ちくされて、ついさっき再度刺されて元に戻った……。ふむ……。三度目の攻撃は関係のリセットってところか。

「この《アニマ》の攻撃、微び妙みように腹が立つわね。なんであんたと婚こん約やくしてんのよ。どっからどう見ても不良在庫じゃない。偽にせ物もの摑つかまされたってレベルじゃないわよ」

　不良在庫って酷ひどい言われようだな。

　俺だって結婚ぐらいできる……はずだ。多分……な。

　にしたって、なんだこの状じよう況きようは。なんで俺が桜子と婚約して朝倉さんと不倫関係なんだ？　さっきは俺と桜子が兄妹で、今度はドロッとした三角関係になった。《アニマ》による影えい響きようなのはわかるけど勘かん弁べんして欲しい。

　宇う佐さ美みくんたちのフラグをへし折ってフェーデに勝ったはいいけれど、腑ふに落ちないことばかりだ。




　アーケードを抜けると目を引く二人ふたりの女の子が出で迎むかえてきた。

　アイネと番ばん傘がささんだ。二人ともきっちり体たい操そう着ぎ姿になっている。どうやらオリエンテーリングには参加していたらしいけど、ほとんどと言っていいくらい姿を見なかった。

　桜子は警けい戒かい心しんも露あらわに身み構がまえる。すでに何度か攻撃を受けている手前、易やす々やすと受け入れる気はないようだ。

「やってくれたじゃない。けどおあいにく様。あんたらの妨ぼう害がいなんて、蹴け散ちらしてやったわ。睦むつ美みも大庭先輩も宇佐美くんも、全部フラグをへし折ってやったわ」

　自信満々に言うけど、黒木先生はアポロンのおかげだぞ。

「何度来ても返り討うちにしてやるんだから」

　ふふんと胸を反そらす桜子だったが、アイネはあまり気にした様子はない。なんだ、負けっ放しなのに随ずい分ぶんと態たい度どがおとなしいじゃないか。

　アイネはごそごそと体操着の下からメモ帳を取り出し、中身を確かく認にんする。

「対立ルート、条件が揃そろっているのでルート変へん更こう。選せん択たく肢しＨへ。三十二ページに飛ぶ」

　ぼそぼそと音読すると、顔を上げてくる。

「あの……水みず原はらさん」

「お、おう」

「…………っ……っ」

「え？　聞こえなかった。悪いけど、もう一度いいか？」

　顔を真まっ赤かにしたアイネはすーはーと深しん呼こ吸きゆうして、「合格！　です……」と告げてくる。

　合格？　……何が？

　意味がわからない。そしてそれは俺おれだけじゃないようだ。桜さくら子こも朝あさ倉くらさんも首を傾かしげている。

　俺たちの反応が薄うすかったことで不安を覚えたのか、アイネは慌あわててメモ帳を取り出すとぺらぺらとめくり、そのまま文章を読み上げる。

「見事試し験けんに合格した水原さんをスカウトしに来ました。風ふう紀き委員こと第三者機き関かん〝ガイア〟へようこそ」

　抑よく揚ようのない一本調子で言われた。一いつ瞬しゆん何を言われたのか理解できず、ん？　と困こん惑わく顔がおになる。

　頭の中で繰くり返し読み上げてみると、次第に意味がわかってくる。と同時に俺の口が半開きになり、ぽかんとアホ面づらをさらしてしまった。

「へ？　俺？　試験？」

　自分を指さし、間抜け面をさらす。

　これで二度目だよ。いや、だって、きょとんとせざるを得ないだろ。俺って確か処しよ罰ばつの対たい象しようだったはずじゃ……。

　さすがの桜子も事じ態たいが飲み込めず困惑顔でいる。

「わたしからも事情を説明しましょうか？」

　声をかけられて振り向けば、にこやかに微ほほ笑えみながら近づいてくる舞まいさんがいた。ちょっと待ってくれ、どういうことだ？　舞さんは何か知ってるのか？




　　　　＊




　救きゆう護ごテントの片かた隅すみでは地じ獄ごくが生まれつつあった。

　オリエンテーリングの最中に具合が悪くなった生徒を一時的に休ませる救護テントは、学外にも何カ所か設もうけられており、ここもその中の一つだ。スペースは教室ぐらいの広さで、今のところテント内には俺たちしかいない。おかげで他人にあれこれと詮せん索さくされないのは助かる。

　スチール机づくえの上には冷たい麦茶が紙コップに入れられ、パイプ椅い子すに全員おとなしく座っている。このパイプ椅子が凶器に使われないよう願うばかりだ。

　顔を突き合わせているのは、俺おれ、桜さくら子こ、舞まいさん、朝あさ倉くらさん。そしてアイネと番ばん傘がささんだ。

　アイネは身体からだを縮ちぢませて恐きよう縮しゆくしきっている一方で、番傘さんはにやにやと出し物でも見ているような笑顔だ。舞さんも内心どう思っているかは別として、にこにことしている。朝倉さんは相も変わらず抜ばつ群ぐんのスルースキルを発はつ揮きしてクロスワードに取りかかっているので、問題は桜子──だな。

　こいつが一番の難なん敵てきだが……さて。

「さて、と。事情を聞かせてくれるんでしょうね。あんたたちガイアが出てきた理由は何？　直なお樹きをスカウトってどういうこと？　おまけにあたしと直樹を妙みような関係にした《アニマ》はなんなわけ？　そもそも直樹と知り合いみたいだけど、どこで知り合ったの？」

「ちょちょちょっと待ってください……！」

　計画書と書かれたメモ帳をめくり「ぅぅ……選せん択たく肢しが多すぎだよぉ……」と涙目になっている。俺は気になって「なあ、そのメモ帳がアイネの《アニマ》なのか？」と訊きいてみた。

「はうっ！　ち、違います。これは、その……」

「アイネは口べたなのさ。だから言いたいこととか、こうしてメモってあるんだよん。カンペだと思って許してあげて」

　芝しば居いがかった仕草でぺろっと舌を出す番傘さんだが、そんなんで誤ご魔ま化かされるのは俺ぐらいなもんだぞ。

　桜子と朝倉さんは静かに怒おこってる。アイネが初等部だから一応何も言わないけど、もうちょっと年ねん齢れいが上だったら容よう赦しやないだろう。でもフェーデだからな。スポーツのわだかまりを他ほかのところではらすのはよくないぜ。

「あれ、なんなの？　すっごい腹立つんだけど。直樹と兄妹とか婚こん約やく者しやとか」

　……ふぅ、どうやら桜子は朝倉さんの役柄については知らないみたいだ。朝倉さんも密ひそかに安あん堵どしている。知らぬが仏って奴やつだよ。知ったら俺が仏になっちまう。

　計画書に記き載さいされた《アニマ》の説明ページを読み終えたのか、メモ帳から顔を上げたアイネはぼそぼそと声を出す。

「わ、わたっ、しの、《アニマ》です。《大いなる祝福サンダーソニア》」

　そう言うとアイネの頭にマリアヴェールがふわりとかぶせられる。

　一いち瞥べつした朝倉さんはすかさず、

「そのオレンジの花、サンダーソニアですね。《アニマ》の名前はそこからですか？」

「は、はい。花言葉から考えました。お祖ば母あちゃんの家でも咲いてるから、わたしの《アニマ》にサンダーソニアがついてたのがすっごく嬉うれしくって」

　花言葉？

「純じゆん粋すいな愛あいとか、福ふく音いんや祝しゆく福ふくなどが花言葉ですね」

　朝倉さん、先回りの説明ありがとよ。

「それでこの子たちに刺されて──」

　ベルの形をした花からシマシマのお尻しりがぴょこっと出てくる。先せん端たんには鋭するどいトゲ（針ってほど細くない）があって、ハチだとわかる。

　ベルの大きさとハチの大きさが一いつ致ちしないのか、むりむりっとお尻を振ふって強引に出てきたハチは、ぽろんと宙に転ころがり落ちた。途中で慌あわてて羽ばたかせ、ホバリングする。

　ハチは体長五センチほどで、その姿はデフォルメされていた。ずんぐりむっくりの胴どう体たいや、くりくりっとした目など、一般的に感じるハチの恐きよう怖ふは微み塵じんも感じない。

「巣に帰ってくると、刺された人たちの関係が変わります。一定時間が経たつか、解げ毒どく用にもう一度刺すまでの間」

　そう言ってハチが帰き還かんするのを待ち、《アニマ》を消す。

　謎なぞは解けた。なんつーはた迷めい惑わくな《アニマ》だよ。これは対《アニマ》じゃなくて対フラグ用の《アニマ》だな。フラグを折るなら離り婚こん寸すん前ぜんの夫婦にしちゃえばいいし、フラグを守るなら新しん婚こんほやほやにしちゃえばいい。

「はぁ～そういうことね……。姿が見えなかったのは？」

「それはあたしだよん。《閉じた世界クローズド・サークル》って言うんだ」

　そう言って番ばん傘がさを顕けん現げんさせて、くるんと回す。

「あたしの《閉じた世界》は、他人に認にん知ちされなくなるのさー。そこにいるのはわかっているけど認にん識しきできない。誰だれからも邪じや魔まされない世界を作る」

「透とう明めい人にん間げんじゃないですか！」

　こんな《アニマ》もあるのか！　これがあれば、こっそりお総そう菜ざいの残りを確かく保ほしておいて、店員さんが半額シールを貼はり始めたのを見計らって戻せる！　うおおおっ、マジすげーっ！

「認識を誤ご魔ま化かしているだけだからねー。一度疑うたがいを持つと、ジンワリ見えてくる。んでもって匂においも音も消せないからさー。傘に傷がついたり濡ぬれたりしても効果が現れないデリケートな《アニマ》なんだよねぇ。ホント、あたしみたいながさつな人間が持つもんじゃないよ」

　そうか？　がさつかどうかは俺おれにはわからないけど、背の高い番傘さんにはすごく似合ってると思うけどな。見返り美人っての？

「第一これって、本来自分たちに使うものじゃないんだ。入ると気分が高まってくる。周囲から認知されなくなるだけじゃなくて、周りが見えなくなって二人ふたりだけの世界になっちゃう」

　言いながら傘の柄えから手を離はなすと、傘は宙に浮いたままだ。つまり本来の用よう途ととしては、カップルの間にこれを投げて自じ動どう追つい尾びさせるってことか。

「それよか試し験けんよ！　試験ってなんなの!?」

　身を乗り出して問いつめる。

　あまりの剣けん幕まくにアイネは「ひゃ」と小さな悲鳴を上げ、頭を抱かかえて縮ちぢこまってしまった。アイネの反応に気まずげな顔をする桜さくら子こは「調子狂くるうわね、まったく」と舞まいさんを見てひとりごちる。

　そりゃ、舞まいさんとアイネじゃ勝手が違うだろうよ。

「ほら桜さくら子こ、相手はまだ小学生だぞ。そんなに威い嚇かくするな」

「威嚇なんてしてないわよ。単にちょっと興こう奮ふんしたって言うか、気になったって言うか、そんな感じなだけで」

　それでもアイネがずっと年下だというのはわかっているらしく、居い心ごこ地ち悪わるそうに椅い子すに座り直していた。

「ご、ごめんなさい。わたし、その、大声とか苦手で」

「あー、いいっていいって、桜子の奴やつが無む駄だに血けつ気き盛さかんなだけだから」

　あはははっと笑って場を和なごませていたら、テーブルの下で桜子に脛すねを蹴けられた。おっと、これ以上言うと、骨が折れるような強力な一いち撃げきが来そうだ。うむ、警けい告こく射しや撃げきって重要だよな。

　ようやくアイネも気持ちが落ち着いたのか、メモ帳を開いて「ぇっと……情報08を公開」と確かく認にんする。

「す、スカウトのことですけど、初めはスカウトではなくて処しよ罰ばつするつもりでした。けれどフェーデを通じて、水みず原はらさんにはガイアで活動して欲しいと思うようになったのです。幸いなことに、今回のフェーデは水原さんの実力を測はかる試験として機き能のうしました」

「水原クンの《アニマ》はフラグを折る側、守る側の片方じゃなくてガイアみたいな第三者機き関かんにこそふさわしいと思うんだよねー」

　アイネの言葉を継ついで番ばん傘がささんが頬ほお杖づえをつきながら俺おれを覗のぞきこんでくる。

「そういう理由で俺をスカウトか……」

　確かに《分岐粉砕フラグ・ブレイカー》も《分岐創造フラグ・メーカー》もフラグを折る側や守る側に立つより、中立のガイアにこそふさわしい《アニマ》に思えてくる。

　ガイアの方針変更を受けて、眉み間けんにしわを寄せている桜子。そのしわをさらに深めるような発言が、舞さんの口から飛び出てきた。

「実のところアポロンは先のフェーデに参加していません。黒くろ木き先生を除のぞいた二つのフェーデは、ガイアが不ふ介かい入にゆうでと申し込んできたものですから」

「はぁ!?　ちょ、ちょっと待ちなさいよ！　そんなの聞いてないわよ！」

　椅い子すを鳴らして立ち上がった桜子は、身を乗り出して舞さんに食ってかかる。

「ええ、それはそうでしょう。だって話していませんから」

「あんたねぇ……！」

「誰だれが相手であろうとアルテミスがフラグを折ることには変わりありませんし、桜子さんは桜子さんのすべきことをすればよかったのですよ。結果としてフラグを折ったのですから、いいじゃありませんか」

　そりゃそうだけど……と桜子は消えるような声で呟つぶやく。

　それでも騙だまされたような気がして釈しやく然ぜんとしないのだろう。

「なあ、不ふ介かい入にゆうって割わりには黒くろ木き先生のフラグを折るとき、アイネの《アニマ》が関わってなかったか？　アポロンの小学生カップルが、そんなことを言ってたような気がするけど」

「不介入といっても、大おお庭ば先せん輩ぱいと宇う佐さ美みくんのフェーデに関した協きよう定ていですから。もともと黒木先生のフラグを折るのはアポロンの役やく割わりでしたし、ガイアも介入する余よ地ちがなかったのですよ？」

　意味ありげな視し線せんを受けて「え、ってことは、なんで攻こう撃げきされたんだ？」と素そ朴ぼくに返す。

「一言で言えば──直なお樹きくんがいたからです」

「俺おれ!?　俺のせいなの!?」

「ガイアの目的はただ一つ、直樹くんの《アニマ》をなくすこと。そして直樹くんはフラグを折る側に立っているわけです。自然、ガイアはフラグを守る側に立つわけですが……黒木先生のフェーデをガイアの視点で見ると、アポロンとアルテミスが共同でフラグを折りに行ったと見えるわけです。もっともこの点に気づいたのは、ことが起きた後でしたけれど」

　舞さんが視線を向けるとアイネは小さく何度もうなずき、番ばん傘がささんは「正解っ」と両手で○を作る。

　てことは仮にアポロンだけで黒木先生に当たっていたなら、ガイアは妨ぼう害がいしてこなかったってことか。……俺、完かん璧ぺきに疫やく病びよう神がみじゃん……。フラグが折れたからいいものの、折れなかったら、桜さくら子こにどんな目に遭あわされていたことか。

「ところで舞さん。ガイアに言われて不参加なんて、そんなにガイアの影えい響きよう力りよくは大きいのか？」

「いえいえ、今回のお願いを聞いたのはバンビちゃんのお願いだからですよ」

　バンビちゃんって……小こ鹿じかだから？

「舞さんとアイネは知り合いか？」

「家同士のつきあいがありまして、その関係で子供の頃ころに少しだけ。今も昔も、本当に可愛かわいいんですよ」

　へぇ、舞さんとアイネがねぇ。世間ってのはホント狭せまいもんだ。

「それで……その、水みず原はらさん。ガイアに来ていただけませんか？」

　その発言にもっとも早く反応したのは桜子だ。がたんと席を立つと「はぁ？　ナニ言ってんの!?」と大声を出す。

「桜子さん、落ち着いてくださいな」

　興こう奮ふん気ぎ味みの桜子を舞さんがたしなめ、落ち着きを取り戻させる。まだ興奮冷めやらない桜子だったが、椅い子すに座り直し、腕うで組ぐみをしてアイネを睨にらみつける。うわぁ、銃口でも向けられたみたいにアイネの顔が真まっ青さおになってる。

　すると経けい緯いを見守っていた番傘さんが「まあこっちの事情も聞いておくれよ。今回のスカウト話は、ガイアの内情も関係してるのさ」と紙コップを両手で包みながら言う。

「ガイアは最強じゃない。敗北もあり得る。水みず原はらクンは知らないかもしれないけど、伝説の木が倒たおれる前に行われたフェーデでも、ガイアは負けちゃってるんだよ。お恥はずかしいことにさ」

「勝負は時の運と言うじゃないですか」

「あはは、フォローどうも。ま、この三連続フェーデでもあたしらはフラグを守りきれずに負けてるし、今さら水原クンに言うまでもないことだね。んで水原クンもさ、何回かフェーデをしたなら《アニマ》の組み合わせ次第で勝しよう率りつが大きく変わるってわかったんじゃないかな」

「そりゃ……」

　朝あさ倉くらさんの《分岐出力帳フラグ・プロツター》がいかに優すぐれていても、フラグを折るために使える《アニマ》じゃない。それに今回の三連続フェーデに関しても、アイネの《アニマ》がフラグを守ろうとしたものの、ガイアは負けている。

「でも本来は最強じゃないとダメなんだよね。弱かったら抑よく止し力りよくにならないし、処しよ罰ばつ対たい象しように返り討うちにあったりするなんてとんでもない。そんなことを続けていたら、どんどんガイアの権けん威いが落ちて組そ織しきとしての存在意い義ぎがなくなっちゃう」

　ぐいっと一息に麦茶を飲み干した番ばん傘がささんは、ぷはぁとおいしそうに息をつく。

「それで直なお樹きの《アニマ》に目をつけたってわけね」

「そのとーり。水原クンは確かに伝説の木を傷つけたかもしれない。でも《アニマ》の悪用という点では、まったくの清せい廉れんだ。そこが他ほかの処罰対象者と違うところだね」

　番傘さんの言葉を継ついで、メモ帳を見ていたアイネが続く。

「水原さんは悪人ではありません。伝説の木に仇あだをなした件も情じよう状じよう酌しやく量りようの余よ地ちがあります」

「水原クン──ああ、アルテミスと言った方がいいかな。キミたちが他の組織と戦っているのを遠目から見て判はん断だんするのと、ガイアであるあたしたち自身が直接関わってから判断を下すのとは大きな違いがあるよ。外部にキミの実力を知らしめるという意味でね。実際水原クンはガイアの妨ぼう害がいをものともせず、《分岐粉砕フラグ・ブレイカー》で見事にフラグをへし折ったわけだ。そんな人材がガイアに入れば──抑止力が増すワケ」

　はぁ……面めん倒どうな駆かけ引ひきがあるんだなぁ。

「本当のところを言うと、ガイアは水原クンをスカウトできなければ処しよ罰ばつするしかない。仲間になるか処罰されるか、二に択たくなんだよねー。だって仲間になるならともかく、そうじゃないならガイアとしては見み過すごせないんだから」

　はっはっはっ困るよねぇ、なんて全然困ってない顔で言われてもなー。

「それって脅おどし？　随ずい分ぶんとガイアにとって都つ合ごうがいい話だわ」

　桜さくら子この奴やつ、言葉に随分とトゲを生やしてやがる。好こう戦せん的てきな態たい度どが滲にじみ出でて、言葉と表情で威い嚇かくし始めてるぞ。

「扇おうぎ先せん輩ぱいが怒おこるのはもっともです。すみません。でも──」

　ちらっと俺おれを盗ぬすみ見たアイネは「わたし、水みず原はらさんと敵てき対たいするのは、嫌いやです……」と悲しそうに目を伏ふせる。

　ぎろっ。おい、桜さくら子こ。俺を睨にらむな。俺は何も特別なことはしてねぇ。だから、「あんたこの子に何したの？」てな目で見てくんな。

「別にいくら謝あやまってもいいけど、直なお樹きはアルテミスのメンバーだからね」と桜子は突っぱねる。

　まったく子供相手に大人げない。もう少し柔やわらかい表現をだな。

　ところが意外なところからアイネを援えん護ごする声が出てきた。

「どの組そ織しきに所しよ属ぞくするかは直樹くんの意志ですよ」

「何それ。アルテミスを辞やめてガイアを選ぶっての？」

　憤ふん然ぜんと食ってかかる桜子だったが、舞まいさんはものともしない。すまし顔で紙コップをくるくると回して麦茶を躍おどらせつつ、「別にガイアだけが選せん択たく肢しではないでしょう？」と意味ありげな微び笑しようを浮かべる。ちらりと俺を見るのは──まあ、そういうことですよね。

「第一、あんたんとこが直樹を受け入れたら、ガイアの処しよ罰ばつ対たい象しようになるわよ。いいの？　直樹はガイアのメンバーにならない限り処罰の対象を免まぬがれないんだから」

「直樹くんがアポロンの一員になるのでしたら、どんなことがあっても守りますよ。もっとも直樹くんに限らず、アポロンのメンバーであるなら、わたしが責任を持って保ほ護ごしますけど」

「ふーん、覚悟はできてるってことね」

「桜子さんは自信がないのですか？」

「はんっ、んなわけあるもんですか。ガイアだろうが何だろうが、来るなら来なさい。好きになんてさせやしないから。直樹はれっきとしたアルテミスの一員よ」

　おおっ、なんか嬉うれしいかも。頼もしいぜ二人ふたりとも……！　そうだよな、仲間は守る。俺も桜子や舞さんが大変だったら全力で手を貸すぜ。もちろん朝あさ倉くらさんが困ってるときでもだ。

「いいねぇ。青春だねぇ。でもアルテミスもアポロンも選ばない可能性だってあると思うよー」

　招まねき猫ねこみたいにコイコイと手で招く番ばん傘がささんは、一体どこまで本気なんだろう。ちょっとした思いつきで茶化すなら勘かん弁べんして欲しい。俺の生せい存ぞん権けんが脅おびやかされる。

　桜子は深々とため息をつき、爛らん々らんとした眼まな差ざしを俺に向けてくる。

「んで、直樹は誰だれを選ぶの？」

　誰を、じゃねーだろ。どの組織を、だろうが。このニュアンスの違いは、ささやかながら決定的な違いを秘ひめてるんだぞ。

　桜子、舞さん、アイネに見られ（番傘さんだけは部ぶ外がい者しや面づらで修しゆ羅ら場ばを観かん賞しようしていた）、たじたじになる俺。こういうときはアレだ。孫そん子しだかが言ってたように、

「ッシャ！　ごちそうさまでした！」

　素す早ばやく席を立つと全力で戦場を離り脱だつした。

　ビタンッ！　イテェェェェェェ!!　思いっきりすっころんで地面に叩たたきつけられた。何？　足が何か引っ張られて──

　身体からだをさすりながら足を見たら、赤い糸が巻きついていた。




　………………




　舞まいさん、こっちを見もしねぇ。紙コップに口をつけながら、しゅるっと赤い糸を収しゆう納のうしてヘッドフォン自体も消す。これ、いつ出したんだろ。そんでもっていつ足に巻きつけたんだろ。俺おれの行動が完かん璧ぺきに先読みされてる……。

「大丈夫ですか直なお樹きくん」

「…………まあ、なんとか」

　これから大丈夫じゃなくなるかもしれないけど……。というか犯はん人にんはあなたですけど……。

「はい、座る。何度も逃げられると思ったら大間違いよ」

　ばしばしと空席を叩く桜さくら子こに促うながされ、のろのろと着席する。この席、多分傍ぼう聴ちよう席せきじゃないよな。どう考えても被ひ告こく人にん席せきだ。下へ手たすりゃ裁さい判ばんすっ飛ばして処しよ刑けい台だいかもしれん。

「とりあえず直樹は言ってやんなさい。俺はアルテミスの一員だって。一いつ生しよう涯がいを通して働はたらき尽くしますって」

　完全な奴ど隷れい宣せん言げんじゃねーか！　さりげなく誘ゆう導どうすんな！

「そう急がないでもいいでしょう。部活動に仮入部期間があるように、各かく組そ織しきのことを知らない直樹くんが、他ほかの組織を知って心移りしても問題ないと思います」

「…………直樹、そうなの？」

「そ、そうとも限らないわけでもないから、限ったり限らなかったりするわけでして……」

　目が、目が泳ぐ！　桜子とか舞さんとかの様子をちらちら窺うかがっちまう！

　確かに出会う順番が違ってたら、アルテミスじゃなくてアポロンに入っていたかもしれない。場合によってはガイアに入っていたかもしれない。そのことを考えれば、舞さんの言い分も理り解かいできるんだ。

　ただ俺は桜子の奴やつが嫌きらいじゃない。

　こいつは実にはた迷めい惑わくな奴だが、それでも近くにいるとエネルギーがもらえる。このエネルギーってのは、現状を維い持じするエネルギーじゃなくて、新しい何かと出会ったり、新しい何かをやるためのエネルギーだ。質が違う。

　一方で舞さんと一いつ緒しよにいるのも、心ここ地ちいい時間が過ごせると思う。俺は普ふ段だんバイトばかりやっているから、ほっと一息つける時間ってのは本当に嬉うれしい。舞さんの癒いやしにふれていたら、毎日頑がん張ばって行けそうな気がする。いわゆる新しん婚こんさん的な支し援えんだな。今日きようも一日頑張ろう！　ていう気持ちになれる。

　そういう意味では桜さくら子こと舞まいさんの持つエネルギーは、正反対なのか。

　どちらがダメとかじゃなくて方向性の違い。

　またアイネが代表を務つとめるガイアは、常にフラグを折る側、守る側と決まっていないのが魅み力りよくだろう。違う価か値ち観かんに基もとづいてフェーデに参加するってのは精せい神しん的てきに楽だ。アイネも言っていたけれど、風ふう紀き委員って肩書きは力を行使する際さいの免めん罪ざい符ふとしてよく機き能のうする。

　それにアイネは妹みたいで可愛かわいい。力を貸してあげたくなる。

　どの組そ織しきだっていいところがあるもんだ。

「どうだろう、水みず原はらクンも随ずい分ぶん悩なやんでいるようだし、ここはお試ためし期間と行こうじゃないか。あたしらは各人で組織の良さなどをアピールする。その後で選んでもらうと。アイネもそれでいいかい？」

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ。なんでそんな勝手に」

「おや？　自分に自信がないのかい？」

　番ばん傘がささんの挑ちよう発はつ的てきな物言いに桜子の柳りゆう眉びがぴくんと上がる。

「は？　意味わかんないし。直なお樹きがアルテミス以外を選ぶですって？　ないから」ちらりと俺おれを見て「ないから」

　最後の「ないから」は「ないわね！」の言い間違いじゃなかろうか。俺にはそう聞こえたんだがなぁ。

「そんなに自信があるならいいじゃないか」

「そうですね。わたしも宣せん言げんしておきましょう。アポロンは直樹くんの獲かく得とくに働はたらきかけると。直樹くんの人となりもわかっていますし、《分岐創造フラグ・メーカー》はアポロンとしても魅力的です」

　舞さんからも宣せん戦せん布ふ告こくされて一いつ瞬しゆんたじろいだ桜子だったが、椅い子すから立ち上がると両手を腰こしに当てて毅き然ぜんと言い放つ。

「受けて立とうじゃない！　直樹の訓くん練れんされた忠ちゆう犬けんぶりに恐おそれおののくといいわ！」

　ああ、お前は本当に駆かけ引ひきというか、そういうのが下へ手たくそだよな。お前が感情にまかせて勝負を受けた途と端たん、舞さんと番傘さんの口元がうっすらと歪ゆがんだのを見なかったのか？　一ひと筋すじ縄なわじゃ行かない相手なんだぜ？

　どちらにせよ、当とう事じ者しやである俺としちゃ、困った展てん開かいになったわけで。

「よしっ、話はまとまったね。そうだな……一週間後、勧かん誘ゆう期間を終えて水原クンからどの組織に所しよ属ぞくするか発表してもらおう。このときに決めた組織からは、卒そつ業ぎようするまで移動しないって制約つきが妥だ当とうかな？」

「それでいいわ。どうせあたしが勝つに決まってるもの」

「それは油ゆ断だん大たい敵てきかもしれませんよ」

　おおぅ、火花が見える。その近くに脂あぶら（汗）まみれで突っ立ってる俺は、そのうち火だるまにされるに違いない。ち、近づきたくねぇ。

「さて最後に直なお樹きの弁べん解かいを聞きましょうか」

「べ、弁解？　な、何かしでかしたっけ？」

　桜さくら子こは一いち瞥べつすると肩をすくめて、何をバカなことを……てな感じで首を横に振ふった。

「あんた、この子と随ずい分ぶん親しそうじゃない」

「それはだな。俺おれが個人的に知り合ったからで、ガイアの代表だから親しいってわけじゃない。つまり俺は無実っ！」

　誤ご解かいが生まれないよう、俺は懇こん切せつ丁てい寧ねいにアイネとの出会いを教えてやった。赤あか城ぎさんと牧まき口ぐちさんカップルのフェーデに参加したとき、桜子が黒くろ木き先生と遊んでいる間に二人ふたりを追いかけて、その先であった出来事を。

　時計台脇わきの花か壇だんが荒らされて困っていたアイネに声をかけたこと。本当にそれだけの出会いしかないと説明した。ちなみにアイネが泣いていた部分はカットする。女の子だって、泣いてたことを吹ふい聴ちようされるのは嫌いやだろうからな。

　話を聞き終えた桜子は腕うで組ぐみをして、片かた眉まゆをついっと上げて「ほーっ」と鳴いた。

　信じてねぇ……。

「あんたってホント……アレね」

「ええ、アレだと思います」

　おや、信じてはいるのか？　でも何その指示語。アレって何？　そして舞まいさんは同意しているけど、共通認にん識しきがあるってこと？

「水みず原はら先せん輩ぱいのアレはもはや体質というか本能のレベルかと」

　朝あさ倉くらさんまで!?　アレってなんだよ！

「み、水原さんの言っていることは、ほっ本当です。わたしが困ってるところを助けてくれました。その……颯さつ爽そうとやってきて、わたしを助けて風のように去っていってしまいました。お、王子様みたいな、感じでした」

　頬ほおを染そめ、ぽつぽつと語られると俺がこそばゆい。そもそも、俺ってそんな感じに出会ったっけ？　ちと美化されてる？

　ともあれ──

「ほらほらっ、有ゆう益えきな証しよう言げんが出たぞ！」

　俺が言っても、桜子たちは興きよう味みを示そうとしない。逆に「わかったわ王子様」「仕方がありませんね王子様」「服を着てください裸はだかの王様」とだけ言って、話を打ち切ってしまう。朝倉さんだけ違うツッコミになってんだけど……。

　つまり……俺はアレだから、というよくわからない認識のおかげで、この件は不ふ問もんにされたってことか？　む、釈しやく然ぜんとしないが、まあ死を免まぬがれたならいいか。

　だが待て。今後、勧かん誘ゆうという地じ獄ごくが待ってるんじゃないだろうか。……死が、ちょっと延のびただけかもしれないなー。




　　　　＊




　オリエンテーリングも無事に終わり、俺おれたちは残念賞として学食割引券をもらった。なんでか知らないけど、みんなが自分の分を俺に渡わたしてくれた。くっ、あいつらいい奴やつすぎんだろ。今度、肩でもマッサージしてやろう。母さんから絶ぜつ賛さんされたテクを披ひ露ろうしてやるぜ。

　学食割引券をにやにやしつつ眺ながめてはポケットに戻す。しばらくしてからもう一度取り出してにやにやする。そんなバカっぽいことを繰くり返していたら、校門に桜さくら子こを見つけた。

　高いところに登っていない。さすがにアレはないと思ったか。お前でも学習するんだな。

　ただ、いつもと違う。俯うつむいて足下の石ころをつま先で弄いじってやがる。おいおい、お前の立ち方は仁に王おう立だち以外ありえないだろ。

　校門にもたれかかっている桜子を、下校中の生徒たちが横目で見ながら通り過ぎていく。桜子は興きよう味み本ほん位いの視線を無視して突っ立っていた。綺き麗れいなライトブラウンの髪かみが夕日に彩いろどられて、いっそう鮮あざやかになっている。

　こうしてみると桜子の容よう姿しは一ひと際きわ抜ぬきん出ているよな。

「よお、部室に行かなくていいのか？」

　片手を上げて声をかける。

「ん……あんた、今日きよう来ないじゃん」

「バイトの時間が早めだからな」

　伝説の木を倒たおして以来、放課後にアルテミスの部室へ寄よることが多くなった。バイトに行くまでのちょっとした時間を天文部で過ごす。大体宿題をやって過ごすことが多い。けど、日によってはすぐ帰宅しないと間に合わなかったりする。それが今日だ。

「さっそく勧かん誘ゆうか？」

「ず、ズルだって言うの!?　ちょ、ちょっとはズルかもしれないけど、そこはほら、あんたとあたしの仲じゃない。同じ組そ織しきに所しよ属ぞくしてるし、これぐらいはズルってほどじゃないわよっ」

　はいはい、微び妙みように後ろめたさを感じているわけね。妙なところで律りち儀ぎさを発はつ揮きするよな。

「そ、それよりバイト行くんでしょ」

　顎あごをしゃくって「話があるから、途中まで付き合いなさいよ」と促うながす。どっか人ひと気けのないところに連れ込まれて、ぼこぼこにされそうな気配がすっぞ。

　だが予想は見事に裏うら切ぎられ、桜子と並んでバイト先へ向かう。なんだ、こいつ……何を企たくらんでるんだ？

　校門からこっち、一言も喋しやべらない。

　ただ何かをじっと考えているようで、ときおり俺のことを盗ぬすみ見る。

　学校を出て十数分。そう言えば、この辺りで舞まいさんと出会ったっけ。黒くろ塗ぬりの８９３さんカーに出くわしたのも、随ずい分ぶんと昔の出来事に思えてくる。

「なあ桜さくら子こ、俺おれたちが出会ったときのこと」

　て、あれ？　桜子がいねぇ。隣となりにいたはずの桜子がいつの間にか姿を消していた。俺は誰だれもいない場所に向かって声をかけたってのかよ。恥はずかしいじゃねえか。

　くそっ、こんなイタズラは小学生までで終わらせとけよな。

「おい桜──」

　トス。振ふり向きかけた俺の背中に衝しよう撃げきが走る。指先でトンと押されたような感かん覚かく。ただそれが指先なんかじゃないってのは、すぐにわかった。首を回して背中を見た俺は、そこに消えつつある天使の矢を目もく撃げきする。




「はぃぃぃぃぃぃ──────────────ッッッッ!?」




　なんで俺に矢が刺さってるんだよ！

　え？　えーっ!?　わけわかんねーっ!!　これはあれか？　アルテミス以外には行かないって即そく答とうしなかったから、それで俺を──

　いやだぁぁぁあぁあぁぁぁぁぁ！　絶対朝あさ倉くらさんが空から井い戸どを用意してるよ！　ことが済んだら遺い体たいをポイ捨てして埋うめる気だぁぁぁぁぁッ！

　俺は慌あわてて周囲を見回す。絶対に、どっかで朝倉さんがほくそ笑んでる。あの子はやってくれるはず。俺の当たって欲しくない予想をことごとく当ててくる子だ。

　…………あれ……いねぇ……。いや、そんなわけあるか！　でなきゃ、桜子が勝手に一人ひとりでこんなこと──

　俺から十数メートル離はなれて、桜子がたたずんでいる。俯うつむいている桜子の背には天使が一人控ひかえていた。矢はつがえていないから、憎にくしみの矢か愛あい情じようの矢か、どっちを撃うたれたのか判はん別べつができない。

「あのー、桜子、さん？」

「あんた……アルテミス辞やめるの？」

　俯きながらも大おお股またで近ちか寄よってくる。

「辞めるとか、辞めないとか、そういうんじゃなくてだな。今は俺に刺さったこの矢を」

「あんたは監かん督とく責せき任にんがあるんだからね！」

　俯いたまま十センチの距きよ離りに迫せまった桜子は、俺のネクタイを摑つかむとぐいっと引っ張──らない？　え？　本当にどうしちゃったんだよ。前ならむち打ちになるぐらい上下にがんがん振り回しただろ。拳こぶしをめり込ませただろ。

　大体だな、

「監かん督とく責せき任にんってなんだ？」

「あたしが！　その……行き過ぎたツッコミを入れないよう監督する責任、よ……。だってあんたが言ったんだからね。あんたがやめろって言うからっ！　なのにあんたは他ほかの組そ織しきに目移りしちゃってさ！」

　監督責任なんてのがあったのか。

　それはさておき…………なんだそうだったのか。桜さくら子こよ、悪かったな。

　俺おれは桜子の気持ちに気づいて、ようやく合が点てんがいった。潮しおが引くように動どう揺ようが収まり、冷れい静せいさが戻ってくる。勝かつ谷や先せん輩ぱいが来なくなった今、俺が抜ければアルテミスは桜子と朝あさ倉くらさんの二人ふたりだけになってしまう。

　人が側そばからいなくなる寂さびしさってのは、俺も知ってる。

　ぽっかりと穴が開く感覚は、時間と共にふさがっていくけれど喪そう失しつ感かんという痛いたみは残る。たとえそれがろくでなしのクソ野や郎ろうでもだ。

「じゃ、じゃあもうあたしの用事は済んだから！　バイト頑がん張ばんなさいよ！」

　もの凄すごい速度で駆かけていく桜子を見送り、一人ひとり残された俺は頬ほおを掻かくしかできないわけで。

　……結局、《天使の矢キユーピツド・アロー》は愛あい情じようと憎にくしみのどっちを撃うったのか、永えい遠えんの謎なぞだな。迷めい宮きゆう入いり万ばん歳ざい。世の中、知らなくていいことだってあるんだよ。
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　勧かん誘ゆう合がつ戦せんが始まった。

　という割わりには普通すぎて、拍子抜けしてしまう。だって桜さくら子こも舞まいさんもアイネも、ろくにアプローチしてこない。してこない方がいいのだけど、動きが見えないというのもそれはそれで怖こわい。

　勧誘されたらされたで困るのは目に見えてるんだけど、されなかったらされなかったで、びくびくして過ごす。それが俺おれ、ヘタレ師し範はん代だいです。

　来るか、来るか……！

　ってジリジリと身構えているところにスルーだよ。段々と緊きん張ちようの糸が解けていくってもんだ。

　だけどそんな日々も終わりを迎むかえてしまう。

　朝の挨あい拶さつが交わされる昇しよう降こう口ぐち。いつもと同じように下げ駄た箱ばこを開けた瞬しゆん間かん、俺の平へい穏おんは終わった。中に手紙が入っている。落書きなんかじゃない。封ふう書しよだ。これはつまり、俗ぞくに言う──

〝ラヴレター〟

　なのでは!?

「そんなことない。あるわけない。これは罠わなだ。孔こう明めいの罠だ」

　そう連れん呼こしつつも、わずかな期待に胸を躍おどらせてしまう。

　誰だれの目にも止まらないよう光の速さで手紙を鞄かばんにしまい込むと、何事もなかったかのように立ち去る。ついつい足が早歩きになってしまうのは、仕方がないだろ。最終的にはダッシュになったからな。

　わざわざ誰も来ない校舎の外れにあるトイレの個室にこもり、恐おそる恐る手紙を窺うかがう。

『水みず原はら直なお樹きさま』

　おおおおおおっっっっ！　来たッ、この丸文字。女の子だろ！

　差出人は──

『扇おうぎ桜子』

　よーし、あのヤロウしばく。

　淡あわい期待を抱いだかせやがって！　男なら下駄箱に手紙が入ってたら勘かん違ちがいしちゃうだろ。舞まい上あがって差出人なんて見なかったよ！

　かなりぞんざいな手つきで封を切って中から手紙を取り出す。

「あいつ、何考えてるんだか……」

　えっと何々。

『以下のアンケートに答えなさい。答えたらあたしの下駄箱に戻すこと。戻さなかったら大変なことになる。なお三時間目が始まるまでに戻すように』

　……ナニこれ？

　勧誘合戦の一いつ環かんとしてマーケティングを行うってことか？　何やってんだ桜子の奴やつ。でも答えないと大変なことになるんだろうなぁ。

　やる気のない顔で紙面をざっと眺ながめる。三つの選せん択たく肢しから一つを選んで○をつけてください、とかあるけど──





１．あなたはヘンタイですか？　　・ＹＥＳ！　　・はい！　　・確かく実じつに！






　初っぱなからこれかよ！

　質問もおかしけりゃ、選択肢も選択肢になってねぇ！





２．あなたは胸の大きい子が好きですか？　　・大だい嫌きらい　　・嫌い　　・好きなわけがない






　確実に舞まいさんのことだよねぇ!?　選択肢が偏かたよりすぎだろ！





３．あなたは胸の小さい子が好きですか？　　・かなり好き　　・好き　　・嫌い






　あ、あれ？　これは普通──でもないけど、少しはまともかも。……だけどかえって妙みようなプレッシャーを感じる質問になってるんだが……。





４．コスプレは好きですか？　　・制服はコスプレ　　・自作派　　・服は邪じや道どう。裸はだか一いつ択たくで。






　何が訊ききたいんだ!?　これで俺おれの何がわかるの!?





５．メガネはコスプレである　　　　・こっち見ないでください






　とうとう選択肢がなくなった!?　んでもってこのアンケート作ったの、朝あさ倉くらさんだろ！

　この後もいくつか質問は続き、そのたびに俺の精せい神しん力りよくがガリガリと削けずられていく。

　見なかったことにしたい……。

　けれどもそれができれば苦労はしないわけで……。




　アンケートを下げ駄た箱ばこに戻した後も、意外と何も起きなかった。途中の授業も昼休みも、桜さくら子こたちからアプローチされる気配はない。むしろ嵐あらしの前の静けさなのかもしれん。

　カキーン。甲かん高だかい音がして「水みず原はらーっ、行ったぞーっ！」という声。

　見上げれば青い空にぽつんと白球が浮かんでいる。

　そういえば体育の授業中だったなと思い出す。外野なんてろくにボールが飛んでこないから、ぼけらっとしちゃったぜ。

　ふわんと浮いた白球を追って、少しだけ位置修正する。おーらい。白球を見失わないようしっかりと目で追う。まだグラブは上げない。フライを捕とるときは、早めにグラブを上げてはいけないのだ。グラブが邪じや魔まで見失ったりする。

　俺おれがガキの頃ころ、町内会のソフトボールチームでコーチをしていた親父おやじから教わった。バッティングは脇わきを締しめてとか、アンダースローなんかはやめておけとか、いろいろとだ。あいにく学校の授業でお披ひ露ろ目めする機き会かいはなく、今日きようが初披露となる。

　ふん、あいつも役に立つときがあるんだな。

　グラブを持ち上げ、白球を受け入れ────

　ぽこん。側そく頭とう部ぶに衝しよう撃げきを受け、身体からだが傾かしぐ。

　崖がけっぷちで誰だれかに押されたら、こんな気持ちになるんだろうか。

「へ？」

　状じよう況きようが摑つかめず、呆ぼう然ぜんとする。視界の端はしには転々と転ころがるゴムボール。これ、どっから飛んできた？

　白球の落下地点にあるのは、グラブではなく俺の頭。

「へぇー!?」

　俺が最後に見た光景は、ほつれのない白球の縫ぬい目だった。




　目を覚ますと保健室のベッドに寝ねていた。俺……どうしたんだ？

「いてててて……」

　意い識しきが覚かく醒せいした途と端たん、鈍どん痛つうが襲おそってくる。額ひたいに手をやると濡ぬれたタオルが載のせられていた。あー、そっかボールが頭に直ちよく撃げきして──

　額をさすり、鈍痛の元を探さぐる。どうやら当たった場所は生はえ際ぎわだったようだ。よくもまあ大おお怪け我がしなかったもんだな。

　額を押おさえながら大きく息をついた。

「最後のあれ……桜さくら子この奴やつだろ。何を企たくらんでるんだあいつ」

　嫌いやな予感を覚えつつ額をさすっていると、カーテンに映うつる影がゆらゆらと揺ゆれている。よく見れば、ちっちゃなシルエットがうろうろと左右に行ったり来たり。桜子だな……。

　あの野郎、イチローのレーザービームじゃあるまいし、ピンポイントで俺を狙ねらい撃うちやがって。どういうつもりだ。

　一言文句を言ってやらないと気が済まない。

　俺が上体を起こすと同時にシャッとカーテンが開けられ、

「ぎゃっ！　な、直なお樹き!?　なんで起きてるのよ！」

「桜子!?　そ、その格好!?」

　俺と桜子、二人ふたりしてぎょっと目を剥むいて悲鳴を上げる。

　カーテンを摑つかんだ桜さくら子こは半はん袖そでの真っ白なナース服を身につけていた。いや、正確にはナース服もどきだ。だってナース服って、あんなにスカート丈短くないだろ……。

　ポニーテールの髪かみはほどいてあり、頭にはナースキャップが載のせられている。ライトブラウンの髪が胸元に垂たれていて、真っ白な白衣と相まって見事なコントラストをなす。

　そして何より俺おれが視線を向けてしまうのは、ふとももだった。ナースもどきになった桜子は、なぜか黒のガーターニーハイを穿はいている。ふとももをきゅっと締しめるニーハイは、レースが施ほどこされ、可愛かわいい中にも色気があった。

　ミニスカートとニーハイ。そしてそれらを繋つなぐガーターのライン。びっくりした。何がびっくりしたって、俺のヘンタイさ加か減げんにびっくりした。だって目が釘くぎづけ。ぴたりとロックオンして離はなれない。

「直なお樹き……ちょっと見過ぎ」

「あ、ああ……悪い」

「……謝あやまりながら見てんじゃないわよ」

「お、おう……」

　でも凝ぎよう視し。

「も、もう、見るなって言ってるのに……！」

　頬ほおを赤らめ、スカートの裾すそを摑つかんで恥はじらう桜子。え？　誰だれこの人？　こんなに可愛い子が桜子のはずがないだろ!?

　俺の頭の中はもう完全にパニック状じよう態たいだ。

　この前のスクール水着セーラー服仕様と同じくらい破は壊かい力りよくがある。……同じくらい？

「あのさ……もしかしてその服」

「うん、あんたのアンケート結果を加味して安やす田ださんに相談したら、弱っているときに看かん病びようされると男はイチコロだって」

　安田さぁぁぁぁ───────────────────んんんん!!




　心の師し匠しようと呼ばせてください!!




　心の中で力強いガッツポーズを決める俺。

　さすがだよ……！　安田さん、パーフェクトすぎて怖こわいよ……！

　そしてアンケートでナースを推おした俺、よくやった！　教師コスやチアコスなんてのもあったけど、あえてナースを推した。あのときは一番実現しにくそうなものを選んだつもりだったのだが、まさかこんな結果になるとは……！

「あ、あんたはもうあたしの考えとか信条とか、知ってるでしょ。だから今さらアルテミスのあり方とか、そういうのは言わない。わかっててここにいるんだと思うから」

　恋れん愛あいは自分の力でやる。伝説の木の力なんか借かりてやるもんじゃない。そう主張する桜さくら子こは、確かに輝かがやいて見えた。一本筋すじが通った桜子の言葉に、俺おれの心は確かに動かされたんだ。

「だ、だだ、だからっ、べ、別のメリットとして、ああああんたがアルテミスに残るなら……怪け我がしたときとか病気のときとか、その……看かん病びようしてあげても、いいわよ」

「お、おう……」

「さっきから生なま返へん事じばっか」

「う、うん……」

「男ってバカばっかね」

「そ、そうだな……」

「…………そんなに好き？　この服」

「好き！　大好き！　すごい似合ってる!!」

　はっ！　あああああ、やっちまったぁ！　絶対桜子が怒おこ──ってない。俯うつむいてる。耳まで真まっ赤かだ。

「は、はぁーい、お熱ねつを計りますよー」

　羞しゆう恥ちに顔を赤らめていた桜子だったが、顔を上げてベッドに近づいてくる。台詞せりふが妙みように棒読みなのは、ツッコんじゃダメなんだろうな。

　ぎし。ええええええ!?　ちょっ、なんでベッドに乗ってくるの!?

　あろう事かベッドに乗って俺をまたいだ桜子は、「は、はぁーい、お熱をは、ははは、計りまちゅよー」と壊こわれたプレーヤーのように同じ言葉を繰くり返す。

　じりじりと近づいてくる桜子の顔。

「ば、ば、バカ！　何する気だ！」

「は、はぁーい、お熱を」

「って、それはもういいから！」

　桜子の両肩を押さえ、これ以上近づけないように──ってウソだろ!?　お、押し切られる!?

　つっかえ棒にしているはずの俺の腕うでが、桜子の力に押し負けてしまう。こ、こいつ……どんだけ馬ば鹿か力ぢからなんだ！

　やがて桜子の手がゆっくりと伸のび、俺の前まえ髪がみをかき上げる。

　小さくて冷たい手がふれた。ひんやりしているのに、全身に火をつけられたように熱あつい。ふっと気を抜いた瞬しゆん間かん、桜子の顔が迫せまり──

　こつん。おでことおでこがチューをした。

　みるみる赤くなる桜子。たぶん……俺も茹ゆで蛸だこになってる。

　五秒……十秒……時計が時間を刻きざむ音が、やたらと大きく聞こえる。

　そろっと顔を離はなした桜子はぼぅっとしていたけど、はっとなって「お、お熱は、お熱、おねぇつ……」

　噛かみすぎデス。

　さすがに自分でも動どう揺ようしすぎと思ったのか、大きく深しん呼こ吸きゆうをする。

　すーはー。

「お熱ねつはないようですねー」

　やっと言えたか。じゃあ、どいてくれ。この体たい勢せいは非常にまずい。

　けれど桜さくら子こはどかない。唇くちびるを尖とがらせて、俺おれから視線をそらして思い悩なやんでいる。何を考えているのかさっぱりわからん。

「とりあえずどい」

「桜子さん、教えてしまった方がいいですよ。水みず原はら先せん輩ぱいはアレですから」

　あ、朝あさ倉くらさん、いつからそこに!?　これはそのっ、ベッドに乗ったのは桜子自身が──て、ちょっ!?　朝倉さんまでナース姿!?

　カーテンの隙すき間まに立つ朝倉さんは、桜子と同じようなナース姿をしている。桜子と違ちがってこっちは全然恥はずかしがっていないけど。コスプレしてますが、何か？　みたいな顔だよ。
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　ずっと黙だまり込んで考えていた桜子だが、朝倉さんの一言で決断したのか、「そうね、美み緒おの言う通りかも」とため息混じりに言う。

「どうしようか迷ったけど……一応教えとく」

「は？　急にどうした」

　外していた視線を戻し、俺おれの目を見て素そっ気けなく告げてくる。

「ガイアのこと。あんたのことだから、きっと……巻まき込こまれるというか首を突っ込むと思うから……なんで教えなかったんだって言われるのも嫌いやだから……だから教えとく」

　嫌々というか、かなり渋しぶってる様子だ。そんなに言いたくないのか？

「そんなに言いたくないなら言わなくてもいいぞ」

　この一言は桜さくら子この敏びん感かんなところにふれてしまったみたいだ。かっと頬ほおを紅こう潮ちようさせた桜子は、摑つかみかからん勢いきおいでまくし立ててくる。

「このバカ！　あたしが言わなくたって、あんたみたいなお人ひと好よしのお節せつ介かい男おとこはね、そのうちに知っちゃうのよ！　気になって調べて、そんときになってあんたが後こう悔かいしたり、あたしが黙だまってることであんたが悩んだりするのが嫌だから！　……だから教えとくって言ってんの！」

　なんか……色々スマン。

　桜子の葛かつ藤とうがどこに起因しているのか、俺にはよくわからん。けど、桜子が俺のために気を使っているのだな。というのは、なんとなく感じた。

「アイネって子……訳わけありよ。きっと」

「思わせぶりだな」

「あたしもガイアなんて興きよう味みがなかったし、滅めつ多たにフェーデに絡からんでなかったから詳くわしく調べてこなかったんだけど、ちょっと普通とは違ちがうみたい」

「そりゃそうだろ。第三者機き関かんとして《アニマ》を悪用した奴やつらを取り締しまってるんだから。俺らとは掲かかげてる旗はたが違うわな」

　だが桜子は黙って首を横に振ふった。

「ガイアは第三者機関であるからこそ、特とく殊しゆな規き則そくがあるの。それはね、友達や恋人を作っちゃいけない。贔ひい屓きしちゃうかもしれないから」

「マジか!?　え？　無理だろ」

　意外な言葉に面めん食くらう。あの年とし頃ごろで友達を一人ひとりも作っちゃいけないって、さすがにおかしくないか。いや、待てよ。番ばん傘がささんとはそれなりに仲が良さそうだったぞ。

「番傘さんは友達……じゃないのか？」

「そりゃ多少はコミュニケーションを取らないとフェーデにも影えい響きようがあるでしょうけど、実際は距きよ離りを取ってるんでしょ。友達っていうより単なるチームメイトじゃないの？　仕事中は仲良くやるけどプライベートでは一線を引く、みたいなさ」

　簡かん単たんな問題じゃないってことか。

「あたしの話はこれでおしまい。どうするかはあんた次し第だいだけど──あたしと舞まいを助けたみた」

「扇おうぎ、水みず原はらの具合はどうだ？」

　がらっと扉とびらを開く音にびっくりした桜子が、ひっと引きつった悲鳴を上げて、こきゅっと俺の首を絞しめる。お前……意い識しき刈かり取とるの……上う手まくなり、すぎ……。

　がく。




　次に目を覚ましたのは放課後だった。




　　　　＊




　春とはいえ日が暮くれると肌寒い。バイト先を出るなり夜風に撫なでられ、二の腕うでをさする。

　辺りはすっかり暗くなって、道を行く人たちも数少ない。帰宅のピークはとっくに過ぎている中、一人ひとりで帰るのは寂さびしい限りだ。俺おれは男だからまだしも、女の子は人ひと気けが少ない上にこうも暗くちゃ、気にするだろうな。

　なんてことを考えていたら、桜さくら子この姿が脳のう裏りに浮かんだ。今日きようの出来事はあまりにもインパクトが大きすぎる。

「ナース服にあんな威い力りよくがあったとは……俺もまだまだ修しゆ行ぎようが足らないな」

　アルテミスのＰＲだとしても、破は壊かい力りよくが抜ばつ群ぐんだ。

　思い出してにへらっとだらしない顔をしていたら、いきなり黒ずくめの男たちに囲まれて布ふ団とんでグルグル巻まきにされる。この間、わずか一分にも満たない時間だ。

　頭だけを出しただるまさん状じよう態たいの俺は、「わっわっ、え？　なに？」としか反応できず、あれよあれよという間に担かつがれて黒くろ塗ぬりの８９３さんカーに放り込まれる。

　続いてバタンバタンとドアが閉まる音。

　助手席には瀧たきさんが腕組みをしており、バックミラー越ごしに俺を見てくる。

「お客人、お仕事お疲れ様です。お嬢じようが自宅にご招しよう待たいしたいとのことなので、失礼かと思いましたがご足そく労ろう願ねがえませんでしょうか？」

　ご足労も何も簀す巻まきにされて拉ら致ちられてるんですが……。

　と内心のツッコミは呑のみ込んで、「お、おっけーッス」と引きつった笑顔で答える。弱いなー、俺。しょうがないだろ。あいかわらず瀧さんの眼光は鋭するどすぎて、見た瞬しゆん間かんに謝あやまりそうになっちまうんだから。

　けど……この人の中身は疑ぎ似じ裸はだかエプロンなんだよなぁ……。そう思うと同じ男として非常に親近感を抱くわけで。

　………………

　…………

　……

「おかえりなさいやし！　瀧の兄貴！」

「おう」

　はいっ、抱いだいていた親近感ぶち壊こわし！　微み塵じんも感じないよ！　住む世界違いすぎるっしょ！

　立派な日に本ほん家か屋おく。桜さくら子この家ほどぶっ飛んだ広さじゃないけれど、一いちノの宮みや家けも十分に広い。構こう成せい員いんという名の家族が数十人寝ね泊とまりしているのだから、それなりに広くないとやっていけないのだろうけど、綺き麗れいに整ととのえられた庭木やゴミ一つ落ちていない門前やらは、８９３屋さんというより地元の名士を思わせる。

　けどなあ……。

　門の脇わきに関東一ノ宮組の看かん板ばん。加えて玄げん関かんから母おも屋やまでの石いし畳だたみを、いかつい男たちがずらっと列をなすこの光景。

　地元の名士なだけじゃない……。

　玄関先で出で迎むかえてくれた舞まいさんは、普ふ段だん着ぎであろう和服を着ていた。髪かみを縛しばっているから肩の辺りとかがすっきりしていて、以前見たときとは違った新しん鮮せんな感じがする。

「あらあら直なお樹きくん、わざわざご足労ありがとうございます。瀧たきさんですから問題はないかと思いますけど、何か失礼はありませんでしたか？」

「……な、なかったヨ？」

　簀す巻まきから解放されている今、俺おれに拉ら致ちの痕こん跡せきは微塵もない。

「今日きようは直樹くんにアポロンやわたしのことをよく知ってもらいたいと思いまして」

「はぁ……」

　それならそれで、もうちょっと方法を選んで欲しい。

「よかったらお夕飯も食べていってくださいな」

「マジで!?　ごちになります！」

　ひゃっほーい、拉致？　何ソレ、ご飯くれる人が悪い人なわけないじゃん！

「この方は水みず原はら直樹くんです。わたしのお客様なので、粗そ相そうのないようにお願いしますね」

「いらっしゃいやし！　お客人！」

「はっ、はははっ、ど、どうも」

　舞まい上あがってる場合じゃねぇぇえぇぇぇぇ！

　やっぱ帰る！　おうち帰る！　ご飯に釣つられたけど、考えりゃここは地じ獄ごくの一丁目だよ！

　回れ右をしようとしたら「先のフェーデでは桜子さんのご自宅に泊まったそうですね」と静かな声が聞こえてきた。

　前を行く舞さんの顔は見えないけれど、背中が大いに語ってくれた。

　ここはＵターン禁止ですよと。

「お客人、お嬢じようのメンツを潰つぶさないことです」

　低くてドスの利きいた瀧さんの言葉は、あまりにも的てき確かくに俺の帰き巣そう本ほん能のうをぶち殺した。帰ったらダメだ。帰ったら殺される。

　言葉は時として、拳けん銃じゆうよりも日本刀よりも強きよう力りよくな武器になると学んだ十五の夜。




　居間に通された俺おれはテーブルの料理に感かん嘆たんするよりも、上かみ座ざであぐらを掻かく毛むくじゃらのヒグマ型お父さんにびくびくしていた。正座のまま顔を上げられない。ぷ、プレッシャーがすごすぎる……。

　十じゆう畳じようくらいの和室の中央には漆うるし塗ぬりのテーブルが一つ。上座に舞まいさんのお父さんが座り、お父さんから見て右手に舞さんのお母さん。そして左手に舞さん。俺は舞さんの左にちょこんと座っている。

「お父様、こちらが水みず原はら直なお樹きくんです」

「い、いつも舞さんにはお世話になっておりゃれます！」

　素すっ頓とん狂きような声を張り上げ、テーブルに額ひたいをこすりつけんばかりに頭を下げる。

「まあまあ、そんなに固くならないで。舞ちゃんと同じ学校なのでしょう？　学校での舞ちゃんを色々聞いてみたいわ」

　舞さんのお母さんはびっくりするぐらい若くて、親子というより姉妹と間違われてもおかしくない風ふう貌ぼうをしていた。和服姿でおっとりしているのは舞さんそっくりだ。舞さんがヒグマお父さんに似なくて本当によかったと心から思う。

「お母様ったら、それではまるで、わたしがいつも嘘うそをついているようではないですか」

「うふふ、でも舞ちゃん、最近変わったから～」

　みしり。ひっ！　不ふ穏おんな音がしたよ!?　ヒグマさんが持つ木製のお椀わんが軋きしんでる！　やばいやばいやばい！

「どう……変わったのかな、母さんや」

「そうですねぇ、活いき活きしていますね。毎日が楽しそう。この間なんて鼻歌交じりにお弁当を作っていました」

「ほう……お弁当……」

　ぎろっと鋭するどい視線を向けられ、咄とつ嗟さに口から「おいしかったです！」の一声。

「あらまあ、水原くんに作っていったのね。よかったわねぇ舞ちゃん、おいしいですって」

「直樹くんはすごくおいしそうに食べてくれるので、作り甲が斐いがあります。直樹くん、このお料理はお母様が作っているのです。わたしよりずっとおいしいですよ」

　微ほほ笑えましい母娘のやりとりに反し、一人ひとり孤こ独どくな戦いを続けるヒグマお父さん。ぼそっと「男に作っていたのか」と呟つぶやく。

　華か麗れいにスルーできる舞さんたちは別として、俺だけはばっちり聞き取った。だらだらだら。これはもう聞こえなかったふりをするしかない。けほんけほん、とわざとらしい咳せき払ばらいをして耳をほじる。

　あー、耳が詰つまってて聞こえなかったなー。

「……わしのために作ってたと思ってたのに」

　そのあともチビチビと日本酒をなめるヒグマお父さん。俺おれは勧すすめられるがままに料理を突つつき、おいしいおいしいと連呼しまくった。料理の味に関しては嘘うそ偽いつわりない本心から出た言葉だ。舞まいさんが言うとおり、舞さんのお母さんが作った料理はお世せ辞じ抜きでおいしかった。




　客間に通された俺は、すでに敷しいてある布ふ団とんにぼふっと倒たおれ込んだ。

　なんで帰りもせず、風呂までもらって泊とまろうとしてるかって？　俺も知りたい。流れに身を任まかせたつもりはないのに、勝手にたどり着いた先がこれだ。

『桜さくら子こさんのお宅には泊まったそうじゃないですか。桜子さんはよくて、わたしの家はダメですか？』

『ダメ……じゃない、です』

　こんなヘタレなやりとりがあったわけで。舞さんも桜子をライバル視しすぎだろ。桜子もそうだけど、意地の張り合いに巻き込まれるのはひどく気を使う。

　ちらりと時間を見たら、十一時を回っていた。色々あったから、このまま寝ねちまおうかな。いやいや、せっかく来たんだから舞さんからアイネのことを訊きいてみるべきか。

　そう思った矢先、障しよう子じの向こうから「直なお樹きくん、起きてますか？」と舞さんの声。

「少しお話がしたいのですけど」

「ああ、どうぞ。起きてるよ」

　スッと障子が開けられ、作法に則のつとって舞さんが入ってくる。テレビなんかで見たことがあるけど、実際にやっている人を見たのは初めてだ。

　部屋に入ってきた舞さんはいつもの着物姿ではなく、もっとラフな寝ね間ま着き姿だった。露ろ出しゆつ部分はそれほど変わらないのに、薄うす着ぎになった分だけ、やたらと艶いろっぽさを感じさせる。それに細い腰こしに巻いた帯と大きな胸のギャップがすごい。俺の目は釘くぎづけだ。

　ああっ、そうだ見ちゃいかん。舞さんからも言われたじゃないか。マジマジと見るものじゃないと。

　舞さんは手にしていたアルバムを俺の前に置くと、ゆっくりと開いた。

　そこには小学生から高校生、大人まで色々な男女が写っている。特とく徴ちよう的てきなのは皆、カメラ目線でないことだ。構こう図ずもおかしいのばかりである。

「これって」

「ええ、アポロンがきっかけを作ってきた人たちです。言うなればアポロンの歴史ですね。代々引き継ついできたのですよ。どうです、みんな幸せそうな顔をしていると思いませんか」

　すっと俺の横に座ってアルバムの中から一枚の写真を指さす。

　その弾はずみでさらっと黒くろ髪かみが滑すべり落ち、俺の腕うでを撫なでていった。や、やばっ、ぞくぞくっとしたぞ。

　舞さんは気にしたそぶりもなく、自然に髪かみをかき上げて耳にかけると「この子たちは女の子が引ひっ越こしするところでして」と説明してくる。

　写真に写っているのはわんぱくそうな男の子と、おとなしそうな女の子だった。年の頃ころは小学校低学年ぐらいだろうか。二人ふたりとも幼い顔立ちをしている。

「伝説の木の下で告白して、絶対にまた会おうって約束したのです」

「ここに写真が貼はってあるってことは、アポロンが勝ったんだ」

「はい、この子たちはカップルになれましたけど、引っ越しはなくなりませんでした。ですがそこで二人は終わったわけではなかったのです」

　そう言ってページをめくり「こちらを見てください」と指さす。そこには先ほどのカップルが少しだけ大人になった写真があった。前のが小学生で、こちらが中学生ぐらいだ。手を繋つなぎ、幸せそうな顔で笑いあっている。

「中学二年のとき、女の子がまたこちらに帰ってきたのです。もう五年近くも経たっているのに、二人の絆きずなは決して壊こわれていませんでした」

「へぇ……なんかいいな、そういう話」

「アポロンの中でもとっておきのエピソードなのです」

　距きよ離りと時間が隔へだてたとしても、二人の想おもいは確かに繋がっているって、格好いいし素す敵てきだと思う。そういう話を聞くと恋れん愛あいってのもバカにできないよな。

「この話にはまだ続きがあって、二人が社会人になって数年経ったとき、男の子が女の子を伝説の木に呼んだんですね。そこでプロポーズしたんですっ」

　嬉うれしそうに頬ほおを赤らめる舞さんは自分のことのように、アルバムの中にいるカップルを祝しゆく福ふくする。

「始まりが伝説の木からだったから、新しい家族を始めるのもここからがふさわしい。男の子はそう言ってプロポーズしたんです。素敵ですね、女として生まれたからには、こういう男の子と恋をしたいものです」

　ぽーっとする舞さんはいつもに比べて随ずい分ぶんと乙女おとめチックな雰ふん囲い気きだ。

「これで少しはアポロンに興きよう味みを持ってくださいましたか？　やりがいのある組そ織しきだと自負していますよ？　直なお樹きくんなら大だい歓かん迎げいです」

　うーむ、これはグラッと来るなー。

　桜さくら子この考え方も十分理り解かいして、納なつ得とくもしている俺おれだけど、舞さんたちアポロンがしてきたことをこうして見せられると、アポロンも悪くないと思えてくる。

　むむむっと唸うなっていたら、あることが頭をよぎり、そのまま口に出す。

「あれ？　でもこのカップルだけやけに詳くわしいけど、なんで？」

「黒くろ木き先生の同級生だからです」

「…………それは、また……コメントしにくい事情だな」

　このカップルに対して黒木先生の青春が灰色過ぎる……っ！　青春の光と影かげがこんなところにあるとは！

　そうやってしばらくアルバムを見て、アポロンの活かつ躍やくを聞かせてもらった。このアルバムに貼はってある写真は、アポロンが頑がん張ばってきた結けつ晶しようなんだ。こういう積み重ねがあるから、舞まいさんはアポロンを続けてるんだろう。

　幸せそうなカップルの笑顔は、何よりの報ほう酬しゆうなのかもしれない。




　アルバムを見終わって、一息つく。どちらからともなく黙だまり込んでしまい、静しずかな時間が流れていく。俺おれもついついアルバムの話に聞き入ってしまった。

　その心ここ地ちよい沈ちん黙もくに浸ひたり続けるのをよしとせず、口を開いたのは俺だった。

「実はガイアのことで訊ききたいことがあるんだ。友達や恋人を作っちゃいけない、なんて規き則そくがあるって聞いた……本当なのか？」

　足を崩くずしてアルバムを撫なでていた舞さんは「直なお樹きくんが自分で調べたのですか？」と問い返し、すべてを見み透すかしたような目で見てくる。

「いや、桜さくら子この奴やつが……なんか色々思うところがあったらしくて、自分で調べたことを俺にも教えてくれたんだ」

「うふふっ、なるほどそうでしたか。桜子さんが。桜子さんはよほど直樹くんのことをわかっているのでしょうね」

　純じゆん度どの高い笑顔を見せる舞さんは、とても嬉うれしそうに桜子を褒ほめている。何がそんなに楽しいんだ？　俺にはわからないけど、女の子同士で思うところがあったのだろうか。

「そうそう、ガイアのことでしたね。友達や恋人を作ってはいけないという規則は本当ですよ」

「……一つ疑ぎ問もんなんだ。たとえ友達や恋人を作っちゃいけないってのがガイアの規則だとして。アイネが代表を続ける理由ってないだろ。辞やめちゃえばいい。あるいは新しい組そ織しきなりを立ち上げればいいんじゃないか？」

　そうなんだよな。別にそこでないと活動できないわけじゃないし、続けるメリットがない。むしろデメリットの方が多いと思う。

「これはバンビちゃんのプライベートに関わることですから、他た言ごん無む用ように願います」

　そう断ってから、舞さんは重そうな口を開いた。

「バンビちゃんは今、大おお庭ば家けに一家でお世話になっています。ご両親が職しよくを失い、借金までこさえている状じよう況きようだったとき、分家の小こ鹿じか家けに救いの手をさしのべたのが大庭家なのです」

「大庭家って……まさか、フェーデのときの？」

「ええ、あの大庭先せん輩ぱいの実家ですね。援えん助じよをしているのは大庭先輩のお父様です」

　やっぱりガイアってのは第三者機き関かんなんだな。お世話になっている家の息子さんだからって、フラグを守ったりしないんだもん。アイネは偉えらいな。

「そのお父様が、バンビちゃんにガイアを率ひきいるよう指示しているようです」

「なんでそんなことを？」

「そこまではわかりません。とにかくバンビちゃんとしては、ご両親がお世話になっている上、本家の自宅に間借りさせてもらい、かつ学がく費ひまで出してもらっているという状じよう況きようです。そう簡かん単たんに断れるものではありません。子供は子供なりに親や周囲に気を使うものです」

　そう……だな。大した力はないけれど、助けたいという気持ちは持ってる。子供でもな。

「そっか……」

「その顔、俺おれに何かできることはないか──という顔をしてます」

　ぺたぺたと頬ほおを触さわり「してるか？」と苦笑いで訊きいてみた。

　そしたらにっこりと微ほほ笑えまれて「それはもう、わかりやすいです」と太たい鼓こ判ばんを押されてしまった。

「結局はバンビちゃんが決めることです。直なお樹きくんが助け船を出したとして、バンビちゃんがそれを拒こばむのか。助け船に乗るのか。お膳ぜん立だてはできても、最後の一線は自分の意志で乗り越こえないといけません」

　舞さんの話を聞いた俺はごろんと仰あお向むけに倒たおれ、天井を見上げる。

　どうすべきか、どうしたいのか、悩なやむ。

「……なんで笑ってんの？」

「いえ、直樹くんらしいなって思いまして。そうやって何かできることがあるなら、手助けしたいと考えるところ、わたしはとても好きですよ」

「そりゃ……どうも……」

　はっきりと好きとか言わないで欲しいね。褒ほめ言葉の一つなんだろうけど、俺には刺し激げきが強すぎる。照てれくさくってしょうがない。

「それで……どうするつもりですか？」

「ちょちょちょ──!?」

　寝ねっ転ころがった俺をのぞき込んでくる。身を乗り出したせいで、さらっと黒くろ髪かみがこぼれ落ちて俺の頬を撫なでた。すごくいい匂においがする。

　どきどきしすぎて声も出ないし、身体からだも硬こう直ちよくしっぱなしだ。こんな状じよう態たいで、まともに答えられるわけないだろっ。

　慌あわてふためく俺の耳に、どすどすと荒々しい足音が聞こえてくる。これは──

「お客人！　舞を見なかったかな！」

　ぴしゃん。作法などどっかに置いてきた豪ごう快かいな開けっぷり。障しよう子じ戸どが全開になり、両手を広げたヒグマお父さんが顔を引きつらせて立っている。

「お父様？　何かわたしにご用ですか？」

「ま、舞……」

　かすれるように我が子の名前を呼んだヒグマお父さんは「おんどりゃぁぁぁぁ！」と大だい音おん声じようで俺おれを怒ど鳴なりつける。

「男なら責任取らんかい！　夜遅くに男と女が二人ふたりきりになるっちゅー意味はなぁ、おんどれわかっとんのか！　し、ししし、しかも接せつ吻ぷんだとぉ!!」

「いやいやいいあいあいあいあ、そそそそ、それはすごい、誤ご解かいです！」

　ぎえええええっ！　なんだってこんなことに!?

　た、確かにヒグマお父さんの視点からは、舞まいさんが俺にキスしようとしているように見えるかもしれない。けどそれは誤解だ！

　ヒグマお父さんは目を血走らせてガンを飛ばしてくる。顔を斜ななめにして抉えぐり込むように俺をのぞき込み、今にも摑つかみかかってマウントポジションを取りかねない勢いきおいだ。

「お父様！　何を言ってるのです！」

「おお、舞。お前は黙だまっていなさい。わしがこのどぐされ二ふた股また男おとこを引ひき裂さいて、いやさ男との仲を引き裂いて、いやさ仲を取り持ってやるからな！」

　もの凄すごい本音が出たよ！　ポロッと出た本音が怖こわすぎる！

　両足を左手と右手で摑つかまれ、ぬうううううん！　という気合いと共にぶちんとちぎれる俺。なんて光景が脳のう裏りに浮かぶ。

「ち、違ちがうんですお父さん！」

「わしをお父さんと呼ぶぬあああああああ!!」

　ああ、もう！　どうすりゃいいんだよ！

「もうっ、お父様もやめてください！　わたしはバンビちゃんのことについてお話してただけなんです！」

　ぴた。大だい噴ふん火か中のヒグマお父さんの動きが止まった。

「なんじゃい。秋しゆう水すいんとこに世話になってる子か」

「ええ、お父様も知っているでしょう？」

「そうか小こ鹿じかの小娘……」

　ヒグマお父さんがぎろっと俺を見下ろし、「お前……もしかして覚かく醒せい者しやか？」と訊きいてきた。

「はい!?」

　なんでヒグマお父さんの口から覚醒者なんて言葉が出てくるんだよ。

「わしも昔、十じゆう文もん字じ学がく園えんに通っとったからの。ふっ、秋水んところは実子が目覚めんかったが、うちの舞は違うぞ。わしの血をしーっかり受けついで力に目覚めとる」

　うわっはっはっと勝ち誇ほこった笑い声をあげるヒグマお父さんを見上げ、「秋水？」と呟つぶやくと「大おお庭ば秋水さん。バンビちゃんがお世話になってる大庭家の当主様です」舞さんがこそっと教えてくれた。

　もしかして──

「お父様と大おお庭ばのおじ様は、ご学友なのですよ」

「ご学友なもんかっ！　秋しゆう水すいはな、昔っからいけすかん奴やつだったんじゃい。生徒会に所しよ属ぞくしてるのがそんなに偉えらいのか、やたらと優ゆう等とう生せいぶりおって。しまいには、ガイアなんちゅー堅かたッ苦くるしい組そ織しきを立ち上げたのもアイツじゃ。それはもう、わしとはしょっちゅうぶつかり合ったもんよ」

「ガイアって大庭先せん輩ぱいのお父さんが作ったのか……」

　それを今、分家のアイネに継つがせている。

　にしてもヒグマお父さんと大庭先輩のお父さんがフェーデに関わってたとはな。アルバムの件でもわかったけど、アポロンもガイアも歴史長いんだな。ちょっと驚おどろいた。

「思い入れがあったのですか？　大庭家のお父さんはガイアに」

「あの頃ころはやんちゃな奴が多かったのもあってな。いわば組織が不良グループみたいなものだった。《アニマ》を使っての殴なぐり合いじゃあ。今にして思えば、秋水がガイアなんちゅーもんを立ち上げた理由もわかる」

　話を聞くと戦国時代とか、三国志なんかを思い浮かべるな。乱世を嘆なげき、立ち上がった集団ガイア。劉りゆう備びなんかのポジション？　……黄こう巾きん党とうってオチはやだな。

「そのときもガイアには、友達や恋人を作ってはいけない。なんて規き則そくが？」

　桜さくら子こや舞まいさんから聞いたガイアの規則についてかいつまんで説明したら、ヒグマお父さんは怪け訝げんな顔で鼻を鳴らした。

「なんじゃい、そのクソみたいな規則は。そんな規則を作ったら、作った奴が袋ふくろだたきに遭あうだろうが」

　ってことはだ。以前のガイアにはなかった規則を、新生ガイアには作った。なんでだ？　大庭のお父さんは何を考えてアイネにこんな酷ひどい規則を押しつけてる？

「お父様、今のガイアはバンビちゃんが代表を務つとめているのですが、そういった規則があるのです。それも大庭のおじ様から言われて」

「秋水の奴が？　あー、アイツ、ひょっとしたらあのことを根に持ってるのかもしれんな」

　ぼりぼりと腹を掻かいて顎あごに手をやる。

　しばし考えていたヒグマお父さんは舞さんと俺おれを見て、大きく息を吐いた。

「昔な、秋水には親友がいた。そいつは覚かく醒せい者しやじゃなかったが、まあ端はたから見ても息のあったコンビだったな。フェーデ以外での付き合いでは、大体秋水の隣となりにはそいつがいたくらいだ」

　そこまで言って「が、裏うら切ぎられた」と素そっ気けなく告げる。

「そいつは秋水と親しくする一方、裏でアイツを裏切っていた。木の力を悪用したり、覚醒者をそそのかしたりして自分のために利用していた。そんでな、そいつが木の力や覚醒者を知ったのは、秋水からなんだ。アイツの何なに気げない一言や行動から、その男は木の力を知った」

　ヒグマお父さんは懐なつかしむように目を細め、ごわごわしたあごひげを擦さする。

　知ち識しきさえあれば、その人が覚かく醒せい者しやであるかどうかは関係ないってことか。普通の人でも木の力を悪用できるのは怖こわいところだな。

「ガイアが他た組そ織しきを取り締しまる情報なんかも流出させたそいつは、ついに事実が明るみに出て袋だたきにされたんだが──。すでにガイアはガタガタ、秋しゆう水すいは秋水で誰だれも信じられなくなって組織の力は一気に減げん衰すい。結局、アイツが卒業する頃ころには部員なんて一人ひとりもいなくてガイアは消しよう滅めつした」

「だから……友達や恋人を作るなと」

「おそらくな。頭の固いバカ秋水の考えそうなことだわ。頭のいい奴やつが捻ひねくれると、大体偏へん屈くつになるって決まってるんだ。──その点わしは違う。柔じゆう軟なんで応用力もあって何よりも舞まいがいる！　秋水の小せがれなんぞに負けるものか！」

　ふははははははっ。この人、舞さんが好きすぎてダメな大人になってるぞ。最終的に舞さんを持ち上げられれば、他ほかはどうでもいいって感じだ。

　舞さんもそれを理り解かいしているのか、ため息をついて「ごめんなさい、こんなお父様で」と謝あやまってくる。

「ふははは──あー、そういえば秋水の奴んところにいる小こ鹿じかの小娘だけどな。秋水の奴、小娘を嫁とつがせるとかなんとか言ってるらしいぞ」

　んな!?　大庭のお父さんはどんだけ傍ぼう若じやく無ぶ人じんなんだよ！

「それはわたしも初耳です。バンビちゃんは何も言っていませんでしたし」

「多分、限られた人にしか言ってないんじゃないか？」

　ちらっとヒグマお父さんを見たら「そこまでは知らん。が、秋水は生き真ま面じ目めな奴だったから、冗談ではないだろうな」なんて言っている。

　色んなことがわかってきたけど、ただの高校生に過ぎない俺おれが何かできるのか？




　　　　＊




「あ……」

　放課後になって校門に行くと、アイネが待っていた。

　昨日きのう聞いた話を思い出し、アイネを見た途と端たん、ドキリとする。

　校門脇わきで目立たないように控ひかえていたアイネは、ジッと俯うつむいて微び動どうだにしない。こうしていると等身大のドールでも見ているような錯さつ覚かくに陥おちいる。

　目立つ風ふう貌ぼうのアイネは色々な人から注目されていたが、本人は緊きん張ちようしすぎているのか、他のものがまったく視界に入っていない様子だ。

　俺の影かげがアイネの足にタッチすると、顔を上げてぺこっとお辞じ儀ぎしてくる。俺も片手を上げてそれに応こたえた。

　目の前で頬ほおを赤らめるアイネは、両手を胸に当てて深しん呼こ吸きゆうすると「きょ、今日きようはわたしの番、です」と宣せん言げんした。今日は……ね。なるほど、いわゆる当番制って奴やつか。

「あのさ……」

「は、はい、なんですか？」

「いや……えっと、何を言うか、忘れちゃったよ」

　わしゃわしゃと髪かみをかき混ぜ、ごまかし笑いでアイネの視線から逃にげる。昨日きのうのことを訊きいてみようかと思ったのだけど、言葉が出てこなかった。

　ガイアは辛つらくないか？

　友達を作っちゃいけないってどうなんだ？

　大おお庭ばのお父さんに無理矢理させられているんだろう？

　なんて──いくらなんでも訊きにくいだろ。

　だから口をつぐんで、ふにゃっと頼りない笑みを浮かべる。

「あははっ、若いのに物忘れが激はげしいってお爺じいちゃんだよなー。そんで今日はどうした？　アイネの番って言ってたけど」

「きょ、うは、わたしを知ってもらいたいと思いまして」

　ごそごそとメモ帳を取り出してジッと見ていたアイネは、口を開きかけてまたメモ帳に視し線せんを落とす。何度か同じようなことを繰くり返し、メモ帳を開いたまましゃべり出す。

「組そ織しきがいくら崇すう高こうな使命を掲かかげていても、そこに所しよ属ぞくする人の志こころざしが伴ともなっていなければ、なんら意味を持ちません。例たとえるならば包丁は優すぐれた道具ですけれど、殺人に使えば不幸せを生み、料理人が使えば幸せを生みます。ガイアの思想、使命を例の包丁に置き換かえて想そう像ぞうしてください。どうでしょうか」

　一息に言い切って、ほっと胸をなで下ろすアイネ。

　お疲れさん。完かん璧ぺきな棒読みだったぞ。

「そこで今日はガイアに入る前に水みず原はらさんもわたしの人となりを知っておいた方がいいのではと……。扇おうぎ先せん輩ぱいと舞まいお姉さまのことは、水原さんもよく知っていますから、同じくらいわたしのことも知ってもらいたいです」

「よくってほどでもないけどさ。でもいいぜ。どうするんだ？」

　ここに来て再びメモ帳を取り出すアイネは「勧かん誘ゆうルートに移行。選せん択たく肢し２Ａへ」と言って「今から水原さんに付き合って欲しい場所があるのですけど……」と訊いてくる。

「ああいいぜ」

　ぱらっ。「２Ａの答えは〝はい〟。四十六ページへ」

「ならわたしと……ウィンドウショッピングに付き合ってくれませんか」

　おそらくメモ帳に書いてあったのは、そこまでなのだろう。言ってみたものの、慌あわてて言葉を付け足す。

「いえっ、その、仲間になる以上、価か値ち観かんの合がつ致ちと言いますか、一いつ緒しよに楽しめるかどうか共きよう感かんぐあいを知ると言いますか、そういったものを測はかるのにお買い物は最さい適てきだと聞いてまして。え、っと、その、水みず原はらさんはガイアの仲間になるかもしれないのですから」

　アイネは人となりを知ってもらいたいと言っているけれど、ガイアの規き則そくなんかを知ってしまった手前、本当の気持ちがなんとなく察さつせられる。

　これって多分、俺おれは仮か想そう友達に選ばれたんじゃないかな。

　人となりを知ってもらうという建たて前まえは、友達を作れないガイアの規則に対してのもの。そんな風にしなければ友達と一緒にお買い物──なんていうありふれたこともできないんじゃないか？

　仲間って単語を友達に言い換かえれば、アイネの望んでいるものが見えてくる。

　でもま、俺がアイネの境きよう遇ぐうをどうにかできないなら、今このときぐらい年とし相そう応おうの女の子扱あつかいしてやるのが年長者の務つとめってもんじゃねえか。

　アイネの申し出に俺はスケジュール帳を取り出し、「バイトに行くまででいいなら付き合うよ」と快かい諾だくした。




　オリエンテーリングで使われたアーケードに足を伸のばすと、さすがにあのときのようなおどろおどろしい雰ふん囲い気きは微み塵じんもなくなっていた。

　アイスクリーム屋やカラオケ店、スポーツ店。ゲームショップや本屋といったものがずらっと並ぶ。十じゆう文もん字じ学がく園えんの生徒が客の大半を占しめているアーケードは今日も盛せい況きようだ。

　アイネに連れられたのは、その中の一つである服屋だった。しかもユニクロとかじゃない。ティーン向けの女物しか置いてない店だ。きゃあきゃあと楽しそうに入店していく女の子たちを後しり目めに、俺はじっとりとした嫌いやな汗をかいていた。

　女性の下着売り場に連れられるよりはマシかもしれないけど、この雰囲気は正直きつい。

　アイネも物もの怖おじしてしまい、店の前で二人ふたりして固まってしまった。

「アイネはここに来たことがないのか？」

「はい、一人ひとりで入るのは、少し怖こわくて……」

　あーそうな。こういうお店って店員さんが気軽に話しかけてくるしな。そこが売りなのかもしれないけど、おとなしいアイネにはハードルが高いだろう。

「今日きようは俺も一緒だし、行こうぜ」

「あ、待ってください、心の準じゆん備びが」

「だって今日はアイネのことを知ってもらわないといけないんだろ。ほらほら、教えてもらおうじゃないか」

　有無を言わせぬ強引さで店内に引っ張り込んだ俺は、色とりどりの服を見てぎくりと硬こう直ちよくしたが、逆にアイネは「わぁ」と小さく歓かん声せいをあげた。

　目移りしてしまうアイネは、きょろきょろきょろきょろ、忙せわしなく首を動かしている。自分じゃ着られない服であっても、可愛かわいいです……っとか言いながら見ていた。

　アイネが服を選んで、楽しそうにしているのを見て、店員や店内にいた子たちが「見てみて、あの子お人形さんみたい」なんて話している。

　脇わきで聞いていると俺おれのことじゃないのに誇ほこらしくなるな。いいぞ、もっと言ってくれ。肝かん心じんのアイネはまるで聞いちゃいないけど。

　アイネはそれこそカジュアルな装よそおいから、フェミニンな装いまで、多種多様の服に興きよう味みを持って身体からだに当てていた。素そ材ざいがいいから何でも似に合あうってのは、チートって言われそうだな。

　あれこれ見ていたら、店員が寄ってきて「ご試し着ちやくなさいますか？」と声をかけてきた。

　びっくりしたアイネは困ったように俺を見上げてくる。

「試着させてもらえば？」

「あ、でも……お金持ってないから」

　ウィンドウショッピングって言ってたっけ。

「お気になさらないでいいですよ」

「ほら、店員さんもそう言ってるし、それに気に入ったなら、今度お金を貯ためて来るとかできるだろ？」

「う、うん……」

　歯切れの悪いアイネだが、結局店員さんと俺に押し切られ、試着室に放り込まれた。

　着き替がえを待っている間、せっかくだから写真を撮とっておくかとケータイのカメラを起動させる。隣となりにいた店員さんがすかさず「盗とう撮さつは犯はん罪ざいですから」と釘くぎを刺してきた。おいっ、失礼すぎんだろ!?

「お、お待たせしました」

　声はすれどもカーテンは開かず。

「おーい、お披ひ露ろ目めしてくれよ」

「だ、ダメです。やっぱり恥はずかしいですっ」

　そんなに露ろ出しゆつの高い服を持って行ったっけ？　首を傾かしげていると店員さんが「よくお似合いですから、お兄さんにも見せてあげましょう」と言ってカーテンを開け放つ。

「あ、待っ……!?」

　カーテンが開けられ、動どう揺ようしまくったアイネが姿を見せる。

　ホットパンツにボーダーＴシャツ。上には明るい色のシャツを羽は織おっている。店員さんはすかさず「こういう小物もいいですよ」とアイネの頭に帽子をかぶせた。

　さすがに店員さんだけあって、アイネの可愛らしさに磨みがきがかかる。初等部の服がゴシックドレスだから、こういうカジュアルな装いはすごく新しん鮮せんに映うつる。

　アイネは短い悲鳴を上げてしゃがみ込んでしまうが、俺は満面の笑みで褒ほめ言葉を──

「すっごく可愛かわいいですよ！　本当にモデルさんじゃないんですか！」

　おーい、空気を読めそこの店員。

　俺おれの褒ほめ言葉は興こう奮ふんしきった店員さんに遮さえぎられ、アイネに届かない。怒ど濤とうの褒め言葉に困こん惑わくしつつも、アイネは嬉うれしそうだ。

　そのあともパフスリーブのワンピースや、細身のジーンズにヘソ出しＴシャツとか、三段フリルのスカートにパーカーなんてのも着た。何度も試し着ちやくするにしたがってアイネも慣なれてきたのか、恥はずかしがりながらも俺に見せてくれる。
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　どれもこれも、安あん易いながら「すごくよく似に合あう」しか言えない。

　大体、最近の小中学生はおしゃれすぎて、俺みたいなおしゃれに興きよう味みがない人間としちゃ肩身が狭せまい。こちとら、いまだに美容院に行けないヘタレ野や郎ろうだぞ。

　完全にアイネのファッションショーと化した試着室の前で、俺はしきりにうんうんと「似合う似合う」を繰くり返すばかり。

　しまいには店員さんが数人ついて、お客さんまで見に来る始末だ。

「すごいですね、妹さん。お兄さんとはまったく似てないみたいですけど」

　ほっとけ。不ぶ細さい工くで悪かったな。

　一時間弱をその店で過ごし、結局アイネは焦こげ茶色のシュシュを買った。ご満まん悦えつのアイネは店の外に出ると「すっごく楽しかったです。ありがとうございます水みず原はらさん」と俺を見上げてくる。

「アイネの人となりもわかったし、有ゆう意い義ぎな時間だったよ」

　そう言うとアイネははっとなって「そ、そうです……ね。人となりがわかってもらえて……よかったです」なんてごにょごにょと呟つぶやいている。

　完全に当初の目的を忘れてるだろ。

　まあこれだけ楽しんでいるのだから、この件に関してはこれ以上ツッコまないであげよう。本当に女の子って買い物が好きだよなー。あれこれ飽あきもせずに見ていられるんだからさ。俺おれなんかじっくり品定めをするのは、生せい鮮せん食品ぐらいなもんだぞ。

「あれー、小こ鹿じかさんじゃん」

　俺がアイネと歩いていると、後ろから声をかけられた。

　振ふり返れば十じゆう文もん字じ学がく園えんの初等部女子が五人ほどいる。すでにどこかで遊んできたのだろう。買い物袋を手にしている子もいた。

　その子たちはアイネを見てから俺をじろじろ見て「なーんだ」と笑いあう。

「小鹿さんっていつも遊ぶの断ことわるけど、こういうことだったんだね」

「彼氏がいるならいるって言ってくれればいいのにー」

　きゃっきゃと茶化す子たち。年上なんだー、とか。背は高いねー、とか。六〇点ぐらい？　なんて話してる。六〇って微び妙みようすぎて評価しにくい。

「み、みんな、これはね。違うの、わたしね」

「いいっていいって、気にしないで。ゆっこも彼氏ができたら付き合い悪くなったし、しょうがないっしょ」

「あんたはちっともそんな気配がありませんなー」

「ほっときなさいよッ」

　軽口を叩たたきながら、女の子たちは「じゃーね、また学校で」と手を振って立ち去る。

　遠ざかっていく女の子たちを見送るアイネは、どこか物もの寂さびしく、羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けていた。

　そっか……アイネはこういう距きよ離りでしか、クラスメイトと付き合えないのか。一見するとそれほど仲が悪いようには見えないけれど、実じつ際さいはこう……一線を引いた感じがする。

　それに、アイネはやっぱり友達が欲しいんだろうな。

「水原さん……。あとちょっとだけでいいから、付き合ってくれませんか」

　メモ帳を開かないでお願いしてくるアイネだったが、その表情にはどこか陰かげりがあった。




　目的地に近づくに連れて嫌いやな予感が強まる。その気配を察さつしたのか、アイネは「さすがに水原さんが気にしているようなことはしません」と俺の予想を否定する。

　アイネに連れられた先は、伝説の木だった。途中で金きん属ぞく製せいのジョウロに水を汲くみ、それを持っての来らい訪ほうだ。

　すでにキスフラグ日は終わっているものの、フェーデ期間中であるため伝説の木は満開に咲き誇ほこっている。

　ガイアであるアイネが、俺おれに告白をするとは思えないけど、以前の暴ぼう走そうがあっただけに緊きん張ちようしてしまう。

　アイネは、まだ残っているお供そなえ物ものをてきぱきと片づける。枯かれてしまった花や食べ物などをまとめながら「ここは告白する場所ですから」と説明してきた。

　確かに事故現場みたいな感じがするわな。花とかジュース類のお供え物とかが置かれてるとさ。

　俺もアイネの手伝いをする。以前から少しずつ片づけていたのか、残っているお供え物はごくわずかだった。

　それらを片づけ終えると「お待たせしました」と言って笑顔で水やりを始める。ジョウロからしゃわしゃわと心ここ地ちいい音が聞こえてくる。土が水を飲む音と相まって、本当に植物がおいしそうに食事しているみたいだ。

　さて、そろそろ本題かな。

　こんなところで話をしたいというのだから、アイネ──あるいはガイアにとって重要な話があるんだろう。

　けれどもなかなか話し出さないので、俺はにやっと作った笑みを浮かべる。

「伝説の木をぶちのめしたいなら手を貸すぜ」

　そう軽口を叩たたくと、アイネはぎょっと目をまん丸にして俺を凝ぎよう視しする。

「また《分岐粉砕フラグ・ブレイカー》ですか？　そんなことしたら大変なことに」

「しないしない。知ってるか？　こいつ、ちょー強いんだぜ。けっちょんけっちょんにやられて、マジで死ぬかと思ったんだから。あんなのは二度としたくないね」

　しかも復ふつ活かつが早いしな。割わりに合わねぇったらありゃしない。

　おっ、どうしたんだアイネ。なんか暗い顔をしてるけど。……そういえばガイアって、伝説の木を神しん木ぼくとして崇あがめてるんだっけ。倒たおされたときの話なんて、面白いもんじゃないか。

「そう、ですよね。大変ですから二度としない方がいいです」

　はははっ、怒られちゃったよ。

「水みず原はらさんは扇おうぎ先せん輩ぱいのどこが好きなのですか？」

「ぶっ！」

　いきなり変なことを言い出すなよ！

　まあアイネにとっちゃ、いきなりでも、変でもないんだろうけどさ。

　気づけばいつの間にかメモ帳を取り出してるよ。アイネがそのメモ帳を出すときは要注意だな。

「別に好きじゃない」

「だって扇先輩のために命をかけて頑がん張ばったと聞きました……」

「それを言ったら、舞まいさんも好きってことになっちゃうだろ？」

「はい、だから扇おうぎ先せん輩ぱいと舞お姉さまのどっちが正せい妻さいなのかなと」

「ぶはっ！」

　再度吹いた。

　ちょ、ちょっと誰だれだよ、こんな変なことをアイネに吹き込んだのは！　……て一人ひとりしかいねーっ！　朝あさ倉くらさん、ナニ修しゆ羅ら場ばを作り出そうとしてるの!?

「こ、この話はやめようぜ」

「えっ、まさか本当に朝倉先輩が言ったように二人ふたりともお妾めかけさんなのですか？　水みず原はら先輩は優ゆう柔じゆう不ふ断だんなのです、と言っていました」

　朝倉さーん！　頼たのむからいたいけな子供に変なことを吹き込まないでくれ！

　俺おれをおちょくったアイネは、朝倉さんから仕込まれたイタズラを達成し、今度は自分の質問をぶつけてきた。もちろんあの手帳は開きっぱなしだ。

「水原さんが覚かく醒せい者しやになったときって、どんな気持ちでしたか？　普通の世界から、フェーデや《アニマ》のある世界に変わるって、どんな感じでした？」

「どんな感じ……ねぇ。」

　顎あごに手をやり、うーむと考え込む。

　俺は自分が覚醒者だって気づいていなかったからな。気づいたのは桜さくら子こに指し摘てきされてからだし、あらためて言われると困る。

「世界が変わったっていうのとは、ちょっと違うかもしれないな」

「そうなんですか」

「ああ、俺にとっての変化は──仲間や友達が増えたってことかな。そういう意味では世界が変わったっていってもいいけど、どちらかといえば、世界が広がったっていう方がぴったりだ」

　アイネは「友達や仲間が増えた……」と噛かみしめるように呟つぶやく。俺とは違って、アイネは逆か。複ふく雑ざつだろうな。

「水原さんは覚醒者になってよかったんですね」

「厄やつ介かいなことに巻き込まれてはいるけどな」

　俺の言葉に真しん剣けんな眼まな差ざしを向けてくるアイネだが、それほど為ためになる話じゃないと思うぜ。まあ俺の方がアイネよりもちょっとだけ長く生きてるから、違う考えを持てるのかもしれない。

　メモ帳をしまって再びジョウロで水やりを開始する。

　ぼやっと見ていたら、意外にもメモ帳を開かずにアイネが話しかけてきた。

「なんで花か壇だんで会ったとき、わたしに声をかけてくれたんですか？　こういうのはよくないことだけど、日本人って外国人と距きよ離りを取ります。でも水原さんはメチャクチャな英語でも気にせず話しかけてきて……なんでですか？」

　俺おれの英語力はスルーで頼たのむ。

　けどそうだな──

「困ってたんだろ？」

「え？」

「泣いてたし、困ってそうだし、気になった。結果的に花か壇だんはなんともなかったし、俺が声をかけなくてもよかったのかもしれない。けどもし声をかけなかったら、その事実も知らなかったわけで」

　言ってて恥はずかしくなってきた。けど今さら止めるわけにもいかない。ええい、ままよ。がりがりっと後頭部を掻かいて一息に言い切る。

「助けなかった俺はきっと、アイネが泣いてたことを思い出す。そんで後こう悔かいする。あの後どうなったかな？　泣いたままだったのかな？　なんで泣いてたんだろ？　とか考えて、俺は何かできたんじゃないかって思うわけだ。どっか痛いたいなら保健室に連れて行ってあげられるし、何かなくしたなら一いつ緒しよに探してあげられるし、友達と喧けん嘩かしたなら一緒に話して解かい決けつ策さくを考えることだってできる」

　俺は正せい義ぎの味方じゃない。

　けど俺なりの正義を持った、いい人にはなりたいと思う。

　だから俺にとって後悔のない行動をしていたい。俺自身が正しいと思える行いをしたい。もちろん無理しない程てい度どで。自分が無理してまで他人に尽つくすってのは、正しよう真しん正しよう銘めい混じりっけなしの正義の味方に任まかせるからさ。

「水みず原はらさんはだから伝説の木を倒たおしたのですか？　扇おうぎ先せん輩ぱいと舞まいお姉さまのために」

「……俺がむかついただけだよ。伝説の木を神しん木ぼくと見てるアイネたちからすれば、とんでもない話かもしれないけどさ」

　誰だれ々だれの為ためにって──他人から指し摘てきされると、もの凄すごく恥ずかしいのな。間違っちゃいないけどさ。認みとめたくないんだよ。だって恩おん着きせがましいじゃないか。

　しばらくジョウロから降ふり注そそがれるシャワーを無言で眺ながめる。アイネも無言で水やりにいそしんでいた。言葉は交わさないが、この空気は悪くない。落ち着く。水を吸って土と草の匂においが濃こくなり、鼻び孔こうの奥をくすぐる。

　すぅっと大きく息を吸う。

　じいちゃんの田舎いなかを思い出すな。通り雨の後、神社から家まで歩いた道は、こんな匂いでいっぱいだった。あの頃ころはよかった。なんて──爺じいさんじゃあるまいし。けれど思わずにはいられない。

　俺が目を閉じて懐なつかしさを噛かみしめていると、アイネがポツリと呟つぶやいた。

「水原さんは、やっぱり正義の味方だと思います」

「そっかな、もっとすごい奴やつはいくらでもいるぜ」

「じゃあ……わたしにとって水みず原はらさんは正せい義ぎの味方です」

　両手を握にぎり拳こぶしにして真しん剣けんな表情で伝えてくるアイネは、どこまでも一いつ生しよう懸けん命めいだった。

　ここまで言われるとこそばゆいな。

「なら正義の味方ってより、アイネの味方な。そっちの方がいい」

「わたしの、ですか？」

　買い物のときから言おうと思ってたことを言葉にする。

「友達ってこった」

　呆あつ気けにとられていたアイネの頬ほおに段々と赤みがさしていき、両手でほっぺたを押さえる。「え、えっ、いいんですか!?」とおろおろしている。

　例のメモ帳を取り出してぱらぱらとめくって「ぁぅ、ない……そんな選せん択たく肢しない。どうしよう……」なんて焦しよう燥そう感かんにさいなまれていた。

　俺おれはメモ帳をめくる手を取り、「決められた言葉じゃなくて今の気持ちを言葉にすればいい。誰だれも怒おこらないから。少なくとも俺はアイネの言葉をちゃんと聞くぞ」と両手を耳に当てて目を閉じる。

　しばらくすると「わ……たしも、水原さんのお友達に、なりたい……です」と小さな声が聞こえた。

　目を開けると恥はずかしさで顔を真まっ赤かにしたアイネがいた。

「ありがとな。そんじゃ友情の証あかしとして──アイネ、ケータイ持ってるか？」

「はい……おじ様に渡わたされたものがありますけど」

「よっしゃ、番号の交こう換かんをしようぜ」

「え……」

　おい、なぜ固まる。下心ありじゃねーぞ。これはだな。俺の無む駄だにすっかすかのアドレス帳（心の隙すき間まとも言う）を埋うめる儀ぎ式しきなんだ。桜さくら子こと舞まいさんしか入ってねーよ。いまだに二台持ちなんだぜ。何それって思うだろ。友達がいない俺にケータイ二台とか、イジメだろ。

「ま、なんだ。困ったことがあったら友達に相談しろってね。選択肢の一つだよ。オレ、トモダチ、アイネ、タスケル」

　アイネが抱かかえる事じ情じようを俺が解かい決けつできるとは思えないけど、せめて助けを求めたいときの選択肢になっておきたい。どこにも逃げ場がなくなるよりか、藁わらでもしがみつけるものがあったらマシじゃないか。

　俺の片かた言ことにアイネはくすりと儚はかなく微ほほ笑えみ、

「アドレス交換ですね、わかりました。わたしもお友達いな──少ないから」

　微び妙みように表現を変えたな。そうだよ、俺だっていないんじゃない。少ないんだ。これから百人できるんだよっ。

　俺とアイネはケータイを取り出し、お互いに先せん端たんを向け合った。

　………………

　で、どうやって番号を交換するの？

　俺おれとアイネのケータイはコンパクトタイプのケータイで、最近出回っている〝すまーとふぉん〟なんかじゃない。

　だからお互い、どっちかが知っていれば問題なかったんだけど……俺たちはケータイを突き合わせたまま笑顔で首を傾かしげあった。

　素そ朴ぼくな疑ぎ問もんに対し、俺とアイネは二人ふたりしてあーでもない、こーでもないと試し行こう錯さく誤ごを繰くり返し、最終的にはお互いの番号に電話をしてメールを送りあった。赤せき外がい線せん通つう信しんってのがあるはずなのに、使いこなせないために原始的なアドレス交こう換かんになっちまった。

「ふーっ、完かん了りようっと」

「大変、でした」

　けどアドレスが一個埋うまったぜ。ふふふ、いいもんだな。カテゴリーを何にしとこうか。やっぱここは、と、友達、かな。へへっ……。

　鼻の下を指でこすり、照てれくささに頬ほおを赤らめる俺。ひゃあ、キモい。

　俺が照れくささで悶もだえているとアイネはケータイを胸に抱いだき、熱ねつっぽい視線で俺を見上げる。

「あのっ……わたしっ！　水みず原はらさんとならガイアを続──」

「おれの方がアイネを好きだ！　おっさんなんかにアイネは渡わたさねぇ！　そんな奴やつなんかより、おれと付き合ってくれ！」

　だけど俺以上に心しん臓ぞうを高たか鳴ならせた奴がいたわけで……。

　宇う佐さ美みくんは茂しげみから飛び出てくると、呆あつ気けにとられる俺たちの前で大声を張り上げる。

　…………キミは何を言っとるのかね？　そもそもおっさんって誰だれだよ。俺か？　ぴちぴちの高校生を捕つかまえて、おっさんだと!?

　ってそうじゃない。ツッコミどころはそこじゃない。

　アイネなんか突然の告白に固まってる。

　けれど事じ態たいはもっと嫌いやな方向に向かっていくわけで──

「っくしょーっ！　やっぱこうなるよなぁ!!」




　からーん。ころーん。




　フェーデ開始の鐘かねが高らかに鳴なり響ひびく。

　伝説の木が輝かがやきを増していく。すでにフェーデ期間中だった伝説の木だが、それでもフェーデ開始のときは一ひと際きわ大きな輝きを放つ。祝しゆく福ふくの花はな吹雪ふぶきが宙を舞まう。

　俺とアイネはフェーデ開始に面めん食くらって伝説の木を見上げていたのだが、それがどうやら宇佐美くんには気に入らなかったらしく、指を俺に突きつけ、

「ぜってー負けねぇから！　おれの方がお前なんかよりずっとずーっとアイネのことが好きなんだからな！」

　どでかい声で宣せん戦せん布ふ告こくして駆かけていってしまった。

　その背中を見送る俺おれは、口を半開きにして「おいおい、マジか」と呟つぶやくことしかできなかった。アイネはと言えば、完全に放ほう心しん状じよう態たいだ。口をぽかんと開けて魂たましいが抜けている。

　……どうすんだコレ。
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【幕まく間あい】




　ベッドの上に座り込んだアイネは、ほぅ……とため息をついて仰あお向むけに倒たおれる。

　ぽふ。小さな身体からだはバウンドしてベッドに沈しずみ込こんだ。天井を見上げ、もう一度ため息。

　どうしよう。告白されちゃった。こんなの初めてだよ……。

　ドキドキする。ロマンチックな雰ふん囲い気きどころか、修しゆ羅ら場ばとかそういう雰囲気だったけど、宇う佐さ美みくんの紅こう潮ちようした頬ほおや一いつ生しよう懸けん命めいな顔を思い浮かべると、顔が熱あつくなってきてしまう。

　頬を押さえ、ごろんと横向きになる。

　悶もん々もんと悩なやみながら携けい帯たい電でん話わを持ち上げ、アドレス帳を見る。スカスカのアドレス帳に登とう録ろくされた番号を選び、思い切ってボタンを押した。片手には開いたままのメモ帳。

　しばらく呼び出し音が響ひびき、「はい、愛あい生おいだけど」と電話が繋つながる。

「あっ、ああ、あのっ、小こ鹿じかアイネと言いますが、愛生さ、愛生希き代よさんはご在ざい宅たくでしょうか？」

「あはははははっ、何言ってんの。これケータイじゃん。あたし以外は出ないよ」

　そうだった。アイネは自分がどれだけバカなことをしたか気づいて、頬を赤らめる。

「で、どうしたの？　アイネから電話するなんて珍めずらしいじゃん」

「えっと、その……」

　何度もつっかえながら、どうにか宇佐美くんからの告白を告げると「うひょー、アイネモテモテじゃん！」と喝かつ采さいが聞こえてくる。

「そ、そんなっ、モテモテだなんて」

「うんうん、きっと宇佐美くんが陰かげで牽けん制せいしてたんだろうねぇ。アイネほどの逸いつ材ざいが告白一つされないなんて」

　牽制って、宇佐美くんが何を牽制してたのだろう。

　愛生さんの言いたいことがよくわからないでいると、「それでさ、計画の方はどうする？　そろそろどっちかに決めなくちゃ。宇佐美くんの件もあるしさ」と真ま面じ目めな声が聞こえてきた。

　そう、それを相そう談だんするために電話したのだ。愛生さんは今回の計画の共きよう犯はん者しやなのだから。

「水みず原はらクンをガイアに引き入れる方向に舵かじを切ったのはいいけど、こればかりは水原クン次し第だいだからね。それにタイムリミットが迫せまってる。ガイアを続けるのか否いなか、どっちを選ぶかはアイネ次第だよ」

「そう……ですね」

　愛生さんの言うとおりだ。

　宇佐美くんの告白という、思いがけない形で運命の歯車が回り始めた。

　愛生さんにも相談して他ほかにも協きよう力りよく者しやに声をかけて、ようやく動き出した計画が実を結ぶかもしれない。

　でも……。

　アイネはベッドから降りると机の上に置いたシュシュを手に取る。水みず原はらさんが「アイネ色だな」と言っていた、焦こげ茶色のシュシュ。髪かみが金色でシュシュが焦げ茶色だから、大地と小麦なんて水原さんは言っていた。花か壇だんの世話をするアイネにぴったりだとも。

　嫌いやで嫌で仕方がないガイアだけど、水原さんが一いつ緒しよなら違った世界が見えるかもしれない。

　ガイアの仲間として一緒の時間を過ごせば、優やさしくて楽しい時間が過ごせるかもしれない。

　そんな未来が頭をよぎったから、計画を途中で変えた。水原さんのスカウトという方向へ。

　花壇での出会いだけじゃない。フェーデ中に扇おうぎ先せん輩ぱいや舞まいお姉さまとおしゃべりする姿を見ていたら、自分も輪わに入ってみたいと思うようになった。ガイアという歪ゆがんだ組そ織しきでも、水原さんがいれば違った組織に感じるかもしれない。

「少し……考えさせてください」

「ん、わかった。また何かあったら電話してよ。いつでもいいからさ」

「はい、ありがとうございます」

　携けい帯たい電でん話わを切り、金きん髪ぱつをひとまとめにしてポニーテールにすると、姿見の前に立ってみる。

　顔を傾かたむけてみたり、髪をかき上げてみたり、あっかんべーをしてみたり、色々なポーズを取った。今日きようのお買い物は本当に楽しかった。こんなに楽しかったのは何年ぶりだろう。

　次し第だいに笑う気力がなくなって、またベッドに逆戻りする。

　わたしが変わったら、水原さんや愛あい生おいさんたちとの関係も変わってくるのかな……。水原さんは友達や仲間ができて世界が広がったって言っていた。わたしは、そうなれるのかな。

　どうしよう。変わるって、こんなに怖こわいものなんだ。

　出口のない思し考こうの迷めい路ろに入り込んでいると感じ、頭を冷やそうと部屋を出る。

　温あたたかいものでも飲んで気持ちを落ち着かせよう。

　廊ろう下かを歩き、お台所に行く途中で、話し声が聞こえてきて足を止めた。聞き慣なれた声。大おお庭ばの当主である秋しゆう水すいおじ様と、その長男である一いつ水すいお兄さまだ。

　お世話になっているのだけど、二人ふたりには苦手意い識しきがあった。多分、恩がありすぎて、自分が卑ひ屈くつになっているのを感じるからじゃないかと思う。実じつ際さい、父や母はぺこぺこと頭を下げ、ご主人様と下男下女みたいな関係に見える。

「お父さま、いつまでアイネを可愛かわいがるつもりですか」

　びくっと身体からだが震ふるえる。

　話題が自分のことだと知って、アイネの動どう悸きが激はげしくなっていく。

「嫉しつ妬とか？　お前にも可愛らしいところがあるじゃないか」

「バカにしないでください。嫉妬でどうこう言っているわけじゃありません。ただつまらないことを小耳に挟はさんだものですから」

「つまらないこと？」

「小こ鹿じか家けの娘に大おお庭ば家けを継つがせるとか……」

　言いにくそうに口ごもる一いつ水すいとは別に、アイネは愕がく然ぜんとして両手で口元を覆おおい隠かくした。そんな話は聞いてない。いくらなんでもそれはありえない。

「ふははははっ、そうか、そんなつまらぬことを聞いたか」

「火のないところに煙けむりは立たないと言います」

「ふん、半分は当たっているが、半分は外はずれだ。アイネはお前の嫁よめになるのだよ。嫁とつがせる先は、お前だ一水。小鹿家は返しきれない恩をもらった。嫌いやとは言えんだろう」

　今度こそアイネの頭は真っ白になった。

　二人ふたりが何を話しているのか、頭では理り解かいできているはずなのに、どういうことなの？　と疑ぎ問もんが頭の中に溢あふれていく。

　でも一つわかったことがある。

　さっきまで進むべき道を迷まよっていたが、思いがけない形で終わった。やるべきことが決まった。

　進むべき道が決まったのに心のどこかで釈しやく然ぜんとしない気持ちがあるのは、自分の意志で決めたわけじゃないからだろうか。

　愛あい生おいさんの言葉が思い返される。

『どっちを選ぶかはアイネ次し第だいだよ』

　進むべき道が前にあるのに、迷いは晴れない。葛かつ藤とうは続く。一歩が踏ふみ出だせない。
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　宇う佐さ美みくんの告白から一日。

　登校中にさっそくアイネたちの姿を見つけた。アイネはなぜか宇佐美くんに背負われている。

「お願い、もうおろして……っ」

「ダメだって。保健室まで連れてく。アイネは知らないかもしれないけど、足をひねった程てい度どなんて甘あまく見るとよくないんだ。コーチが言ってた」

　ははぁ、伝説の木がさっそく働はたらきだしたわけか。働いたら負けだぞ。お前は働くな、常じよう勝しようでいろ。

　どうやら会話を聞く限り、アイネが足をくじいたらしい。

　それで宇佐美くんが背負っているわけか。宇佐美くんに下心はないんだろう。すごく真しん剣けんな顔をしている。彼はサッカー部に所しよ属ぞくしているから、怪け我がに敏びん感かんなんだな。純じゆん粋すいにアイネのことを心配している。

　けど注目されまくってるわけだ。

　アイネは背負われている身だから、余計に周しゆう囲いの目が気になるのだろう。

　一いつ生しよう懸けん命めいで周まわりの目に気づいていない宇佐美くんは、少しも恥はずかしさを覚えていない。

　こうして端はたから見ていると、俺おれもあの強きよう制せい力りよくにやられたんだよなぁ。なんてしみじみと感かん慨がいにふけってしまう。

「さっそく始まったわね」

「よお、桜さくら子こ。おはよう」

「おはよ。直なお樹きのせいじゃないのはわかってるけど、どうにかならなかったの？」

　昨夜電話で報告した俺は怒おこられこそしなかったけど、桜子から胡う乱ろんな眼まな差ざしを向けられている。当時、現場にいたから桜子が言いたい気持ちもわかるけどな。

「無茶言うな。そもそも宇佐美くんが尾び行こうしてたなんて、まったく気づかなかったんだから」

　どうも宇佐美くんは俺とアイネが待ち合わせをしているときから、後をつけていたらしい。そりゃ好きな子が校門にいて、そこに見知らぬ男が来たんだから気が気じゃないのはわかる。

　だからって焦あせって告白なんかしなくてもいいだろうに。

「とりあえず情報は揃そろってるから部室で対たい策さく会かい議ぎといきましょ」

　対策会議ねぇ。

　にしても、アイネはなんでフラグを折らないんだ？　まさか宇佐美くんが好きだとか？




　アルテミス本部である天文部に朝あさ倉くらさんが来るのを待って、キスフラグ日の抽ちゆう出しゆつに入る。

「はい桜子さん。どうぞ」

　ウィンドウを見て桜子はうーんと首をひねった。俺も前に来たウィンドウを見て、あっと小さく声を上げた。

　なんとキスフラグ日が今日きようになっている。

　若いってことか？　せっかちってことか？　宇う佐さ美みくんは焦あせって告白したからな、結果が出るのも早いのかもしれない。

「お昼から放課後にかけて、か。なんて言うか忙せわしないわね」

「でも最悪の事じ態たいは免まぬがれてるぜ。フラグを検けん出しゆつする前にキスフラグを迎むかえてたら、どれだけ朝あさ倉くらさんが有ゆう能のうでも挽ばん回かいできないからな」

「まあね」

　桜さくら子こはウィンドウを返し、腕うで組ぐみをした。

「よーっし！　ここでガイアに一いち撃げきをお見み舞まいするわよ！　アポロンが邪じや魔まするかもしれないけど、そんなものは粉ふん砕さいよ！」

　拳こぶしを突き上げる桜子だが「あれ？　ガイアはどうするのかしら……」と拳をおろす。

「そもそもアポロンだってどう動くかわからないぞ？　舞まいさんとアイネは知り合いだからな」

「ま、いいわ。あたしたちがやることには変わらないもの。へし折るだけよ」

　考えるのを放ほう棄きすんなよ。

　桜子らしいっちゃらしいけどな。




　昼休みになると、宇佐美くんはアイネを連れ出した。どこに行くのかと後をつける。

　並んで歩く二人ふたりだけど、喋しやべっているのは宇佐美くんばかりで、アイネは全然楽しそうな感じじゃない。それでも宇佐美くんはアイネと一いつ緒しよにいられるのが嬉うれしいらしく、反応が薄うすくても気にせずに話題を振ふっている。満まん面めんの笑みで頬ほおを紅こう潮ちようさせていたりした。

　何も知らない宇佐美くんを見ていると、事情を知っているアイネは罪ざい悪あく感かんを覚えているんじゃないかと心配になる。

　そのアイネはフラグを成立させるような気配もなく、かといって折るような気配もない。

　どうしちまったんだ？

「ふーん、確かに様子が変というか、気もそぞろって感じね。宇佐美くんのこと気にして緊きん張ちようしているって感じでもないし……。まさか、あんたが変なことをしたんじゃないでしょうね」

「桜子よぉ、もうちょっと人を信用しようぜ」

「人は信用できても直なお樹きはねぇ」

　はっはっはっ、人間不信じゃないようで何よりだ。

　それにしても見ている限り、アイネは自分の意志を捨てているような気がする。なぜかはわからないけど、成なり行ゆきに任せているような、ふらふらとした印いん象しようを受けるのだ。だってアイネは一度もメモ帳を取り出していない。宇佐美くんと二人きりになるのは、強きよう制せい力りよくを知るアイネにとって容よう易いに想そう像ぞうできたはずだ。

　計画書なるメモ帳を見ない。かといって言うべき自分の言葉を探しているようでもない。

　疑ぎ問もんに思っているとアイネは《大いなる祝福サンダーソニア》を顕けん現げんさせた。ヴェールが頭に載のせられ、いよいよフラグを折るつもりか。と思っていたが動きはない。目を閉じて口を真ま一いち文もん字じに結び、眉み間けんにしわを寄せている。

　顕けん現げんさせただけでハチが出てこない。態たい度どもどこかおかしい。桜さくら子こも訝いぶかしみ「どうしたのかしら」なんて呟つぶやいている。

　フラグを折って、さっさとフェーデに勝ってしまえばいいのに何してるんだ？

　まさか伝説の木を崇あがめているから、木が取りなしてくれた縁えんは壊こわせない。なんて考えてるとか？　いやいや、さすがにそれはないだろ。

　だけど他ほかにフラグを折らない理由が浮かばない。

　やがてアイネは《アニマ》を消してしまった。本当にどうしちまったんだ？

　様子見として茂しげみや物もの陰かげに隠かくれながら二人ふたりを追つい跡せきすると、到とう着ちやくした先はアイネが世話をしている花か壇だんだった。これにはアイネも驚おどろいている様子だ。アイネにとってここは特別な場所なのだから、そこに宇う佐さ美みくんが連れてきたことは何を意味するのか。

　うーん、二人が何を話しているか、ここからじゃわからん。

「俺おれ、ちょっと近づいてみるわ」

「それならあたしも行く！」

「待て待て。俺と桜子が同じ場所にいて、アポロンやガイアに手を出されたら困こまるだろ？　念には念を入れて、戦力は分ぶん散さんさせておこうぜ。一いち網もう打だ尽じんはシャレにならん」

「むーっ、まあ……そういうことならいいけど」

「こっちから連絡すっから。な」

　イヤホンマイクをつけると桜子も不ふ承しよう不ぶ承しよう頷うなずいた。

　俺が足音を忍ばせて距きよ離りを詰めると、ようやく話し声が聞こえてくる。

「ごめん！」

「宇佐美くん？　急にどうしたんですか？」

「あのさ……俺、謝あやまらないといけないことがあって」

　モジモジしていた宇佐美くんはちらっと花壇を見やり、「ＧゴールデンＷウイーク頃ごろに花壇を荒らしたの……俺なんだ」と気まずげに言って「ごめん！」と腰こしを九十度に折った。

「あれ……宇佐美くんだったんですね」

「ホントにごめん。リフティングしてたらミスっちゃって……。謝ろうと思ったんだけど、誰だれが世話をしているのかもわかんなくてさ。そしたら後でアイネが世話してるって聞いて」

「仕方、ないです。事故ですから」

「俺、謝ろうと思って何度かここに来たことがあるんだけど、花壇が全然荒れてないんだよ。新しい花に変えたんだな、悪いことしちゃったなって思ったんだ。ホントごめん！」

「いいの、気にしないで。花壇はある人に助けてもらったから、宇佐美くんが気にしなくていいですよ」

「もしかして、あのときの奴やつ？　高等部の」

「……………………」

　わかりやすいな宇う佐さ美みくん。黙だまってしまったアイネを見て、不満そうに唇くちびるを尖とがらせている。アイネもアイネでうっすらと微ほほ笑えんでいるもんだから、余計に宇佐美くんがいらついていた。

　なんか、宇佐美くんに対して申もうし訳わけない気分だな……。俺おれ、なんもしてないんだけど。花か壇だんだって初めから花は折れてなかったし。

「あのさ、アイネって俺に対して距きよ離りを取ってない？　ため口でいいんだぜ。もっとさ、なんていうか、気がねしない感じで！　敬けい語ごとかナシで！　同い年じゃん！」

「……ごめんなさい。そんなつもりはないんですけど」

「ほらっ、俺のことも宇佐美くんじゃなくて宇佐美でいいし。な、なんなら淳じゆんでも」

　うう……聞いてる俺が赤面しそう。

　涙ぐましいアプローチじゃないか。この遠回しな言い方といい、とにかく下の名前で呼よんでもらいたいという欲求。下の名前を呼び捨てにすることで、自分たちが特別な関係だと強調したいお子様っぷり。自覚すると痛いた々いたしい……。俺も、あったんです。付き合ったことはないけど、好きな子に下の名前で呼んでもらうことを想そう像ぞうした日々が……。

「宇佐美くん」

「お、おう！　な、なんだ？」

　今までと違ってアイネの声に張りが出ていた。彼女の手にはメモ帳が広げられている。

「わたしは──」

　ごくり。

　この生なま唾つばを呑のみ込んだ音は、俺か？　アイネか？　それとも宇佐美くん？

　きっと俺と宇佐美くんは同じような顔をしてアイネの言葉を待っていたと思う。

　だが重苦しい空気が漂ただよう中、脳のう裏りに発はつ動どうの兆ちよう候こうを感じる。おいっ、このタイミングで《アニマ》が発動すんのか!?　ちょ、待て、空気を読め俺のバカ《アニマ》！

　アイネの発言を待たず、堪こらえきれずに俺の背中から漆しつ黒こくの翼つばさが生える。突とつ如じよ現れた翼に目を奪うばわれ、言葉を失うアイネ。翼は俺の意志とは無関係に羽ばたき、宇佐美くんとアイネの間にあったフラグをぶち壊こわした。

「アイネ？」

　続きの言葉がなかなか出てこないことに訝いぶかしみ、恐おそる恐る窺うかがう宇佐美くん。その一方でフラグを折られたアイネは、《分岐粉砕フラグ・ブレイカー》発動後の名残なごりである翼の残ざん滓しが舞まい散ちる中、俺の姿を見て何かを感じ取ったのか、ふっと顔から表情が抜け落ちた。

　なんだ、この表情……？

　空くう虚きよな笑顔を浮かべるアイネは、ほっとしているような、諦あきらめきったような、表情だった。俺には何も告げず、アイネは困こん惑わく顔がおの宇佐美くんを見て、メモ帳に視し線せんを落とした。

「ごめんなさい。わたしは宇う佐さ美みくんの気持ちに応こたえられない、です」

「……そ、っ……か」

　ポツリと呟つぶやき、宇佐美くんは「先に戻るから！」と言い残して全力で駆かけていった。その後ろ姿を見送っていたアイネも、俺おれに声をかけることなく立ち去る。

　桜さくら子こたちと合流して状じよう況きようを説明しながらも、さっき見たアイネの顔が脳のう裏りに焼きついて離はなれなかった。

　なんで、あんな顔するんだよ。




　　　　＊




　五時間目の自習時間、プリントをせっせと埋うめていた俺はため息をつく。

　アイネのことといい、気にかかる行動が多い。舞まいさんにしたってそうだ。フェーデに関わってこなかった。らしくないことばかり。桜子はこの違い和わ感かんに気づいてるのか？

　まとまらない考えに頭を抱かかえていると、ケータイがぶるぶると震ふるえ出だす。

　桜子か、舞さんか。二つのケータイを取り出すと、クラスメイトがひそひそと囁ささやく。俺、女たらしじゃないッスよ。

　ケータイは桜子のものだった。予想はしてた。舞さんが授業中に電話してくるはずがない。

　しかもメールじゃなくて電話だ。おいおい桜子よ、授業中に電話はないだろ。一言言ってやらにゃと思いつつ、ぱかっと開く。発信者の名前は──




【アイネ】




　慌あわてて電話を繋つなぐと耳に当てる。

「もしもし、アイネ？　どうした？」

　小声で尋たずねるが、返答はない。

　ケータイを耳に押し当てると、かすかに音はしている。繋がってはいるみたいだ。これはあれか？　はずみで電話がかかっちゃったとか、そんなオチか？

　……これは切った方が電話代もかからなくていいよな。

　ケータイを耳から外し、切ろうとした。が、ボタンに指を乗せたところで思いとどまる。……待てよ？　落ち着け俺。アイネのケータイも俺と同じくコンパクトタイプのものだった。閉じた状じよう態たいでどうやって誤ご作さ動どうするんだよ。ありえないだろ。

　がたっと立ち上がり、ケータイを握にぎりしめて教室を飛び出す。クラスメイトたちの注目を浴びたが、そんなのはどうでもいい。

　廊ろう下かに出て階段の踊おどり場ばまで行くと、声を大きめに呼びかけてみた。

　しかし返答はない。なんだ？　アイネ、俺おれに何か言いたいことがあるから電話してきたんだろ？　なんで返事をしてくれないんだ。

　いっそ初等部にまで行ってみようかと思い、昇しよう降こう口ぐちに降りる。その間もケータイを耳に押し当てて、音を拾ひろおうとした。

　それから察さつするに、移動中らしいことがわかった。受話口が拾う音──物が擦こすれる音がリズミカルなのだ。

　嫌いやな予感がする。




　からーん。ころーん。




　革かわ靴ぐつに履はき替かえたところで、チャイムが鳴なり響ひびいた。

「違ちがう……！　これはフェーデの鐘かね!?」

　頭の中に聞こえてくる鐘の音。俺の視し線せんはケータイに向けられた。

「ッか野や郎ろう────ッ!!」

　猛もう然ぜんと駆かけ出だす。

　どこに？　って伝説の木に決まってんだろ！

　バカ野郎！　大バカ野郎だ俺は！　アイネが授業中に電話？　仮に初等部でも自習だったとして、アイネが俺に電話するか？　そんなことをする子じゃないだろ。

　電話をしたならしたで、黙だまっている子でもない。イタズラ電話をかけるような子でもない。

　俺は何のために番号を教えた。アイネが困ってるときに、助けられるようにって教えたんじゃないか。アイネはその通りにした。声で助けを求めるんじゃない。電話をかけるという行こう為いそのものがＳＯＳだったんじゃないか！

　何で気づかなかった！

　何でアイネが「困ってる」って言葉をかけてくると思いこんでいた。

　声に出せないアイネの精せい一いつ杯ぱいの声が、ケータイのコール音だったってのに！

　身体からだ中が熱あつい。全身の細さい胞ぼうが燃もえさかっているかのようだ。

　だが全力で駆かけているのに、ちっとも前に進んでいる気がしない。意い識しきだけが前へ前へ進み、肝かん心じんの身体がついて来ない。桜さくら子こだったら身体の方が先にすっ飛んでいくんだろう。舞まいさんだったら、ちゃんと気づいて対応できたんだろう。

　けど俺は桜子でも舞さんでもないから──がむしゃらに走ることしかできない。




　伝説の木にはアイネがいた。なぜか大おお庭ば先せん輩ぱいと。

　大庭先輩が……？　なんでアイネと大庭先輩が!?　嫌いやな予感がびんびん来る。この前、舞さんの家で知った大庭家の問題が不安に拍はく車しやをかけていた。

　大おお庭ば先せん輩ぱいはアイネの手を握にぎり、やってきた俺おれを笑顔で出で迎むかえる。アイネは何とかして逃のがれようと腕うでを引っ張っているものの、拘こう束そくから逃れられない。

　フェーデの鐘かねが鳴った以上、どちらかが告白したのは間違いない。

　そしてアイネが引き金であるはずがない。

「やあ、こんにちは。何か用かな？」

「アイネから手を放せ。大庭先輩、なんだって木の力をアイネに使ったんだ」

　俺の言葉で片かた眉まゆをあげた大庭先輩は「なんだ、お前は伝説の木の関係者か」と憎にく々にくしげに言い捨てた。にこやかに話しかけてきた先輩の姿はどこにもない。

「ったく、ウンザリするよな。なんでお前みたいな奴やつが力に目覚めて、僕ぼくにはないんだよ。お前らが持ってたって、何の意味もないってのにさ。こいつだってそうさ。なんで分家の奴が目覚めて僕が力に目覚めないんだよ。おかしいだろ」

「あっ……痛いたッ」

　力ちから任まかせにアイネを引っ張る大庭は、醜しゆう悪あくな面つら構がまえをしていた。この人が男女関係なく人気者で、いつもグループの中心にいた大庭先輩だってのか？　あれら全部が嘘うそってことかよ。

「力って《アニマ》のことか？」

「はっ、《アニマ》……か、覚かく醒せい者しやの魂たましいなんだってな。恥はずかしい名前だよなぁ」

　イラッときた。こいつの話し方もそうだけど、《アニマ》が恥ずかしいとか、他人に言われるとすげぇむかつく。

　……俺が初めて桜子からフェーデ関連の話を聞いたとき、恥ずかしいネーミングだのと思ったのにな。

　ふっと笑いがこみ上げてくる。俺もすっかり毒されてやがる。

「先輩、アイネを放してくれないか」

「事情を知りもしないのに首を突っ込むもんじゃない。そうだろ？　そういうのは余計なお世話って言うんだ。知ってるかい」

「そうかもしれないけど、俺はアイネの友達だから。友達から助けて欲しいって言われたら、一も二もなく助けるしかないだろ」

「助け……？　友達？」

　大庭がアイネを睨にらみつけると、彼女はさっと視し線せんをそらす。

「ガイアは友達を作っちゃいけないんだろう？　お父さまがそう言っていたのを聞いたぞ」

　アイネはびくっと震ふるえ、縮ちぢこまる。

「僕はお前が不自由しているからって、友達なんてまともに作れやしないんだって、そう思って哀あわれんでやったのに……なんだよそれ」

「ち、違うんです！　わたしは」

「うるさい！」

　ぴしゃりと怒声を叩たたきつけられ、ひぅと言葉を呑のみ込む。アイネはしきりに「違うんです」と繰くり返していたが、大おお庭ばは耳を貸そうとしない。

「こいつも、こいつの親もお父さまに贔ひい屓きされてるのにな。こいつがお父さまと同じ覚かく醒せい者しやってので《アニマ》を持ってるから、学がく費ひを援えん助じよしているし、こいつの両親だって仕事にありつけてるんだ。本来なら無む職しよくで借金だってあるのに。全部こいつの能力のおかげさ」

　でなかったら誰だれが分家の小娘なんか本家に住まわせるものかよ、と吐き捨てるように言う。にこやかな笑顔は消え、その下から現れたのは醜しゆう悪あくに歪ゆがんだ大庭一いつ水すいの素す顔がおだった。

「てめぇなんざにアイネの何がわかる。友達も作らないで、親に気を使って──」

「何を言い出すかと思えば……。くだらないね。低てい脳のうすぎて反へ吐どが出るよ。じゃあ訊きくが、こいつに僕ぼくの何がわかる。お前に僕の何がわかる。母からもっと頑がん張ばれとせっつかれ、親族の中には僕を哀あわれむものさえいる。学力でも運動でも容よう姿しでも勝まさっているのに、ただ一点、僕自身の努力でどうにもできないところで評価される馬ば鹿か馬鹿しさを、お前はわからないだろう。なぜなら、そんなことは経けい験けんしたことがないし、僕が渇かつ望ぼうしている力をすでに持ってるからね」

　大庭の声は落ち着いていて、早口になることもなく淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。それだけに根は深い。そう察さつするだけの迫力が大庭にはあった。実際、学力も運動もトップクラスだ。容姿だっていい。家いえ柄がらも文句ない。ただ一点、覚醒者でないという点を除のぞいてパーフェクトだ。

「僕に言わせれば、《アニマ》？　だっけ。その力に価値を見いだすお父さまがわからないよ」

「奇き遇ぐうだな。俺おれもそう思ってるところだ。けどよ、だとしてもなんでアイネをフェーデに巻き込むんだ。嫌いやがらせか？」

「違う違う。昨日きのうね、面白い話を聞いたんだ。なんでもお父さまは僕とアイネを結婚させるつもりらしい。アイネを小こ鹿じかから大庭家に引き取り、子供にも期待する。お父さまらしい豪ごう腕わんだね。すっかり感心しちゃったよ」

「…………そ、れはッ!?」

　今にも泣きそうな顔で大庭を見上げるアイネに、彼はにっこりと教科書に載のせられそうな笑顔を返す。だけどそれは狂きよう気きの裏うら返がえしだ。あまりにも綺き麗れいな作り笑顔に背せ筋すじがぞくっとした。

「僕じゃ嫌なのかい」

　そう言うなり、アイネの腰こしに腕うでを回し強引に抱き寄せる。

「一いつ水すいお兄さま!?　やっ……！」

「こいつが僕のものになれば、アイネが能力を持っていようが大庭の家は実質僕のものだ。妻は夫に従うもの。だけど念には念を入れないとね。木の力があれば、カップルの仲が完かん璧ぺきになるんだろう？」

　何言ってんだこいつ!?　妻は夫に従うものだって？　前時代的すぎる！

　俺があまりにも突とつ拍ぴよう子しもない発言に面めん食くらっていると、大庭は吹き出して「そんな馬鹿面を見せつけないでくれよ。楽しくなっちゃうじゃないか」とアイネをさらに強く抱きしめ、顎あごに手を当てて強引にキスしようとする。

　アイネも腕うでを突っ張って大おお庭ばを押しのけようとするものの、高校生と小学生じゃ力の差がありすぎる。いつまでも抵てい抗こうできるものではない。

「いや────っ!!」

　こいつ、伝説の木を利用して無理矢理くっつくつもりか！

「やめろ！」

　俺おれは拳こぶしを固めて疾しつ走そうする。

　数メートルの距きよ離りは瞬またたく間まに縮ちぢまり、大庭の顔が引きつる。今の俺は悪あつ鬼きみたいな形ぎよう相そうをしているんだろう。

　しかし俺の拳がクリーンヒットする直前、

「ぬわかっ！」

　自分の足に自分で蹴け躓つまずいて、ごろごろと転がってしまう。ぐぁ……マジか……！

　あまりに間抜け過ぎたのか、キスを迫っていた大庭もキスをされそうになっていたアイネも、動きを止めて唖あ然ぜんとしている。

　チクショー、忘れてた！　伝説の木によって強きよう制せい力りよくが働はたらいてるんじゃねえか！　《アニマ》じゃないと二人ふたりの仲が邪じや魔まできねぇ！

　転んだ拍子に口の中を切ったらしく、口内に鉄の味が広がる。完全に意表を突つかれたから受け身もまともに取れなかった。腕やら膝ひざやらがズキズキと痛いたむ。

　どうする。このままじゃまずい。

「はははっ、とんだ間抜け王子がいたもんだ。お姫様を助けに来たら、すっころんじゃったよ」

　……待てよ。俺に殴なぐられると思って顔を引きつらせていた大庭が、この変わりよう。しかもさっきの強引なキス。やはり伝説の木の正確な力はわかっていないんじゃ。ただカップルを結びつけるとしか知らないのだとしたら。

　これ以上うかつに踏ふみ込んで、不ふ思し議ぎな力で守られてると気取られたらまずい。

　なんとかして俺の《分岐粉砕フラグ・ブレイカー》が発はつ動どうするまで時間稼かせぎしなくちゃ。

　のろのろと立ち上がる。痛いたみでよろける芝しば居いもした。それを見て大庭は手を叩たたかんばかりに大笑いする。ふん、好きなだけ笑っとけ。

　じりじりっと距きよ離りを詰める。まだか、まだ発動しないのか！

　焦しよう燥そう感かんが高まる中、はたと疑ぎ問もんが浮かんだ。なんで大庭はキスしようとしない？　俺に隙すきを見せるのが嫌いやなのか？　あるいはもっと別の策があるっていうのか？

　嫌な予感を覚えた矢先、藪やぶががさりと鳴って高等部の男子生徒がのそりと姿を見せた。着き崩くずした制服といい、中に着た髑どく髏ろがプリントされたＴシャツといい、頭にそり込みが入っている時点でろくな奴やつじゃないとわかる。

　そいつが出てくるのを皮切りに、一人ひとり、また一人と出てくる。

　どいつもこいつもガラが悪そうで、中にはうちの生徒じゃない奴やつもいた。最終的には三十人ほどだろうか。威い圧あつ感かんで押しつぶされそうだ。

「ヨォ大将、こいつ？　ぼこりゃいいの？」

「ああ、頼む。謝しや礼れいは弾はずむからな」

「へへっ、知ってんよ。金払いがいいからさ。数集めて欲しいってーから、けっこー集めたけどいいよな？」

「むしろよく集めてくれた」

　大おお庭ばはアイネを摑つかんだまま、一歩前に出て「絶望の味はどうだい？」と優ゆう越えつ感かんに浸ひたりきった顔で訊きいてくる。

「けっ、とんでもないバカがいると知って、俺おれはびっくりしてる最中だ」

　表向き軽口を叩たたいているけど、これは怖こわい。喧けん嘩かはしたことあっても、こんなに大人数に迫られたことなんて一度だってあるもんか。

　びびってるのは俺だけじゃない。アイネは顔を真まっ青さおにして頬ほおを引きつらせている。目が小こ刻きざみに震ふるえ、身体からだが硬こう直ちよくしていた。暴あばれて大庭から逃げることもできないでいる。

「殺すなよ。学校に来られないよう病院送りにしてやれ」

「ッ!?」

　ざわっと集団の気配が剣けん呑のんなものに変化した。

　俺も咄とつ嗟さに拳こぶしを構えて戦せん闘とう態たい勢せいを整ととのえる。だがそれが逆に引き金になってしまった。不良たちは俺のやる気を見て、ぎゃははははと下品な笑い声をあげて小こ馬ば鹿かにしてくる。

　ひとしきり馬鹿にしたら、ゆっくりと迫ってきた。

「安心しな。あばらの二、三本で勘かん弁べんしてやっから」

「う、うるせぇ、余計な気き遣づかいだ！」

　やせ我が慢まんでも怒ど鳴なり返す。大声が出たおかげで、ほんの少しだけ怖さが和やわらいだ。

　それが功こうを奏そうしたのだろう。青あお筋すじを立てて殴なぐりかかってくる不良をすんでの所でかわす。顔の横を突き抜ける拳にひやりと背せ筋すじが凍こおる。な、殴り返さなきゃ！　そうは思っても咄嗟に拳が出ない。ぎゅっと握にぎられたまま。

　やっと身体が動いたと思ったら、これまたひょろっとした腰こしの入っていないパンチだった。俺に攻こう撃げきをよけられた不良は、すでに体たい勢せいを整ととのえていて、軽々と腕うでで払い、俺のこめかみをフックで殴りつけてくる。

　殴られる！　そう思って歯を食いしばった。

　ところがその不良の額ひたいに矢が突つき刺ささる。

　俺が驚おどろく間もなく、側そばにいたもう一人ひとりの不良にもだ。しかも両者とも複数本が。

《天使の矢キユーピツド・アロー》──嫌きらいになる矢を撃うち込まれると、その対たい象しようは嫌いあう。俺に向けられていた敵意は雲う散さん霧む消しようし、矢に射いられた不良同士は汚い言葉を吐はきながら殴り合いを始めた。

「桜さくら子こ！」

「楽しそうなパーティに招しよう待たいされてるじゃない。あたしも混ぜなさいよ」

「招待状はないのですけど、かまわないですか？」

　桜子に続いて舞まいさんまで！

　俺おれはこのときほど二人ふたりの声に心が震ふるえたことはないね。振ふり返れば獰どう猛もうな笑みを浮うかべる桜子と、風に流される髪かみを押さえて優ゆう美びに微ほほ笑えむ舞さんがいた。二人ともすでに《アニマ》を顕けん現げんさせていて、臨りん戦せん態たい勢せいだ。頼もしすぎるだろ。惚ほれる！

　と、今舞さんの《盗み聞く薔薇ピーピング・ローズ》のコードがしゅるっと巻き取られたような……。

「あたしも混ぜてもらいたいんだけど、いいかい？」

　別の場所から番ばん傘がささんまで現れる。番傘をくるっと回して、くふふふっと笑う。

　それを見た不良たちの中に「えぐり姫だ……！」との声。えぐり姫？

「中学校時代から頭がぶっ飛んだサイコ野や郎ろうで、喧けん嘩か相手の目をえぐってたって話だぞ！」

「いやん、そんなことしてないのにぃ。眉まゆ毛げとまつげを引っこ抜いただけだよぅ」

　眉毛とまつげを引っこ抜くって……地味に痛いたそうなんだが。

　とにかく番傘さんまで加か勢せいに来てくれるなんて──

「アイネ、見てるか！　お前のために、これだけの奴やつが集まってくれてる。力を貸してくれる！　だから諦あきらめるな！　絶対に助けてやるから！」

　桜子の登場に始まり、舞さん、番傘さんといった面々まで登場したことで、不良たちは初めの優ゆう勢せいを忘れてざわついている。

　それを一いつ喝かつしたのは大おお庭ばだった。

　不良たちを見回すと苛いらついた声でわめき散らす。

「何してる！　新あら手てだろうがお前たちの方が数は多いんだぞ！　しかも相手はたったの四人だ！　囲んでぶち殺せ！」

「下品な言こと葉ば遣づかいになってるぜ大庭先せん輩ぱい。あんたの言うとおり、形けい勢せいが逆転したわけでもないのに、何をそんなに焦あせってる？」

　新手の登場に焦しよう燥そう感かんを露あらわにする大庭。普通に考えれば三十人近い不良たちに対して、俺たちは四人。この組み合わせで負けることを考えたりしない。

　けれど何か感じ取ったのだろう。《アニマ》が見えないながら、大庭の直感は大したものだ。

「お前たち、ここで食い止めろ。誰だれも来させるなよ！」

「やっ、放して！」

　大庭はアイネの身体からだを抱きかかえるようにして、木の下から逃げ出した。往おう生じよう際ぎわの悪い。どこに行くつもりなんだ！

「直なお樹きはあいつを追いなさい」

「ここはわたしたちがどうにかします」

　桜さくら子こと舞まいさんは進み出て俺おれと不良たちの間に入る。

「桜子……舞さん……」

「この前はあたしが助けてもらったからね。今度はあんたを助ける番。直なお樹きがやりたいことを全力でサポートするから、あんたがやりたいようにやりなさい！」

「直樹くんは男の子ですからね。困ってる女の子がいたら助けなきゃダメですよ。男の子力をアップさせてくださいな」

　わかってるさ。絶対にあんな奴やつにアイネを好きにさせねぇ。

「アイネを頼むよ水みず原はらクン。アイネには王子様が必要なのさ、王子様がいないと変われないお姫様だっているんだ」

「王子様かどうかはわかりませんけどね。助けます」

　俺の答えに番ばん傘がささんは満足げに頷うなずく。

　大おお庭ばたちの後を追おうとしたが、さっと舞さんが俺の耳元に顔を寄せて小声で耳打ちしてくる。その内容を聞いた俺は「やっぱり……」と呟つぶやいた。

「知っていたのですか？」

「いや……そういうわけじゃないけど、友達を欲しがっているところとか、ガイアの規き則そくとか、結けつ婚こんの話なんかを知って何となく予想できた。それを踏ふまえるとアイネたちの行動には妙みような点が多かったな。ただ舞さんが絡からんでるのは気づかなかったよ」

「バンビちゃんとは昔から付き合いがあるのですよ。その流れでわたしも少し手を貸しました。でも……最後の最後で、バンビちゃんは自分の意志を捨ててしまったみたいですね」

　そして俺は宇う佐さ美みくんとのフェーデでフラグをへし折った際さい、アイネが見せた空くう虚きよな笑顔が何を意味していたのか、理り解かいした。




　　　　＊




　アイネを抱かかえていながら大庭の逃げ足は滅めつ法ぽう速く、すぐに後を追ったというのに見失ってしまった。なんだよ、格好悪いどころの話じゃねぇぞ。俺を置いてお前は先に行け！　的な展てん開かいで桜子と舞さんを置いていったってのに、これじゃ示しがつかない。

　きょろきょろと視し線せんをあちこちに向けるが、大庭は見えない。目立つはずなのに！

　考えろ。キスすれば勝利すると考えてる大庭は、必ずアイネとキスするつもりだ。

　誰だれも来ない。誰もいない場所で、軟なん禁きん状じよう態たいにしてじっくりたっぷりしっとり……ってちげぇぇぇぇ！　思考がピンク色になりかかったじゃねーか！　煩ぼん悩のう退たい散さん煩悩退散！

　むむむっと唸うなる俺のケータイが震ふるえ出だす。

　アイネか!?　さっきのことが脳のう裏りに浮かび、慌あわてて通話ボタンを押した。

「もしもしアイネか！」

「……犯はん罪ざい者しや予よ備び軍ぐんの水みず原はら先せん輩ぱい。小学生に執しゆう着ちやくするあまり犯罪に走らないでくださいね」

「朝あさ倉くらさん!?　えっ、何？　ど、どうしたの？」

　ちゅーか、いつ俺おれの番号を知ったんだよ！　驚おどろいてケータイを見たら、発信者のところに〝朝倉さま〟と出ていた。いつ登とう録ろくしたんだ……。油ゆ断だんも隙すきもあったもんじゃねぇ。きっとカテゴリーは〝友達〟じゃなくて〝ご主人様〟だな。

「先輩の捜さがし物ものは時計台です」

「は？　時計台？」

「《分岐出力帳フラグ・プロツター》によるとキスフラグは今日きようまもなく。そして場所は時計台です」

　脳のう裏りに浮かぶのは宇う佐さ美みくんとのフェーデ。俺が《分岐粉砕フラグ・プレイカー》でフラグをへし折ったときのアイネの表情だ。あの表情を思い出すと、大おお庭ばを受け入れる可能性は十分あり得ると思えてしまう。

　だけどなんで時計台？

　……ひょっとしてあれか。伝説の木で告白した後、時計台の前で末永く続きますようにってお祈りする……。いや、伝説の木が本物だと知ってる大庭は、時計台にも同じような力があると考えたのかも。あれこそ本物の噂うわさなんだがな。

「わかった。ありがとう朝倉さん。すごく助かった。これでアイネたちを追えるよ」

「いいえ、人生の迷い子である水原先輩ですから、絶対に二人ふたりを見失うと思ってました」

　あー、ソウデスカ。事実、見失ってたけどな。けど、まだ人生は見失ってないつもりなんだが……。

「ともかくサンキューな。やっぱ朝倉さんは最高だ！」

「…………………どうも」

　ぷつっと切れる。

　ケータイを見つめ、朝倉さんに感かん謝しやを込める。朝倉さんだけじゃない。桜さくら子こだって舞まいさんだってそうだ。加か勢せいしてくれた番ばん傘がささんも含めて、みんな最高の連中だ！

　よっしゃ、アイネ待ってろよ！　絶対、なんとかしてやるからな！




　俺が時計台に行くと、いつもは閉まっている鋼こう鉄てつ製せいの扉とびらがわずかに開いていた。よほど急いでいたのだろう。そしてやはり大庭は、最終的に時計台でもお祈りするつもりだったのだ。

　えーっと、確か長針と短針がそれぞれ反対を向いてるときに祈るんだったよな。

　今は十四時台だから……四十から四十五分が次のタイミングか。おい、残り十五分ぐらいしかないぞ。

　チョキの形になった長針と短針を見上げ、慌あわてて扉を開けて中に入る。

　中は薄うす暗ぐらかったけど、大庭がつけたであろう照しよう明めいがところどころについていた。さすがに古めかしいうえに埃ほこりっぽい。しかもどこからともなく機き械かいが駆く動どうする音が聞こえてくる。

　ぐるっと見回すと脇わきに階段があった。勢いきおい込んで階段に駆かけ寄よったら、その途中でエレベーターを見つける。明かりがついているところを見ると、エレベーターは稼か働どうしているみたいだ。

　階段よりはこっちの方が早い。俺おれが駆け寄ると箱の位置は最上階を示していた。おそらく大おお庭ばだろう。俺もスイッチを押して箱を呼び寄せる。

　ところがいつまで経たっても降りてこない。最上階のところでランプが止まったままだ。いくらなんでもおかしい。

「くそっ！　あの野や郎ろう、むかつくほど頭が回るな！」

　小細工に気づき、階段を二段飛ばしで駆け上がる。

　大庭の奴やつ、靴くつか何かで扉が閉まらないようにしてるんだ。咄とつ嗟さの機き転てんが利ききすぎだぜ。

　時計台の高さが二十五メートルほどだとして、階段は垂すい直ちよくに並ぶワケじゃないからどうしても距きよ離りが増える。しかも階段だ。走っていく内に体力よりも腿ももや脹ふくら脛はぎの筋きん肉にくが張ってくる。こうなると足を上の段に乗せて、身体からだを持ち上げる瞬しゆん間かんがきつくなる。

　体重がいつもの数倍にふくれあがったみたいだ。

　普通の建物にすれば、大体七、八階といったところだろうか。うあ……具体的な数字にすると道のりが、やたらと遠くなった気がする。

　しかも時間制限つきだ。

　大庭のことだから、時計台と伝説の木のおまじないを一いつ緒しよに済ませる気だろう。つまりあいつは十四時四十五分までにアイネとキスするつもりだ。

　ケータイで時間を確かく認にんする。

　やべぇ、もう十分しかない！　こんなことなら雨の日に運動部に混じって階段の上り下りをやっとけばよかった！

　もう上を見るのは止やめだ。ひたすら階段だけを見下ろし、少しでも早く、一瞬たりとも止まらないで足を動かす。

　息も絶たえ絶だえ、延えん々えんと続く段差を越こえていく。いつしか感覚が麻ま痺ひしてきて、自分が同じところで足あし踏ぶみをしているような感覚さえあった。

　しかしそれがようやく報むくわれる。

　さあ次の階段──と思ったら、次はなかった。踊おどり場ばに出た俺は、がっこんがっこんと開閉を繰くり返すエレベーターに出くわす。予想したとおり、扉とびらには靴くつとベストが脱ぎ捨ててあった。

　一いち瞥べつし、先にある扉に近づく。この奥に二人ふたりがいるはずだ。

　取っ手を握にぎり、勢いきおいよく開ける。

　開けた途と端たん、突とつ風ぷうに煽あおられた。扉を開けた先は時計台の屋上で、五メートル四方のスペースになっている。展てん望ぼう台だいというよりメンテナンスの作業スペースだろう。見み栄ばえの問題か、膝ひざ丈たけの段差があるだけで手すりなどは見あたらない。

　一足先に屋上に出ていた大庭とアイネは、俺の姿を見て固まる。

「よう、こんなところで奇き遇ぐうだな」

　一気に駆かけ上あがってきたから、足……ガクガクだけどな。

「水みず原はらさん！」

　大おお庭ばに両肩を摑つかまれていたアイネは、俺おれを見るなり涙を流して駆け寄ろうとする。

　だが我に返った大庭がさっと手を伸ばしてアイネの腕うでを摑むと、強引に引き寄せてしまった。

「どいつもこいつもうんざりだ！　どこまで僕ぼくの邪じや魔まをすれば気が済すむ！」

「どこまで？　わっかんねーかな。てめぇがアイネを諦あきらめるまでだよ」

　ホントは朝あさ倉くらさんがいなかったら、俺も行き場所がわからなかったけどな。ただ俺には朝倉さんや桜さくら子こや舞まいさんがいるわけで。彼女たちの助力は、すなわち俺の力でもある。否定はしねぇ。んでもって、あいつらがなんかあったときは俺も全力で助ける。

　それが友達ってもんだろ？

　あんたには助言や協力をしてくれる友達がいなかったのかい？

「くそっ、くそっ！　僕は今まで努力してきたんだ。それなのにどうしてこんな仕打ちを受けなきゃいけない。覚かく醒せい者しやとかわけのわからないものに振ふり回されるなんて、おかしいだろ！」

「ああ……俺も思うぜ」

　あんたの怒いかりはもっともだよ。

　フェーデのために、大庭先輩と宇う佐さ美みくんをあれこれ調べたから知ってる。あんたはすごい人さ。文字通り才さい色しよく兼けん備びだ。俺なんかとは天と地ほどの差がある。しかもそれは天性のものじゃなくて努力から得たものだってんだから、怒りを露あらわにするのも、もっともだな。

　エレベーターの件だってそうだ。ああいうとこ、むかつくけど頭がいいとも思うぜ。

「けどよ」

　そりゃ、努力してきたあんたはキレていい。うがーっ！　つって窓まどガラスでも叩たたき割わってみればいい──いいけど、他人を巻き込むなよ。アイネを巻き込むなよ。

「あんたの言い分は単なる八つ当たりでしかねえんだよ。怒りをぶつけるのは家や、親父おやじさんに向けてだろ。大庭先せん輩ぱいよ、あんたの最大の勘かん違ちがいはな──枠わくの中でせこせこと立ち回ってることだ。決められた枠じゃ解決できねぇ、どう考えても理り不ふ尽じんだって思うなら、親父さんっていう枠をぶち破って自分の主張を叫さけべよ！」

　言い放ちながら拳こぶしを固めて大庭に迫せまる。溜たまっていたフラストレーションを拳に乗せて、大庭の顔面を殴なぐり──げふっ

　目がちかちかした。なんか……顎あごが、痛いてぇ……んだけど。

　気づいたら膝ひざをついていた。

　あ、あれ？　俺、今殴りに行ったはずなのに、なんで膝ついてるの？

　意味がわからず顔を上げたら、息を切らせ顔を真まっ赤かにした大庭がいた。

　じわじわと意い識しきがはっきりする。と同時に自分が何をされたのか理り解かいが追いついてきた。

「カウン、ター……？」

　しかも綺き麗れいに決まった。俺おれはバカなのか？　強きよう制せい力りよくがあるってわかってたじゃねえか。それなのにぶん殴なぐりたいって気持ちが先行して、頭から強制力のことが抜け落ちちまった。

「好き勝手言いやがって！　なにもわかってないくせに！　なんにもわかってないくせに偉えらそうな口を叩たたくんじゃない！　そんな簡かん単たんなものじゃないんだ！　関係者じゃない連中にはわからないだろうがな！」

　吐はき捨てると共に俺の腹はらをつま先で蹴けり上あげる。

「きゃぁぁっぁぁぁぁっ、水みず原はらさん！　水原さん!!」

　な、んだ、アイネの奴やつ……結構でかい声、でるじゃん。

　みぞおちの辺りから背中にかけて衝しよう撃げきが突き抜ける。吐き気がこみ上げてきたが、口から出たのは唾だ液えきだけだった。腹の上がぴくぴくと小こ刻きざみに震ふるえてる。吐き出したいのに何も出てこない。口の中に溜たまった唾液がずるっと落ちて、床にこぼれていく。

「か、はっ……はぁ、かっ……！」

「そこに強い衝撃を受けると呼吸が止まるだろう？　息を吐くことも吸うこともできないんだ。苦しめよ、苦しんで苦しんで藻も掻がけよ！」

　こいつ……優ゆう等とう生せいのくせに喧けん嘩か慣なれしてんじゃねえか。

「ふふん、その顔、何回も見たよ。僕ぼくを舐なめきっている奴が、地面に這はいつくばってそういう目を向けてくるんだ。僕ぐらい優ゆう秀しゆうだと頭の悪い奴から因いん縁ねんをつけられるのさ。だから自然と自じ衛えいを覚えた。やりすぎると問題になるし、一方的にやられるのも趣しゆ味みじゃなかったからね」

　もう一度蹴り飛ばそうと近づいてくる。

　その途中でアイネが大おお庭ばの腰こしにしがみつき、必死の形ぎよう相そうで懇こん願がんする。

「一いつ水すいお兄さま、もうやめてください！　水原さんはなんの関係もありません！」

「へぇ、だってさ。どうする無関係な人」

　茶化す物言いより、俺はアイネの言葉にこそ大声をあげたかった。

　関係……ないわけ、ないだろ。

　膝ひざを立てる。立てた膝に両手を添そえ、支えにして身体からだを持ち上げた。アイネにあんなことを言わせる俺、信用ないなぁ。ここは頑がん張ばんねーとな。すがる藁わらにもなれねぇんじゃ、せっかく電話してきたアイネに申もうし訳わけねえよな。

「水原さん！　もう逃げて！」

「関係、ないってのは……悲しいな。俺はアイネの友達だろ？」

　やせ我が慢まんでニッと力のない笑みを浮かべる。さらに懐ふところからケータイを取り出して、「カテゴリーは友達だぜ」と画面を見せつけた。

「言っただろ。アイネが困ったときは助けるって。電話、くれたもんな。サンキューな。ちょっと遅れたけど、絶対に助けるから。見とけ、アイネが助けて欲しいって言ったのなら、俺は全力でそれに応こたえる」

　キザだったか？　まあいいよな。朝あさ倉くらさん辺りには指をさされて笑われそうだけど。そういうテンションなんだから仕方がない。

　アイネは泣く一歩手前、顔をくしゃっとさせてスゥッと息を吸すい込んだが、ぐっと我が慢まんする。顎あごの辺りがぷるぷると震ふるえている。けれど唇くちびるを真ま一いち文もん字じに結び、嗚お咽えつを呑のみ込んだ。

「一いつ水すいお兄さま、お伝えすることがあります」

　凜りんとした声で大おお庭ばに告げる。

「は？　なんだい、あらたまって」

「お兄さまのしていることは無意味です」

「はぁ？」

　余よ裕ゆうぶっていた大庭の顔が一いつ瞬しゆんで憤ふん怒ぬの表情に変わった。アイネの腕うでを摑つかんだ手に力を込めたらしく、アイネが苦く痛つうのうめきを上げる。

「お兄さまがわたしを娶めとって大庭の家で実じつ権けんを握るのは無理です」

「ふざけるな！　まだそんなことを言うのか！」

　ぎりぎりとアイネの細腕をねじ上げる大庭の顔は、しわくちゃで昔話に出てくる鬼おに婆ばばそっくりだ。人間の顔が、こうも醜しゆう悪あくになるものかと浅ましさに嫌けん悪お感かんが湧わく。

　苦く悶もんの表情を浮かべつつ、それでもアイネは一息に言葉を紡つむぐ。




「わたしはもう《アニマ》を失っています」




　すっと大庭の顔から表情が滑すべり落ちた。

　ねじ上げる力も抜けたらしく、表情を和やわらげたアイネはここぞとばかりに言いたいことをぶちまける。

「だからガイアの代表も辞やめるつもりです。もちろん、おじ様にも報告します。おそらく学がく費ひや両親への援えん助じよも打ち切られるでしょう」

　例のメモ帳を見ずにアイネは自分の口で、自分の感情に従い、自分の声で告げた。メモ帳を見ていたときの、感情がこもらない一本調子なものと異なり、今の発言はアイネの魂たましいが込められていた。

　呆ぼう然ぜんとしていた大庭の顔に赤みが差す。次第に熱ねつを取り戻し、顔を真まっ赤かにして叫び出す。

「そんな嘘うそ、信じないぞ！　僕ぼくを諦あきらめさせようという作戦だろう！」

「違ちがいます！　わたしはもう……。お兄さまは知らないでしょう。フェーデに五回連続で敗北すると《アニマ》が消失することを」

「……なんだ、それ……」

「わたしはその制限に引っかかったのです」

　そう言ってちらりと俺おれを見る。

　アイネが《アニマ》を失ったのは、俺が宇う佐さ美みくんとのフラグを折ったときだ。あのとき不ふ思し議ぎに思っていた。なんで宇佐美くんとのフラグをすぐに折らなかったのか。

　それはフェーデに敗北することが、すなわち《アニマ》を失うことだと認にん識しきしていたから。

　さっき舞まいさんから教えてもらったんだ。

　木の復ふつ活かつに端たんを発した一連の騒そう動どうは、アイネの《アニマ》を消失させるための壮そう大だいな自作自演だってな。

　これは、すべてアイネが望んでいた計画だ。協力者は番ばん傘がささんと舞さん。伝説の木が復活したことで、複ふく数すうのフェーデが都合よく重なった。

「わたしはガイアの束そく縛ばくから逃のがれるため、五連続で敗北すると《アニマ》を失うというペナルティに目をつけました。そんなときです。水みず原はらさんが木を無力化したのは」

　いかに五連続で敗北するか。

「俺はガイアがフェーデに介かい入にゆうする都合のいい駒こまだったんだ。純じゆん粋すいな悪人でなく、仮にガイアが敗北しても致ち命めい的てきにならない相手。ガイアが負けても犯はん罪ざいを野放しにするわけじゃない」

「そうです……」

　俺の《アニマ》をなくすためという建前を用意して、ガイアを無理なくフェーデに介入させた。その舞台を作り出した後は、アイネ自身が《アニマ》を顕けん現げんさせて勝負を挑いどむ。

　その上で五連続で敗北を重ねる。

　それこそがアイネの計画だ。

「伝説の木が復活してから、黒くろ木き先生とはアポロンの初等部カップルに負けて、大おお庭ば先せん輩ぱいは俺の《分岐粉砕フラグ・ブレイカー》で負けた。宇佐美くんは桜さくら子この《天使の矢キユーピツド・アロー》で負けてるな。どのフェーデもアイネの《大いなる祝福サンダーソニア》ではフラグを守らなかった。《アニマ》を出して勝負に関わったけど、フラグを守る気なんてなかった」

　過去のフェーデを並べ立てながら、指を一本、また一本と立てていく。

　思い返せば、ガイアの妨ぼう害がいは温ぬるかった。もっと過か激げきに妨害できたはずなのだ。けれど〝フェーデに参加して敗北する〟という状じよう況きようになるためには、勝つわけにはいかない。

「これで三連続で負けだ。そして今日きよう、再度宇佐美くんとのフェーデで負けた」

　立てた指を三本から四本にする。

「ここまで振り返っても、表向きの敗北は四連続しかない。けどこれに番傘さん自身が言っていた『木が力を失う前にもガイアは敗北している』って情報を加えると五連続になり──アイネの《アニマ》は消失する」

　手のひらをアイネに向けた。

「計画は達せられた。なのに、なんでアイネはフラグを折られたとき、素す直なおに喜ばなかったのか？　俺は気になってたんだ。だけどさっき舞さんから聞いたことや、結けつ婚こんの話を聞いてわかった。あのフェーデで負けるのは、アイネの予想外の出来事だったんだな」

　計画通りに事を進めるのなら、アイネは密ひそかにフラグを守る側につき、アルテミスはいつも通りフラグを折る。それでアイネは負けられた。五連続敗北の決定だ。

　ところがアイネは迷いを抱かかえていた。あのときは事情がわからなかったけど、今ならわかる。

　アイネには二つの道があった。

《アニマ》を失い、大おお庭ば家けとの縁えんも援えん助じよも切れる。

《アニマ》を残し、ガイアの規き則そくに縛しばられながら援助を受ける。

　さらに後者の場合、俺おれを仲間にできたなら、チームメイトという名の疑ぎ似じ友達が増えるメリットもあった。

　宇う佐さ美みくんの告白という予想外のフェーデによって、アイネは決断を迫られたわけだ。このフェーデに勝つか負けるかで、どちらの道に進むか決まる。

　そんなところに結けつ婚こん話が出てきた。

　結婚話を知ったアイネは、《アニマ》を捨てる道しか選べなくなった。

　ただ、それでもアイネは迷い続けていたんだ。

　自分だけの問題じゃなく、両親も援助を受けている。これしか道がないとわかっていても、本当にこれを選んでいいのか？　間違っていないか？　と思い悩んだとしてもおかしくない。

「水みず原はらさん、ごめんなさい。わたし、水原さんを利用してました。本当はわたし、《アニマ》を捨てるためにフェーデで負け続けようって！　でも水原さんに会って、話して、ひょっとしたら水原さんがいたらガイアも楽しい組そ織しきになるんじゃないかって夢ゆめ見みちゃって……。ガイアを続けられるなら、お父さんやお母さんにも迷めい惑わくがかからないし、それができれば一番いいって思えたけど、でもやっぱりダメで……っ、ごめんなさいごめんな……さぃ！」

　ぽろぽろと涙をこぼすアイネはしゃくり上げて、もうまともにしゃべれなくなってしまった。痛いた々いたしい姿に俺の胸まで苦しくなる。

　そういう事情があったんだな。

　疑ぎ問もんがあったんだ。五連続敗北を目指すなら、俺をスカウトせず、処しよ罰ばつという名目でフェーデに絡からみ続ければよかったのにと。

　そんな事情があって途中から路ろ線せん変へん更こうし、俺を仲間に引き入れる方向で動き始めたのか。

　この路線なら援助も受けられて、家族にも迷惑がかからない。完全に自由とまではいかないけれど、多少はガイアの締しめつけも緩かん和わされる。それも結婚話さえなかったら、の話だけどさ。

　まっ、計画通りに《アニマ》を失ったんだから、結果オーライだったわけだな。

　ただ一つ、大庭のことが誤ご算さんではあったけど。

　アイネと大庭が伝説の木にいたのは、おおかた《アニマ》の消失を大庭に伝えようとしたってとこか。関係者じゃなくなったと思いこんでなけりゃ、大庭の誘さそいにほいほいついていくかよ。

「くそったれ、なんでそんなことしたんだ！　知ってたならなんで僕ぼくを陥おとしいれるような真ま似ねをする！　どいつもこいつも足を引っ張ってばかりだ！　そんなに僕ぼくが妬ねたましいのか！」

　アイネの両肩を握にぎり潰つぶさんばかりの強さで摑つかみ、がくがくと揺ゆさぶる。小こ柄がらなアイネは大おお庭ばに乱らん暴ぼうされ、奔ほん流りゆうに弄もてあそばれるがままの木の葉だ。

「おいやめろ！　もうアイネはお前の障しよう害がいになってないだろ！　これ以上は無意味だ！」

「違ちがう！　お父さまが、そう簡かん単たんに諦あきらめるもんか！　こいつの力がなくなったとしても、そんな力に目覚めたこともない僕より、こいつの力を復ふつ活かつさせようとするに決まってる……！」

　大庭にとってアイネと結けつ婚こんするのは、大庭家当主になるための最後の砦とりでだったのだろう。自分が覚かく醒せい者しやになれないからこその、最後の手段。

　万ばん策さく尽つきたと悟さとったのか、大庭は膝ひざをつく。力が抜けてアイネの肩に置いた手もずるずると落ちていった。

　大庭を見下ろし、アイネは泣きそうな顔で言葉を吐はき出だす。

「わたし……《アニマ》なんて欲ほしくなかった。お父さんたちを助けてくれた大庭のおじ様には感かん謝しやしているけれど、ずっとずっと嫌いやだった」

　言いながら感情が高ぶってきたアイネは、大粒の涙をこぼしながら「《アニマ》より友達が欲しかった。学校の休み時間にお話しするだけじゃなくて、一いつ緒しよに遊びに行ったりしたかった……！」と今まで抑おさえてきた心しん境きようを吐と露ろする。

　握にぎった拳こぶしをぶるぶると震ふるわせ、肩を上下させるアイネは、おどおどとして、メモ帳を見ないと大事なことを言えない少女ではなかった。

　だがアイネの告白は、大庭にとって大事なところを突いてしまったらしい。

「欲しくなかっただと？　……どうでもいいだって？」

　ゆらっと立ち上がると、目を血走らせて「ふざけるな！」と思い切り平手打ちする。

　止める間も割って入る間もなかった。

　ばちん！　平手打ちというにはあまりにも鈍にぶい音が響ひびく。女の子の平手と違い、男の──しかも怒りでリミッターが外れた人間がやると、拳で殴なぐられたのと同じぐらいの衝しよう撃げきが伝わる。

　威い力りよくを示すようにアイネの小さな身体からだは吹き飛んだ。バランスを大きく崩くずしたアイネの身体は、屋上の縁ふちの段差に当たると完全に体たい勢せいが崩れて、弾はずむように外に向かって放り出される。

　俺おれはもちろん、大庭自身もことの重大さに全身を強こわばらせた。

　唯ゆい一いつ違ったのは──




　俺は前に一歩踏ふみだし、

　あいつは恐おそれで一歩後ろにさがったことだ。




「くっ！」

　手を伸ばして落ちていくアイネを摑もうとするが、届かない。

　アイネは自分がどんな状じよう況きように置かれたのかを理り解かいできず、目を見開いて俺おれを凝ぎよう視しする。

　だが不意に、アイネの目がふっと和やわらいだ。

　諦あきらめ。

　今まであった色々なことから、全部解放されるという安あん堵ど。

　それを感じ取った瞬しゆん間かん、俺は頭が沸ふつ騰とうするかと思うほど熱あつくなった。視界が赤い。久しぶりに本気でむかついた。なんだよ、諦めるってさ。お前の最後が、こんなんでいいのかよ。

「何もかも諦めたような顔で笑うんじゃねえ！　俺は──そういうのが大ッッッッッッッ嫌きらいなんだよ！」

　○○するかもしれない？　○○だったらどうしよう？　笑わせんな、そんなことにびびって他人に手を差さし伸のべられっか！

　叫さけびながらアイネを追いかけてダイブ。

　追ってきた俺の姿を見て、安らかだったアイネの顔が悲ひ壮そうで塗ぬりつぶされる。

　一瞬の浮ふ遊ゆう感かん。直後に全身を襲おそう心細さ。地に足がつかないことよりも全身を撫なでていく空気の抵てい抗こうが気持ち悪い。歯の裏うら側がわが妙みようにうずいて仕方がない。

　叫ぶことなんてとてもじゃないができなかった。歯を食いしばって、ありったけの力でアイネに腕うでを伸ばす。

　指先がアイネの袖そで口ぐちに引っかかり、運命をたぐり寄せるようアイネを胸に引っ張り込んで、あらん限りの力で抱きしめた。

　考えなしに飛び出したわけじゃない。

　左手はアイネを抱かかえ、空あいている右手を時計台の方に伸ばす。

　このまま落ちれば死ぬ。けどどこかに摑つかまれば……そうでなくとも落下速度を少しでも緩ゆるめられれば、生き残る可能性は高まる。

　引っかかれ！　願いを託たくして限界まで伸ばした右手が、出っ張りに引っかかる。

　瞬まばたきするほどの時間、落下が止まった。けれど安堵する間もなく、ずるっと指が外はずれて再度落下を始めた。

　心しん臓ぞうがきゅっと締しめつけられる。

　一瞬とはいえ、希望が目の前をちらついたことは予想以上にショックが大きい。

　くそっ、もう一度だ！　さっきより落下速度は下がってるから、何度も繰くり返せば──

　再度伸ばした右手が出っ張りを摑むより前に、両足に衝しよう撃げきが走る。足あし裏うらから膝ひざ、腰こしを通って脳のうみそにまで駆かけ上あがってきた。

　さらに次の瞬間、壁かべの側そばを落ちていた俺らはぐるんと回転して外へ飛ばされてしまう。

　景色が回転し、上下左右の映えい像ぞうがごちゃ混ぜになる。

　突き出ている部分に当たったのだろうと、何となく予想できたが、だからといって何の解決にもならない。

　上下反転、どこをどう落ちているのかもわからない。しかも弾はじかれたせいで、手が届く範はん囲いに壁かべも何もなくなってしまった。

　壁に寄ろうと試こころみるも、空中では自由に動き回れない。

　足あ掻がく俺おれの身体からだに不意にぎゅっと力強い感かん触しよくが伝わってきた。

　胸の中にいたアイネは目を閉じたまま、俺にしがみついてきている。それは俺を頼っているという証しよう拠こだった。そして何より、アイネが生きたいと願っている証拠だ。

　そんなアイネを見た俺の中に灯がともる。

　死なせねぇ！　この子の人生がこんなところで終わっていいわけがねぇ！　もちろん俺も！

　親父おやじぃ──お前みたいな最低な置きみやげを、俺は残さない！　絶対にだ!!

　爆ばく発はつ的てきな勢いきおいでふくれあがる力の奔ほん流りゆうを叫さけびに乗せる。




「奇き跡せきなんてモンは、行動を起こした先に勝手についてくるんだよッ！」




　背中から漆しつ黒こくの翼つばさが生える。

　同時に純じゆん白ぱくの翼も。

　二つの翼は力強く羽ばたき、俺たちを支えてくれる。

　落下速度は急きゆう激げきに遅くなって、ゆるやかに地面へと降りていく。途中でくるんと回転して上下を入れ替かえ、視界が正常になったところでようやく生きた心ここ地ちがしてきた。

　じわりと生の実感がわき上がってくる。

「アイネ……っ、もう大丈夫だぞ！」

　興こう奮ふんして呼びかける。

　異変に気づいたアイネは胸元から顔を離はなし、きょとんとして辺りを見回す。初めは事じ態たいを摑つかめずにいたアイネだったが、しばらくして空に浮かんでいることに気づき、俺の顔を見てくる。
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「水みず原はら、さん……？　なん、で浮いて!?」

　アイネの反応で俺はあらためて胸が痛いたんだ。

　アイネはもう《アニマ》を失っている。だから俺の翼を見ることさえできない。普通の小学生に戻っちゃったんだ。

　目に見える特別な繋つながりみたいなものが、欠けてしまった寂さびしさを覚える。それでも俺は一いち抹まつの寂しさを押し殺し、ことさら明るく振ふる舞まう。

「俺の《アニマ》だよ。フラグを壊こわすことも作ることもできるけど、両方出して飛ぶ──っていうか軟なん着ちやく陸りくができるみたいだ。舞まいさんのおかげかな」

　以前、舞さんと『翼なのだから飛べるかもしれない』なんてことを話した。それを思い出したのだ。上昇は無理でも落下速度の減げん少しようには役だってくれた。それでも途中で引っかからなかったら、落下速度が安あん全ぜん圏けんまで落ちなかっただろう。

　唖あ然ぜんとしていたアイネは「《アニマ》が……」と呟つぶやく。アイネもまた、自分の環かん境きようが変わったことを自覚したのだろう。

　やっぱり桜さくら子こみたいに気が抜けるものなのか、と思ったら次の瞬しゆん間かん、

「水みず原はらさん！　なんでこんなことしたんですか！」

　怒られたよ。ひどいなぁ。一応命の恩人だぞ。

「水原さんは無茶しすぎです！」

「そう怒おこるなよ。むしろ俺おれが怒りたいくらいだ」

「何が」

「あのとき、ごたごたから解放されると思って安心しただろ。これでもいいかなって思っただろ。ああいうの、やめろよ」

「わたし……安心なんか」

　図星を突かれたアイネの反はん論ろんは弱かった。

「アイネはさ。《アニマ》なんていらなかった、友達が欲しかったって言っただろ。それはアイネの本心だと思う。けど真実でもないだろ。本気で疎うとましく思ったなら、宇う佐さ美みくんとのフェーデで自分から負けることを選んだもんな」

　なのに選ばなかった。選べなかった。脳のう裏りに浮かんだのは両親か。あるいは──覚かく醒せい者しやではなくなることを怖こわがったか。

　伝説の木が倒たおれて桜さくら子こが腑ふ抜ぬけになったように、アイネの中で《アニマ》やフェーデがある生活は切っても切れない関係になっていたのかもしれない。

「そんなこと！　……ないです。わたしは本当に」

《アニマ》をいらないと言ったアイネ。

《アニマ》が欲しいと願った大おお庭ば。

　二人ふたりとも同じものに縛しばられている。

　そのせいで本来の自分を見失って、狂くるった道を選んでいる。

「《アニマ》はアイネを縛りつけたかもしれないけど、それだけじゃない。少なくともアイネならわかるはずだ。番ばん傘がささんとの交流も含め、《アニマ》があったからこそ得られた繋つながりもあるって」

　そうなんだよ。得たものを否定しないで受け入れて、そこから新しい考えややり方を思いつけばいい。

　俺おれは覚かく醒せい者しやになって世界が変わった。

　桜子と会い、舞まいさんと会い、朝あさ倉くらさんと会い、勝かつ谷や先せん輩ぱいと会った。

　そしてアイネとの出会いも、俺を形作る大切な欠片かけらになる。

　みんなとの出会いは、もう俺にとってかけがえのないものになってる。

「でも、もうわたしの《アニマ》はなくなっちゃいました」

　五連続の敗北によってアイネは《アニマ》を失っている。

　なんて声をかければいいのかわからず黙だまっていたら、アイネがにこりと微ほほ笑えんできた。

「いいんです。わたし、水みず原はらさんやみんなに色々なことを教えてもらいました。《アニマ》みたいなわかりやすい繋がりは消えちゃったかもしれませんけど、わたし自身のなかにはちゃんと残ってます」

　陰かげりのない晴れやかな笑顔だ。これもアイネの幸せなのかもしれないな。《アニマ》に縛られない普通の生活を送れるのは、アイネにとっていいことじゃないか。友達を作れるし、恋人だって作れる。

「……そうだな」

「だから最後にお願いがあります」

「ん？　俺にできることなら、何でも言ってくれ」

「水原さんの羽……一枚だけでいいから、わたしにくれませんか？　初めて見たときから、ずっとその翼つばさに憧あこがれてたんです」

「いいけど、《アニマ》だから消えちゃうし、その……アイネはもう」

「それでもいいんです。思い出、ですから」

　アイネがそう言うのなら、俺が拒きよ否ひする理由はない。

　抜けるものなのか半はん信しん半はん疑ぎだったが、《分岐創造フラグ・メーカー》から純じゆん白ぱくの羽を一枚引っこ抜く。痛いたみもなく、簡かん単たんに抜けた。どうしようかと思ったが、思い出なのだからと《分岐粉砕フラグ・ブレイカー》の漆しつ黒こくの羽も引き抜く。

　白と黒。見事なコントラストだ。

「どうぞ」

　おずおずと差し出す両手に羽を載のせると、アイネは大事そうに胸に抱く。

「ありがとう。水みず原はらさんのおかげで変われました」

　瞬しゆん間かん、胸の奥がきゅっと締しめつけられる。

　と同時に頭の中で《アニマ》が発はつ動どうする引っかかりを覚えた。

「な、んだぁ!?」

　胸の痛いたみがどんどん強く、鋭するどくなっていく。より深く、より奥へ、内へ内へと入り込む感覚は今までの予よ兆ちようとは異なるものだった。

　細い管のようなものが深部に達した途と端たん、溢あふれんばかりの力が勢いきおいよく昇ってくる。

　それは俺おれの意志で押しとどめようとしてできるようなものではなかった。

　バサリ。すでに発動している翼つばさの他ほかに、もう一対の翼が生えてくる。一つは淡あわく輝かがやく純じゆん白ぱくの翼。もう一つは天使の翼と金きん属ぞくが融ゆう合ごうした漆黒の翼。

　するとアイネに渡わたした羽まで輝きだした。驚きよう愕がくに声を失う俺とアイネをよそに、四枚になった翼は大きく広がり、目ま映ばゆいばかりの光を放って一斉に散った。

　無数の羽が花はな吹雪ふぶきみたいに舞まい散ちる中で、俺は言葉を失い、アイネの頭を凝ぎよう視しする。

　金色の髪かみの上には《大いなる祝福サンダーソニア》であるマリアヴェールがかぶさっていた。

「これって……なんだ？　何が起きたんだ？」

　俺の《アニマ》がアイネの《アニマ》を復ふつ活かつ？　消失というペナルティを解かい除じよ？

　いや、よく見たら少し違ちがっている。以前はオーロラだった部分が二段フリルになっている。一段目は白。二段目は黒だ。

「な、わけわからん……」

　額ひたいを押さえて混乱する俺だが、アイネは自分のマリアヴェールをそっと撫なでて、得とく心しんしたように小さく頷うなずいた。

「神様からの贈おくり物ものかも。この羽は天使の降りてきた証あかしとか……」

「……神様も気まぐれだよなぁ」

　頭を掻かきつつ、そんなことしか言えなかった。

　けどアイネは嬉うれしそうだ。

　ならいいじゃないか。それで。










【エピローグ】




　今回の負ふ傷しよう。手のひらの擦さつ過かと手首の骨にひび。プラスでみぞおち、および顔の打ち身。おまけで爪つめが割われた。実はおまけの方が地じ味みに痛いたい。

　伝説の木と戦ったときよりかは、マシっちゃマシか。手首にひびが入ってるのだけは、若じやつ干かん酷ひどいかもしれない。

　天文部の部室で顎あごをさすりつつ、ふぅと一息つく。

　大おお庭ば先せん輩ぱいは転校が決定した。

　あれだけのことをしでかしたわけだし、十じゆう文もん字じ学がく園えんには通えないとのことらしい。

　個人的にはそれがいいと思う。近くに伝説の木があれば、どうしたって気にしてしまうし、アイネの姿を見かければどす黒いものが渦うず巻まくだろう。伝説の木や覚かく醒せい者しやといったものから距きよ離りを置くのがいい。

　そうすれば大庭先輩も自分の人生には、もっと別の道があると気づくだろう。

　俺おれは大庭先輩がろくでなしだと思うし、アイネにしたことは許せないけれど、心しん底そこ憎にくむこともできない。

　一番悪いのは大庭家のお父さまとやらだろ。

　そうそう、アイネは色々とやる気を見せている。大庭家や両親と対決するんだと意気込んでいた。アイネ自身も大庭先輩については同情的だ。なまじ同じ人間に縛しばられただけあって、気持ちがわかるのかもしれない。

　んで桜さくら子こと舞まいさんだが──

「あんたの《アニマ》は進化してるのかも」

「可能性はありますね。伝説の木を倒たおした一件から、わたしと桜子さんの《アニマ》が強化されたように、覚醒者の精せい神しん状じよう態たいが変化することによって《アニマ》もまた変化を遂とげるのではないでしょうか？」

「一応、以前から《アニマ》の強さが変化するってのは言われてんのよ。ただあんたみたいに翼つばさが四枚になったりとか、それほどわかりやすい変化じゃないけどね」

　そんなことを言ってきた。

「けどさ、《アニマ》で伝説の木のペナルティを解かい除じよできるのか？」

「実際にやってるじゃない」

「実際に、俺の《アニマ》がやったことなのかわからないだろ」

「あのタイミングであんた以外の力が働はたらいてたら、神様か何かの作さく為いを感じるわよ」

　舞さんも「ですねぇ」なんて、おっとりと頷うなずいている。

　俺としてはあんまり大おお仰ぎようにしたくないんだよなぁ。なんていうかモブキャラぐらいの扱あつかいで頼たのむ。主役は無理だ。荷が重い。

「水みず原はら先せん輩ぱいの力は伝説の木に似ていると以前お話ししましたが、想像以上に酷こく似じしているのかもしれません。その関係で伝説の木が施ほどこすペナルティにも関かん与よできるのでは？　特に《アニマ》の力が上がって影えい響きよう力りよくがアップしたなら、《分岐粉砕フラグ・ブレイカー》でペナルティを解かい除じよし、《分岐創造フラグ・メーカー》で小こ鹿じかアイネに新しいアニマを与えた──なんてことも」

　いやー、それは飛ひ躍やくしすぎっしょ。第一だとしたら──

「それって伝説の木と同じじゃねーか」

「最終的にはそうなる可能性もあるのでは、と私は思っているのですが」

　やれやれ、とんでもないことを言い出したよ。

　俺おれが伝説の木と同じになる？　冗じよう談だんじゃないね。まっぴらごめん、お断ことわりだ。そうなったら桜さくら子こからどんだけ酷ひどい目に遭あわされることか。

「ああ、そうだ朝あさ倉くらさん。言い忘れてた。ナイスアシスト、ありがとな。朝倉さんの機き転てんでアイネを追つい跡せきできたよ」

　クロスワードを解いていた朝倉さんは「ああ……」と思い出したらしく「気にしないでください」とぼそぼそ言う。しばらくして「………………最高ですから」と付け足した。何が最高なんだ？

　意味がよくわからない俺が小首を傾かしげていると、部室の扉とびらがノックされる。これ幸いとばかりに「俺が出る」と逃げ出した。

「はいはい、今開けますよー」

　がちゃ。

「こんにちは水原さん、遊びに来ました」

　扉を開けた先にはアイネ。手にはまだメモ帳があった。はははっ、いきなり大きく変われやしないか。ゆっくり変わっていくで、いいと思うぜ。

「おう、入れ入れ。お茶いれよっか」

「それならわたしが」

「お客さんを働はたらかせるわけにはいかないだろ」

　アイネを部室内に誘さそうと三対の瞳ひとみが俺を見ていた。あの、何で犯はん罪ざい者しやを見かけたような目を向けるんだろう……。

「今日きようはどうしたんだ？」

「その前に……くっつきすぎじゃない？」

「え？　そ、そうですか？」

　指し摘てきされたアイネはぱっと離はなれる。離れる前はちょっと近かったかもしれない。でもアイネなら甘えてきて全然オッケーだぞ。甘えん坊の妹ってのもいいもんだからな。

「その男、ケダモノにつき注意！　なんだからね。無む警けい戒かいだと襲おそわれちゃうわよ」

「水みず原はらさん……は、そんなことしません。だってわたし、まだ小学生です。胸も、ない……ですし」

「むしろそこが一番ポイント高いのですが」

　朝あさ倉くらさん、何言ってんの!?　何が「水原先せん輩ぱいの基き準じゆんで言えば、中学生はババアですからね」だ。俺おれのストライクゾーン狭せますぎんだろっ！

「直なお樹き……あんた……児じ童どうポルノ」

「違う！　断じて違う！　俺は健けん全ぜんだ！」

「健全、ですか。直樹くん、この場合はやや問題のある発言ですよ。年とし頃ごろの男の子なんて、猿さるみたいなものですからね」

　猿って……。

　パシャ。え？　朝倉さん、なんで写真撮とったの？　え、何その証しよう拠こ写しや真しんゲットだぜ！　的な笑みは。ケーサツなの？　お巡まわりさん沙ざ汰たなの？

「水原さん」

「な、何かなアイネ」

　俺の腕うでを引っ張って注意を引くと、ぱっと離はなれて深々と頭を下げる。

「助けてくれてありがとうございました。水原さんのおかげで、大おお庭ばのおじ様も考えを変えてくれました。桜さくら子こお姉さまも舞まいお姉さまも、朝倉先輩も、本当にありがとうございます」

　桜子や舞さんたちにも頭を下げる。ところでなんで桜子が、扇おうぎ先輩から桜子お姉さまになってるんだろ。

「ホントか！　やったなアイネ！　これも全部、アイネが変えようと決めて行動に移したからだな」

「頑がん張ばったじゃない。おめでとう」

「ええ、本当に。バンビちゃんも大変だったでしょう」

　みんなが祝しゆく福ふくしてくれる。朝倉さんは口にこそ出さなかったけど、小さく拍手していた。接せつ点てんがまったくないから、遠えん慮りよしたのかもしれん。

　俺はこそっと舞さんに「ひょっとして舞さん、お父さんに頼んだ？」と耳打ちする。すると返ってきた答えは「少しだけですよ」だった。へへっ、さすが舞さん、アフターケアも万全だな。

「環かん境きようを少し整ととのえただけで、行動を起こしたのはバンビちゃんです」

　舞さんが出したさりげない助け船は、俺のやったことより、ずっといいことだな。舞さんの気き遣づかいはアイネに届くよ。きっとね。

「そうなるとバンビちゃん。ガイアはどうなったのですか？」

　ぺらっとメモ帳を確かく認にん「エピローグ。設せつ問もんＦに対する答え」

　ドキドキしながらアイネの言葉を待つ。

「ガイアは存そん続ぞくします。大おお庭ばのおじ様の話もちゃんと聞いてみて、わたしも色々と考えました。その結果、第三者機き関かんは学園の規き律りつを守るためにも、また各かく組そ織しきが各組織の信条を掲かかげる上でも、必要な組織だと思いました。今後もわたしが代表を務つとめさせて頂いただきますので、どうかよろしくお願いします」

　ぺこりとお辞じ儀ぎをする。

「ただし特別な人を作らない。といった規則はありません」

　最後の付け足しで、ほっと胸をなで下ろす。

　つまり番ばん傘がささんたちとの関係はこれまで通りで、妙みような制せい約やくだけが綺き麗れいさっぱり消えたわけか。

「ガイアは続けるのね。ふーん、なら敵てき同どう士しになるってこともあるわけだ」

「桜さくら子こお姉さまの言うような場合もあるかもしれません。アルテミスが伝説の木を傷きずつけたり、《アニマ》を悪用するならば、です」

　にこりと微ほほ笑えみ「ありえないと思っていますけれど」と極ごく上じようの牽けん制せいをされた。

「まーね、確かにないわ」

　桜子も笑顔で返す。

「大丈夫、もし《アニマ》を悪用するような奴やつや仲間を裏うら切ぎるような奴がいたら、あたしも手を貸してあげるわ。裏切り者は許せないもの」

　そこで俺おれを見るな。裏切ってないだろ。そんな要よう素そ皆かい無むだろうが。少しは信用しろ。

　さめざめと泣いていると、アイネは俺の裾すそを引っ張ってしゃがむように催さい促そくする。はいはい、何かなー。

　しゃがんだらベストをまくられて、両手を突っ込まれる。

「はい？　な、何してんのアイネ？」

「ちょっと動かないでください。刺さったら危ないです」

　刺さったら危ないって……。

　ものの数秒で手を引っこ抜いたアイネは、嬉うれしそうにふにゃっと笑いかけてくる。

　なんだったんだ？　ベストを引っ張ってシャツをのぞき込んだら、アルテミスの部員章の他ほかにもう二つ、ついていた……。

　え？　ナニ？　二つも？

　じっくり見ると、一つはアポロンの部員章。一いつ角かく獣じゆうと乙女おとめが描えがかれたもので、もう一つは麦の束を抱いた妙みよう齢れいの女性が描かれていた。これガイアの部員章？　そもそもアイネはわかるけど、アポロンの部員章はいつつけられたんだ!?

「ガイアの部員章。水みず原はらさんにあげます」

「ええっ!?　あげるってそんな……！」

　ひぃっ！　桜子、睨にらむなって！　俺はガイアに入れて欲しいなんて一言も言ってない！

　そして舞まいさん、あなたいつの間にアポロンの部員章をつけたんですか。忍にん者じや？　忍者なの？

「名めい誉よ会員です」

「わたしの、も……スペシャルメンバーです。略りやくしてＳＭ会員……」

　ちげぇ！　誤ご解かいを招まねく省しよう略りやくはやめて！　第一、それだとスペシャルメンバーメンバーじゃねぇか！　語ご呂ろがいいからって内容を吟ぎん味みしないのはよくない！

「なーおーきーっ、あんたって人はなんでこう次から次へと……！」

「ま、待て桜さくら子こ！　落ち着け、子供のしたことだ。アイネを見ろ！　舞まいさんとも違うんだ。よーく考えよう。なっ、大人げないだろう？　いわゆる保ほ護ご者しやみたいなもんだよ」

「ぐぬぬっ……ま、まあ……初等部だもんね……。うん……ちょっと大人げなかったかも」

　やった！　この流れならイケる！

「そうだろうそうだろう。言わば俺おれとアイネは兄妹って奴やつだ。お前や舞さんは姉妹ってことになる。な、おねーさんなんだから桜子は寛かん容ようでなくちゃな」

「う……ん、そうね」

　ふぅ、一時はどうなることかと思ったけど、おねーちゃん攻こう撃げきが効きいたみたいだな。やはり桜子もおねーちゃんと呼ばれることに嬉うれしさを感じてるみたいだ。あいつ一人ひとりっ子こだからな。わかるぜ、俺もおにぃちゃんと呼ばれたい。

「水みず原はらさんは保護者なんかじゃ、ないです……」

「ん？」

「わたし、水原さんをお兄さまって呼びません」

「えええええっ！　なんで!?　そりゃないよ！」

　桜子や舞さんみたいに直なお樹きお兄さまって呼ばれる日を、心待ちにしてたってのに！

　すかさずメモ帳をめくり「ハーレムルート移行、条件クリア」と呟つぶやいてから、

「だっ、だって兄妹だと結けつ婚こんできっ、できません。だからこれからも水原さんって呼びます。そしていつかは、な、直樹さん……って」

　耳まで真まっ赤かにしたアイネは両手で顔を覆おおい隠かくしてしまう。意外と大だい胆たんなことを言ってくれるね。おかげで俺の人生がピンチだよ。

　このパターンは身に覚えがあるよ。ダメなパターンだよ。俺、空気が読めるようになったなぁ。未来予知の能力に目覚めそうだ。

「ダメ、ですか？　わたし頑がん張ばります」

　無言でがりがりと頭を掻かく。

　俺、命のストックいくつあったっけ？　残ざん機きゼロだった気がする。その状じよう態たいでスペシャルハードモードに突入するのは、あんまりってもんじゃないかい。

　ねぇ、お二人ふたりさん？

「色々と訊ききたいことがあるわ。特にあんたのアレ──お節せつ介かい体たい質しつについて」

「そうですね……本当に色々と。困ってる女の子を引きつけるフェロモンが出ているか、研究所に送って調べてもらいましょうか」

　ゆらぁりと立ち上がる桜さくら子こと舞まいさん。

「桜子お姉さま、舞お姉さま、わたしもこれからよろしくお願いします」

　ぺこりと頭を下げるアイネに面めん食くらい、桜子たちの怒いかりオーラがしぼむ。

「ふつつか者ですが、水みず原はらさんの三号さんとして精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばりますので！」

「ぶっ!?」

　ど、どこで覚えてくるんだそんな言葉！　それより三号さんって！

　むんっと両手を拳こぶしにして決意表明するアイネは、もの凄すごく真しん剣けんな顔をしていた。

「な、ななな、何を言い出すのよ！　そんなんじゃ、ないからっ！　どこをどう見たらそうなるのよ！」

「………………………………………」

　早口でまくし立てる桜子とフリーズしちまった舞さん。

「え……でもお二人ふたりとも水みず原はらさんが好きなのでしょう？　愛あいする殿との方がたを女が支える。それがあの共きよう同どう戦せん線せんだったと思っていたのですけど……」

「違うわよ！」

「違います！」

　揃そろっての否ひ定ていに面食らい、「はぁ……」と得とく心しんのいかない様子だ。

「なら、わたしが正せい妻さいでいいのですか？」

「ダメ！」

「ダメです！」

　強い口調で遮さえぎる二人は自分たちの声の大きさに驚おどろき、ハッと息を呑のんだ。そりゃあね。犯はん罪ざいの道に落ちようとしている少女を前にして、どうぞどうぞとは言えんわな。

　ぱらぱらとメモ帳を見返すが、どうやら該がい当とうする状じよう況きようと答えは載のっていないらしく、困こん惑わく顔がおで首を傾かしげる。

「あの……ならどうすればいいのでしょう？　桜子お姉さまと舞お姉さまをないがしろにするつもりは、まったくないのですけど」

　アイネの常じよう識しきは著いちじるしく間違っている。どこの後こう宮きゆうを意い識しきしてるんだ。

　その後も桜子と舞さんとアイネは、あれこれと話し合いを続けている。

　放ほう置ちされた俺は深々とため息をついて椅い子すにどっかと座り、すっかりぬるくなったお茶をすすった。はぁ～、平へい穏おんってどこに売ってるんだろ。ワゴンかなぁ。

　背もたれに深くよりかかる俺は、ぽんと肩に手を置かれて振ふり返った。

　ぷにゅ。細い指が俺の頬ほおにめり込んでいる。

「はへっ!?」

　慌あわててのけぞった。え、何？　どういうこと？

　人差し指を突き出していた朝あさ倉くらさんは、自分の指をじっと見てから俺おれに視し線せんを向けてきた。

「犯はん罪ざい者しや予よ備び軍ぐんから現げん役えきに格上げしましょうか」

　それ……格下げの間違いぢゃないですカ？

　やれやれと椅い子すに座り直したら、いつの間にか桜さくら子こたち三人が俺を見ている。そこで一言、アイネが「三号さんじゃなくて四号さんでした。よろしくお願いします美み緒おお姉さま」と油を注ぐ。あっ、お姉さま呼こ称しようの基き準じゆんってそこですカ。

　にっこにっこする桜子と舞まいさんを前に、ひきつった笑いしか出ない。

「直なお樹き、あんたはアルテミスの一員よね～」

「直樹くん、アポロンの居い心ごこ地ちも悪くないですよ」

「水みず原はらさん、新しくなったガイア……で、一いつ緒しよに頑がん張ばりませんか」

　だらだらだら。こ、これは、どうすりゃいいんだ。組そ織しきを盾たてにしてるけど、本音は違うんだろ？　「誰だれが一番いい女か？」的な熾し烈れつな意い地じの張り合いなんだろ？

　こ、攻こう略りやく本ぼんはないのか。誰だれからも怒おこられないで済む、完かん璧ぺきなエスケープ奥おう義ぎ書しよが！

　……ねーよな。

　俺は窓まどの外を見た。青く晴はれ渡わたった空を見て黄昏たそがれてるワケじゃない。そう……この窓から飛び降りたら怪け我がをするかな？　と、逃とう走そう経けい路ろについて考こう察さつしてたわけだ。

　ったく、恨むぜ伝説の木。お前が引き起こすフェーデのせいだぞ。

　だがまあ……、こういう騒がしさも悪くないか。俺の命がピンチだけど、バイト漬けの日々にはなかった世界に出会えたからな。







　あとがき




　こんにちは、黒くろ宮みや竜りゆう之の介すけです。

　いやはや、二巻です。この二巻というのは、僕ぼくにとって感かん慨がい深いものなのです。

　実は生まれてこの方、続編というモノを書いたことがありません。理由は単純で、書いた原稿がほとんど新人賞用の作品だったからです。

　基本、新人賞は一巻で完結していなければいけません（明文化していませんが、暗あん黙もくの了解みたいなものです。でも最近はＱ＆Ａみたいなもので、ちゃんと書いてあったりしますね）。

　そのため応募原稿の続きを書くという発想が浮かばなかったのです。続編を書いて送っても『続き物はダメです』と一いつ蹴しゆうされるだけですからね。

　漠ばく然ぜんと、もし続刊があるならこんな感じに展開できるなー、と妄もう想そうすることはあっても、原稿はおろかプロットにしたこともありませんでした。

　そんな人間が続編です。えらい難産でした。

　当初は伝説の木の復活を軸とした物語でした。アイネは伝説の木の代理みたいな役やく所どころで、疑ぎ似じフェーデを起こして人々の想おもいを捧ささげていく中、直なお樹きたちと対立して──とか、最終的に伝説の木が擬ぎ人じん化か（なぜか全ぜん裸らの直樹をコピー）して学園内を暴あばれ回ったり──なんて展開を考えていました。擬人化てどうよ、当時の僕。

　が、結局いくつかの変更を経へて今の形に落ち着きました。

　今までと勝手が違い手こずりましたが、皆様が楽しんで頂ける内容に仕上がっているのなら幸いです。




　では、ほどよく紙面が埋まってきたところで謝しや辞じに突入です。

　担当の吉よし岡おかさん、締め切りを何度も延のばしてもらって本当に申し訳ありません。原稿の改稿にもさんざん付き合ってもらい、迷惑をかけっぱなしです。

　続いてはりかもさん。二巻でもお世話になります。ラフを見せて頂いたとき、番ばん傘がささんのイラストが僕のツボにドンぴしゃでした。口絵などはまだどういったイラストが上がってくるのかわからないので、今回は一読者としてできあがったものを楽しみにしております。

　その他、すべての関係者にも最大限の感謝を。ありがとうございます。

　そして読者の皆様も、手に取って頂きありがとうございます。こうして二巻でもお会いできたことを心より嬉うれしく思います。よくある話ですが次にお会いできるかどうかは──神のみぞ知るということで。

　それでは皆様の読書人生が充実することを祈りつつ、これにて失礼いたします。





黒宮竜之介
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黒くろ宮みや竜りゅう之の介すけ

デビューの自覚が出たのは、一巻の見本をもらったときでした。郵便物の封を切った瞬間にインクの匂いが漂ってきて、プロになったんだなぁとしみじみ思ったものです。これからもインクの匂いを嗅ぎ続けられるよう頑張ります。
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はりかも

島国でのんびり絵描きをしています。

猫とお酒が大好きです。
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ふらぐ・ぶれいかぁ2




～フラグはすでに、折おれていた～
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